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「新規オープンのチャペルとブライダル部門のプロモーションは、ひとりの女性を主人公にして、うちのカラーを全面に押し出したストーリー性のあるパンフレットや映像を制作したいと思っています」

「そうなりますと人選は重大ですね。起用モデルのイメージが新規事業のイメージそのものになりますから」

　第一会議室の前を通ろうとしたところで、室内から当モデル事務所『ペルラ』の敏腕女社長である清し水みず社長とクライアントらしき男性の話し声が聞こえてきた。

　いつも日本中や海外を飛び回り多忙を極めている彼女が、こうして自ら時間を作って事務所で打ち合わせをしているなんて、彼はよほど重要なクライアントに違いない。

　湧き上がる好奇心が私をその場に縫い止める。足音を立てないように壁に体を隠し、ガラス張りになっている会議室の中をこっそりとのぞき込んだ。

　オフホワイトのスーツがよく似合う清水社長は、五十代後半には到底見えない。派手な茶色の巻き髪を耳にかけながら、彼女のトレードマークでもある赤い眼鏡の奥で獲物に狙いを定めている。

　その清水社長に向かい合うようにして、王子様のような風貌の美青年が真剣な顔つきで資料を広げていた。

　年齢は二十代後半くらいだろうか。亜麻色の髪に、琥こ珀はく色いろの瞳。容姿端麗という言葉がぴったりの甘いマスク。長い指先で資料をめくる青年の崇高な美貌は、クライアントというよりも俳優かアイドルと言ったほうがしっくりくる。

　首元に華やかなゴールドのアスコットタイを結び、上品なスリーピーススーツを着こなす英国紳士のような姿には、艶やかな大人の色気があった。椅子に座った状態でも、その脚の長さから、かなりの長身であることがわかる。

　あまりにも完璧なその青年に、息をするのも忘れて見み惚ほれてしまう。鼓動が早まるのを感じて、私は勢いよくかぶりを振った。

　私――琴こと石いし結ゆ衣いは、ペルラ所属の無名モデルである。

　大学時代に事務所にスカウトされ、コマーシャルモデルとして活躍しながらファッション関係の仕事へ就くことを夢見ていたけれど、就職活動は見事に惨敗。

　そのまま流されるようにモデルを続け、二十四歳になる今年で四年目。運がよければ、新人の起用を考えているクライアントから目に留めてもらえる〝新人枠〟から外れ、大した実績も残さぬまま中堅枠にカテゴライズされてしまった。

　イタリア語で真珠を意味する〝ペルラ〟には、その言葉のイメージ通り女性だけが在籍。ファッションショーでハイブランドの洋服を着てランウェイを歩く〝ショーモデル〟を育成する事務所とは違い、テレビＣＭや広告、パンフレットなどの各種媒体で企業や商品などをアピールする〝コマーシャルモデル〟を専門に育成している。

　所属モデルは百名以上にのぼり、ファッション業界、ブライダル業界、金融業界、観光業界、地方自治体など大口のクライアントを多く抱える、モデル業界でも有名な事務所だ。

　所属モデルたちはクライアントから依頼された広告媒体の仕事から徐々にステップアップしていき、将来はアナウンサーやお天気お姉さん、女優、タレントになっていく。さらに有名になれば、最終的には提携している大手芸能事務所へ移籍する。

　毎日朝の顔としてテレビに出ている美人アナウンサーも、野球選手と結婚したあの人気タレントも、出発点はペルラだというから驚きだ。

　一方、コマーシャルモデル一本でやっていくならば、大手企業と長期契約してもらえるレベルを目指すことになる。

　広告や雑誌のポートレート写真、いわゆるスチールや、テレビＣＭなどのムービーを含むオール媒体契約で活躍できれば、コマーシャルモデルとしてはエリートコースだ。

　私も、事務所に入ったばかりの頃は一瞬だけ、先輩方みたいになりたいなんてシンデレラストーリーに憧れてしまったこともある。

　今思えば、私には夢見ることすらおこがましすぎて、とても恥ずかしい。

　本当だったら私が一生関わることがなかった煌きらびやかな世界にいられるだけで、幸せなことなのだ。このまま粛々と依頼を拝命しつつ、少しでも長くモデルの仕事を続けて生活費を稼げれば、それで十分……！

　事務所に入って二ヶ月目に初めてもらえた仕事の現場で、多くのライバルやヒエラルキーを目の当たりにした後は、そんなふうに考えを改めていた。

　けれど、それすらも夢見がちな考えだったのかもしれない。

　下っ端モデルはマネージャーに積極的に営業をかけてもらえるわけではない。コンポジットという、宣材写真とオーディション用の写真を組み合わせて一枚にまとめたプロフィール資料でクライアントに運よく選ばれるか、オーディションで勝ち残るか。その二択だ。

　しかしオーディションに出場できる権利すら、全員が平等に与えられるわけではない。事務所が売り出したいモデルや、大きな実績のあるモデル、そして権力のあるマネージャーが推薦するモデルが優先される。

　モデル業とは、自分が想像していたよりも過酷な世界だった。

　事務所所属と言えどモデルは個人事業主になるので、毎月決まったお給料はない。

　学生時代は両親からの仕送りもあったので、最初はおこづかい程度の報酬でもまったく問題なかった。

　しかしペルラ所属も二年目に突入した頃、厳しい現実が押し寄せてくることになる。これから年々報酬が増えていくものと思いきや、その逆で。私には持ち前の武器というものがなく、さらに『新人』という輝く冠も外れたせいで、クライアントからの依頼がパッタリと減ったのだ。

　大学卒業後のこの一年間は、モデルとしてのわずかな仕事の合間にカフェでアルバイトをしながら二足のわらじで食いつないでいる。

　それでも、得られるのは節約しながらのひとり暮らしがやっとという収入のみ。しかも多くはペルラで受講しているレッスンの料金や、衣装代、化粧品代に消えてしまう。

　下っ端モデルは、仕事内容によっては衣装もメイク道具も自腹で用意しなければならない。一件の撮影で自前の衣装を何着も着替えなくてはいけないこともあり、もらえる報酬より出費が多い時もあった。

　今も広告や地域情報誌、その他諸々のスチールの仕事を細々ともらえているものの、時間が経てば経つほど、仕事の依頼が減少していることには変わりない。

　家計は常にギリギリで、食費を切り詰めているのはもちろんのこと、最近は公共料金を滞納してしまい督促状が届いたこともあった。銀行通帳の残高を思い出すだけで、背筋が寒くなる。

　正直なところ、このままではお先真っ暗だ。

　そんな私の短いモデル人生の中で、一番大きな仕事はデパートのコマーシャル。二十代のＯＬ三人組が仲よく買い物や食事を楽しむストーリーで、今まで起用されていたメインモデルの友人という役柄だった。

　けれど、残念ながらムービーの仕事はその一本止まり。一緒にＯＬとして出演した同期モデルが継続契約でそのデパートの次期メインモデルとなり、現在は娘・母・祖母の三世代を描くコマーシャルや広告で長期にわたり起用されている。

　もしもメインモデルの仕事を射止めることができていたら……。今のようなギリギリの状態ではなかった、かもしれない。

　デパートのメインモデル候補として選出された時、私がクライアントからふるい落とされた理由は、『当社の求める人材は、どの世代から見てもどこか親しみやすさを感じられるお嬢さんであり、琴石さんは残念ながら気が強そうなお嬢様という印象がぬぐえず、長期での起用が難しいから』だったらしい。

　確かに学生時代は、『琴石さんってツンツンして冷たい人かと思ってたから、話しやすくてビックリ！』とクラス替えのたびに言われてきた。

　生真面目そうな顔立ちのせいか、猫のように跳ね上がった目尻のせいか、どうしてもクールに見られてしまう。ぱっちりとした二重のまぶたも長い睫まつ毛げも、逆にその印象を際立たせているようだ。

　性格も、他人が感じる第一印象とは真反対の、内気な小心者。学生時代に自分が冷たく強気そうな印象を与えるタイプであることを理解してからは、相手に誤解されないように、なんでも曖昧に微笑むのが癖になってしまっている。モデルだからといって自信があるわけでもないし、本当は目立つことだって苦手だった。

　クライアントからの評価を受けて以降、私の担当マネージャーから『黒と赤のコントラストが、〝強い女性〟というイメージを与えているのかもしれないな』と助言をもらうやいなや、すぐに大好きな赤いリップをやめて、ナチュラルなミルキーコーラルピンクにしてみた。

　髪型も、胸元まである重たいストレートから緩めのパーマにして、髪色も真っ黒から少し明るめに変えてみた。……にもかかわらず、鏡に映る自分はクライアントが望んでいるような、明るく可愛い女の子には程遠い。

　清水社長は事務所内で私を見つけるたびに、『あなたの魅力は〝高たか嶺ねの花〟のような透明感なんだから、撮影中はツンツン美人の表情を作るべきよ！』なんて般はん若にゃの形相でアドバイス付きのお説教をしてくれるけれど、内気で小心者の私には『ツンツン美人』なんて、とてもじゃないが向いていない。

　そうやって長い間、他人から求められているイメージと自分自身とのギャップが埋められず、私は〝周りから必要とされる自分〟をうまく作れずにいた。

　それでも自分なりに、ペルラで毎週行われる演技力や表現力を磨くレッスンを一生懸命頑張っていたし、与えられた仕事も全力で挑んできたつもりだ。

　今考えてみれば、『見た目と中身がそぐわない自分でも、欲してもらえるかもしれない』と、お伽とぎ話ばなしの王子様のようなクライアントが現れることを勝手に期待して、甘えていたのかもしれない。

　コマーシャルモデルには、〝商品を引き立たせる魅力〟が不可欠だ。キャラクターが定まっていないようなモデルは採用しにくいに決まっている。

　現実は、厳しかった。

　先月もついに事務所のベテランマネージャーから呼び出され、『来年度もモデルを続ける？　酷なことを言うようだけど、このまま続けても琴石のためにならないだろうと思って心配しているの。そろそろ今後の身の振り方を真面目に考えたほうがいいんじゃないかしら』と釘くぎを刺されてしまった。

　さらに昨夜は、いつまでも地に足がついていない娘の行く末を案じた両親からも電話が来た。いつも寡黙な父曰いわく、『想定の範囲内だ。安心して帰ってきなさい。お見合いの話もないわけじゃない』。時々メッセージをくれる母曰く、『実家で花嫁修行をしたらいいじゃない。結衣ちゃんを紹介してほしいって話も来てるのよ』。

　ここで実家に帰る選択をするのは簡単だ。けれど今まで、なにかがうまくいかないたびに楽なほうへと流されてきた自分に対して、このままではダメだという気持ちはずっと抱えていた。

　今はこんな結果だけれど、今回こそは限界まで挑戦して、できれば最後までやり遂げたい。自分から始めたことだからこそ、途中で投げ出したくない。

　お父さん、お母さん、たくさん心配をかけてごめんね。そんなわけだから、お見合いはできません……っ。

　今日こそは絶対、仕事をもらえるようなキッカケを作らないと。もしかすると今この瞬間が、私に残された最後のチャンスかもしれないのだ。

　もう待ってるばかりの私じゃないんだから！

　ドキドキする胸の上に手のひらを置いて静かに深呼吸をしてから、決心と共にひとつ頷うなずく。

　そのまま壁際で忍びのごとく息を潜めつつ、美貌の青年、もといクライアントがいる会議室の様子をうかがった。

　室内では、清水社長が在籍モデルの資料をめくりながら、誰かのプロフィール欄を指差している。私が紹介されるなんてあるはずもないのに、どうか私も選出されていますようにと願わずにはいられない。

　私ははやる気持ちを抑えきれず、あと一歩を踏み出す。

「今回はオーディションを開催されないんでしたよね。今までにブライダルモデルの経験があるモデルから選びますか？　この子は女優として最近ドラマに出始めたばかりです。こちらのモデルは新人ですが注目が集まっていますよ」

　清水社長が、表紙に【新人】と書かれたコンポジットファイルを開く。白いワンピースに身を包んだフレッシュなモデルの写真が、こちらからもよく見えた。

　しかし、端麗な美貌の青年は眉根を寄せて難しい顔をしている。

　顎に指先をかけて考え込む仕草は、甘く艶っぽい。伏し目がちに資料に目を通す様子は、まるで王子様の執務中のように優雅だ。

　彼に目を奪われたまま、私は視線が逸らせなかった。きゅうっとせり上がるようなトキメキが胸に詰まって、ドキドキする。めまいがするくらい、なんだか苦しい。

「彼女には新しいイメージがつきやすいですし、芽が出て話題になるかもしれません。そうすれば宣伝効果は二倍三倍になりますからね」

　清水社長は彼の顔色をうかがいながら話す。

　女優として活躍し始めたモデルのコンポジットを一いち瞥べつもせず、それでいて新人希望でもなさそうなクライアントの様子に、彼女は他のモデルのコンポジットをテーブルの上に次々と広げていく。

　その中に私のコンポジットは……ない。心の奥底に悔しさと悲しみが広がる。けれど、これが現実なのだ。

「確かにその通りです。けれど僕としては、うちのブランドが持つエネルギーを最大限に表現できるモデルが欲しい。それで以前うちで起用した――」

　だからといって、こんな、人生で一度あるかどうかの素晴らしい機会を、みすみす見逃すなんてことはできない。

　今日の私は、今までの私とは違うのだ。この仕事、絶対に射止めてみせる！

　壁に潜んでいた私は、意を決して飛び出した。

　たたたっとヒールを鳴らし、ガラス張りの会議室のドアの前にまろび出ると、許可も聞かずにドアを開ける。

「おはようございます。打ち合わせ中に大変失礼いたします！」

　会議室にいた社長とクライアントの美青年が、驚きで目を丸くする。

「ちょっと、琴石！　今は大事な企画の打ち合わせ中よ」

　咄とっ嗟さに椅子から立ち上がった清水社長が、私を会議室から追い出そうとたしなめた。

「はい、存じております！」

　普段の私ならこんな大胆なことはできない。いや、絶対にしない。けれど、今この瞬間が私に残された最後のチャンスだと思えば、なりふり構ってはいられない。

　私は清水社長の制止を振り切って、クライアントの元へ走り寄った。

「君は……」

　彼は小さく呟くと、驚いたように琥珀色の目をさらに見開く。

　間近で見ると彼の美しさがなおさら際立って見える。彼のまとうキラキラオーラに当てられ、私は頬が上気するのを感じていた。心臓が、これ以上ないくらいドキドキする。

　心をできるだけ落ち着けようと肩から深く息を吸い込み、左手をぐっと握り込みながら、クライアントの彼をまっすぐ見据えた。

「私にできること、なんでもします。あなたのもとで働かせてください！」

　緊張感で全身が震える。しかし真摯な気持ちが伝わるように彼としっかり目を合わせ、決して視線を離さなかった。

「どんな役でも構いません。やったことはありませんが……下着のモデルでも、なんでもできます！　できないお仕事はありません。お願いします!!」

　王子様然とした美貌の青年に、必死な思いで頭を下げる。

　こんな大胆な乱入をしていながら、私は極度の緊張のせいで瞳がじわじわと熱くなるのを感じた。

　真っ赤であろう顔を隠しながら頭を下げ続けていると、清水社長のため息が聞こえた。そのため息に自分が名乗り出ていなかったことを思い出して、私は弾かれたように顔を上げる。

「申し遅れました。私はペルラ所属四年目の琴石結衣です。なんでもやり遂げる自信があります。あなたのもとで働かせてください！」

　彼は一瞬きょとんとした後、クスクスとおかしそうに笑いだす。

「なんでもやり遂げる自信か。すごいね」

　低い声が、私の耳を溶かすように響いた。その声音にますます身震いしそうになる。

　彼は椅子を引き長い足を組み替えると、端麗な面差しに甘やかな笑みを浮かべた。

「それじゃあ君の熱意を酌んで、うちの企画をお願いしようかな？」

　そう言って、長い睫毛に縁取られた美しい二重まぶたをゆっくりと柔らかく細めた。

「あっ……」

　あまりの魅惑的な表情に、思わず唇から感嘆のため息と共に音がこぼれ落ちる。琥珀の上で蜂蜜がとろけているかのような優しい瞳に、胸がきゅうっと締めつけられた。

　それから一瞬の間の後、彼の告げた言葉をようやく脳が理解し、私は目を見開く。

「あ、ありがとうございます。本当にありがとうございます！」

　まさかこんなふうに仕事が決まるなんて……。

「本当に、王子様みたい……」

　ポツリと心の声がもれる。

　一拍遅れてそれに気がついた私は、慌てて口を手で覆った。

「い、今のは、そのっ」

　発言をかき消すようにわたわたと両手を振ると、目の前の美青年は「構わないよ。よく言われるから」と優美に口元を緩める。

　彼が気分を害した様子もなくて、ホッとする。私は今度こそキリッと表情筋を引き締め直し、姿勢を正した。

「いただいたお仕事を精一杯、いえ、それ以上に頑張ります。どうぞよろしくお願いいたします！」

　感謝の気持ちを込めて、勢いよく頭を下げる。

　私を選んでくれた彼を、絶対に後悔させたりしたくない。彼のためなら、どんな無理難題を指示されてもやり遂げてみせる。

　窮地から救ってくれた王子様へ、私は心からの忠誠を誓った。
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　歓喜に打ち震える私を見やりながら、清水社長はキリリとした片眉を跳ね上げ、眼鏡のブリッジを右手の中指で押し上げる。

「琴石、あなた意外と行動力あるじゃない。今回はあなたの熱意の勝ちね。せっかくだからここに座りなさい。これから具体的な仕事内容について確認するところだから」

　そう言って社長の隣の椅子を引いてくれた。

「はい、失礼します」

　私は緩みそうになる頬を引き締めて、クライアントの斜め前に着席した。

「琴石さん、改めてよろしくね。僕は常とき盤わ慧けい。『エテルニタ・ホテル＆リゾート』取締役副社長、並びにブライダルジュエリー『Eternitaエテルニタ』の代表取締役社長を務めています」

　容姿端麗な甘いマスクの青年――常盤慧さんは名刺を取り出し、こちらに差し出す。

「エテルニタ、ですか？」

　私は驚きに目を見開く。

　エテルニタ・ホテル＆リゾートといえば、世界有数の高級ホテルチェーンを運営する会社だ。世界百ヶ国以上にシティホテルやリゾートホテルを展開している。

　特に世界各国の『エテルニタ・リゾート』は、長きにわたりリゾートウェディングを挙げる女性たちの憧れで、そこから派生して、ブライダルジュエリーを扱うEternitaが数年前に立ち上げられたのは有名な話だ。

　社長はエテルニタ・ホテル＆リゾートの御曹司で、私と四歳しか変わらない二十八歳。彼の経営手腕は素晴らしく、そのブランド力は飛ぶ鳥を落とす勢いで急成長し、今後はジュエリー部門だけでなくドレス部門やブライダル部門が開設され、独自のブライダルブランドを確立していくと発表されていたはず。

　そんな、世界で名を轟とどろかせる企業の取締役の前に、無鉄砲にも飛び出していたなんて……！

　あまりにも有名すぎるホテルグループとジュエリーブランドの名前に、名刺を受け取る手が小刻みに震えた。

「ホテル・エテルニタは知ってるかな？　観光地やリゾート地にはよくあるから」

「も、もちろんです。ブライダルジュエリーのエテルニタも存じております」

「本当？　よかった。それなら話は早いね」

　常盤社長は穏やかな笑みを浮かべて頷いた。

　初恋もまだという、ブライダルの世界とは程遠い場所にいる私がエテルニタを知っている理由は、もちろん世界的に有名なホテルグループを母体とするジュエリーブランドということもあるけれど、私がいただいた、たった一度のブライダル系の仕事が、エテルニタのブライダルジュエリーを身にまとう広告写真のスチールモデルだったからだ。

　今年の正月休みが明けてすぐにあった広告撮影。ジュエリーを身にまとう仕事は初めてだったので、とてもワクワクしたのを覚えている。

　撮影当日、私の薬指にぴったりのエンゲージリングが新しく制作されていたのを見て、本当に驚いた。メレダイヤが散りばめられた繊細なデザインのアームに、大粒のダイヤモンドと透き通った濃緑のエメラルドが輝くエンゲージリングは、まるで神聖な庭園を閉じ込めたように美しい。

『デザイナーが琴石さんのために新しくデザインしたエンゲージリングなんですよ』

　そう言って、打ち合わせ段階からお世話になっていたエテルニタのコンシェルジュの女性が微笑んだ。

　もちろんその場限りの使用で、持ち帰ることなんてできない。けれど、左薬指に輝く大粒の宝石たちを見つめていると、あたかも誰かに愛されているかのような気持ちになる。広告用の商品だと知っていながら、あまりの幸せに泣きそうになった。

　たった数時間だけ指輪を着用するモデルのために、デザインからすべて新しくエンゲージリングを制作する――。

　それが、今やブライダルジュエリーの最高峰ブランドとして日本中の花嫁が憧れるエテルニタなのだ。

　そんなブランドのトップが、今私の目の前に座っている常盤慧さんだなんて、まるで雲の上の人と出会ったような気分になる。

「常盤社長、こちらが琴石結衣のコンポジットとブックになります」

　清水社長がファイルの中から私のコンポジットを探し出して、常盤社長の前に差し出した。彼女は続いて、机に積まれていたブックの山の一番下から冊子を取り出し、テーブルの上にそれを広げる。

　ブックとは、モデルのこれまでの仕事経歴がわかる写真集のようなものだ。クライアントへ自分をアピールするためのプレゼン資料と言ったらわかりやすいだろうか。さまざまな衣装で異なる表情をした写真によって構成されているため、クライアントはブックを通してそのモデルが持つ魅力や表現力の幅を確認できる。

「ありがとう。拝見します」

　常盤社長は優雅な微笑を浮かべながら先にコンポジットへ目を通し、それからテーブルの上に広げられたブックを手に取った。

　私はそっと常盤社長の様子をうかがう。視線を落としている彼の涼しげな目元には、長い睫毛が影を作っている。

　……こんな突拍子もなく現れたモデルにもお仕事をくれるなんて。きっと王子様のような見た目通り、どんな人にもすっごく優しい人なんだろうなぁ。

　そんなことを考えていると、不意に常盤社長が顔を上げる。

「……っ！」

　途端に視線が合い、私は思わずうつむいた。常盤社長のまとうキラキラしたオーラと優美な佇たたずまいにあてられて、顔が熱くなる。

　ううっ、赤面している場合じゃない。やっと手にした大きなチャンス。この仕事を次にもつなげなきゃ。

　私は首を小さく横に振って、気合を入れ直す。

　しかし手にしたチャンスが大きいからこそ、嬉うれしいという気持ちと同時に不安が押し寄せてくる。

　あのエテルニタでの夢のような撮影を最後に、私は今日まで一度もブライダル関係の仕事をもらえていない。ということは、無意識のうちにブライダル関係の現場で嫌われるような表現をなにかしてしまっていたのかも。どうしよう、なにがダメだったのかわからない。でも、今回は絶対に失態を犯さないようにしなくちゃ。

　喉に詰まった緊張感から、だんだん気持ちが悪くなってくる。なんだかお腹も痛くなってきた。

「琴石さん、急に大人しくなったね。さっきの勢いはどこに行ったのかな」

　斜め前に座る常盤社長が「もしかして緊張してる？」と首を傾げて問いかける。

「い、いえ、その……はい、実はすごく緊張していて……」

「大丈夫？　大きな仕事かもしれないけど、リラックスして臨んでくれたらいいから」

　穏やかな雰囲気をまとう王子様然とした彼は、私を心配するように柔らかく表情を緩ませる。

　普通なら、私なんて声すらかけてもらえないはずの超一流企業の取締役。そんな相手を前にして、リラックスして臨めるほどの強いメンタルも立場も持っていない。

　ここへ飛び込んできた自分の勢いが急に恥ずかしくなって、「すみません」と消え入りそうな声で謝罪した。

「それじゃあ琴石さん、これが今回の依頼内容になります」

　常盤社長は鞄かばんから新しい資料を取り出し、私の前のテーブルに置いた。

「ありがとうございます。拝見いたします」

　私はおずおずと資料を手に取る。

　企画書には、ハワイにある『エテルニタ・ワイキキビーチ・リゾート』で新規オープンするチャペルの詳細や、ペルラのモデルを起用した長期にわたるオール媒体撮影の流れなどが書かれていた。

「現在まで、ホテル・エテルニタに隣接しているチャペルの多くは、ブライダル関連企業と長期リース契約をして業務提携を行っているチャペルと、エテルニタ・リゾートの直営チャペルになっています」

　常盤社長の低く耳触りのいい美声が、会議室内に響く。

「今回、琴石さんに出演していただくウェディングプランで使用するニューオープンのチャペルは、そのどちらとも業態が異なっています。ジュエリーブランドであるエテルニタがホテル敷地内に新しく建築したものです」

　ここまではいいかな？と常盤社長が私に同意を促した。

　私は次のページへ資料をめくりながら「はい、大丈夫です」と頷く。

「新しく建築したチャペルでは、エテルニタの有名デザイナーがエンゲージリングやマリッジリング、ティアラなどのブライダルジュエリーを、新設されたドレス部門に所属する一流デザイナーがウェディングドレスやタキシードなどを新郎新婦のオーダーで製作し、挙式当日までのすべてをプロデュースする〝世界で唯一の人と過ごす特別な時間〟を叶かなえるブライダル・プランを販売していきます」

「世界で唯一の人と……」

　企画書に提案されているＣＧで作られたサンプル画像の中では、新郎新婦が幸せそうに見つめ合っている。彼らの背後にある、天井まで伸びる広々とした窓からは、ハワイの海が一望できるようになっており、太陽の光に反射した海の色が室内に入り込んでいる様子は、まるでチャペルが海の中にあるようで幻想的だ。

「琴石さんには、主役である花嫁役をお願いしたい。台本もあるから、後でよく読んでおいてね」

「はい！」

　常盤社長が優しげな微笑みを浮かべた。その甘さの中にある爽やかな表情に、少しだけ胸が高鳴る。

　こんな大役を笑顔で私に任せてくれた王子様を失望させるわけにはいかない。打ち合わせが終わったらすぐに台本を読み込んで、しっかり練習を重ねよう。

　胸に手のひらを当て、ひとりでウンウンと頷いていると……。

「琴石、この仕事はハワイでの撮影を含めた長期にわたるオール媒体契約になるの」

　隣に座る社長が、私の方へ顔を向けた。挙動不審な私を目に映し、眉根を寄せる。社長の顔には『本当にこの子で大丈夫かしら？』とハッキリ書いてあるように見えた。

「あなた、海外での撮影は初めてでしょう？　これから忙しくなると思うから、パスポートは早めに用意しておきなさいね。持っている場合は有効期限に気をつけて」

「わかりました。パスポートは一昨年作ったばかりなので、期限も大丈夫です」

　大学生の時に友人たちと卒業旅行で使用して以来のパスポートは、十年間の有効期限が切れるまでに再び使える機会もお金もないと思っていた。それがまさか、仕事で使えることになるとは。予想だにしていなかった事態に胸が踊る。

　しかも撮影地は憧れのハワイ！　家に帰ったら、すぐにパスポートを探さなくちゃ。

　私は口元が緩んでいるのにも気づかずに、脳裏にハワイで過ごす夢の時間を描いた。




　その後も打ち合わせは滞りなく進んだ。

　私がもらうことができるギャランティーなどの詳細は、マネージャーより伝達されることになっている。

　モデルが会議室で聞くことが可能な話はここまで。清水社長から渡された契約書に、私はその場でサインをした。

「今回はホテルとジュエリーブランドの両方が絡むエテルニタグループの大事な企画だから、僕自身が責任者を務めてる。なにかあったらその連絡先に連絡してくださいって、君のマネージャーに渡しておいてね」

　常盤社長が名刺入れから、一枚の名刺をこちらへ差し出した。

「わかりました」

　モデルは、契約条件などの直接交渉はもちろん、クライアントや関係者と連絡先を直接交換することさえ禁止されている。後で受付へ寄ってマネージャーに声をかけようと、常盤社長から受け取った名刺を一度名刺入れの中にしまった。

　そのままテーブルに広げていた今回の企画資料や台本を自分のバッグの中へ片付け、退室する準備を整える。

　私は席を立つと、常盤社長へ精一杯の感謝の気持ちを込めて丁寧に頭を下げた。

「本日はありがとうございました。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします」

「こちらこそ。これからよろしくね。期待してるよ、琴石さん」

　つい癖で曖昧に微笑みそうになって、顔を引き締める。絶対に常盤社長の期待に応えてみせる！という意気込みが伝わるよう、「はい！」と力強く返した。

「それでは失礼いたします。お疲れ様です」

　私は再び頭を下げてから笑顔を浮かべ、常盤社長と社長へ挨拶をして会議室を退出した。

　ふと視線を上げると、会議室内の常盤社長と目が合う。するとこちらに向かって、艶やかな瞳が優しげに細められた。彼は『またね』と声にせず唇を動かし、ひらひらと手を振ってくれる。

　そんな彼の仕草に胸がトクリと鳴った。ふわふわとした思考のまま、私は思わず手を振りそうになってしまい、慌ててそれを引っ込める。

　わわわ、クライアントに手を振るなんて非常識なことをするところだった。

　私は羞恥心で赤くなった顔を隠すように腰を折って頭を下げると、受付へ向かうために急いで踵きびすを返した。

「あれっ、結衣ちゃん！　おはようございまーす！」

　廊下に出たところで、前方にいた女性がこちらへ向かって走り寄ってきた。

「媛ひめ乃のちゃん、おはようございます」

　ダークブラウンの髪にふんわりと緩めのパーマをかけている媛乃ちゃんは、二十四歳。あのデパートのメインモデルを射止めた私の同期だ。

　ぱっちりとした黒目がちの瞳にベビーピンクの唇。いつもパステルカラーの洋服が似合っていて、とても可愛い。

　彼女はごく自然に軽やかな様子で背筋をピンと伸ばし、軽く顎を引いてまっすぐに前を見たまま胸を張って、安定した体幹でつま先から着地して重心を移動させて歩く。どこもかしこも柔らかそうに見える甘い雰囲気の美人さんだけれど、その様子からは、一挙手一投足のすべてにモデルとしての神経をとがらせているのがわかる。こうやってなんでもない廊下を歩いている時ですら、輝いて見えた。

「もしかしてお仕事？　どこのやつ？」

　私の背後にある第一会議室をチラリとうかがうと、媛乃ちゃんは小首を傾げた。

　彼女の質問にドキリとする。

　クライアント側がペルラへ依頼した内容やモデルに渡した台本には、必然的に社外秘の情報が多く含まれている。どこの企業の仕事を誰がもらったとか、ギャランティーはいくらだとか、いつどんな媒体で公開するとか、その他の取るに足らない内容だったとしても、契約に関する情報交換はいっさい禁止と事務所の規則で厳しく決められていた。

　けれど正直に『規則違反になるから言えないよ』と返答するのははばかられて、私は困惑気味に眉を下げる。

　事務所規則があれど、同期数人が裏で情報交換をしているのは知っている。それにどんな意味があるのかは知らないが、波風を立てるのは嫌だった。

「まだ決まったわけじゃないから……どこのお仕事とか、言える段階じゃなくて」

　私は曖昧な笑みを浮かべて、やんわりと言葉を濁した。

「じゃあ今日は面接だけ？　他は誰が呼ばれてるの？　オーディションは面接で合格した子だけ？」

「ええと、それは全然わからない、かな」

　そんなに深く質問されるとは思わなくて、「ごめんね」と私は慌ててわたわたと両手を振る。

　たとえ知っていたとしても公開厳禁な話題ばかりだ。こんな言葉の濁し方しかできないけれど仕方がない。

「ふぅん、そっか！　お仕事、ひとつでも早く決まったらいいねっ」

「うん、ありがとう」

　煮え切らない返事しかしない私に嫌な顔ひとつせず、媛乃ちゃんはとびきりの笑顔を見せた。しかも応援までしてくれて……。本当に面倒見がいいし、なんて優しい人なんだろう。

「私は今から打ち合わせなんだ。またレッスンでね！　お疲れ様でーす」

　媛乃ちゃんは元気に手を振る。最後まで少しも私を疑うことのなかった彼女へ、些さ細さいな嘘うそを積み重ねてしまったことに、罪悪感が募った。

　再び曖昧な笑顔のまま「お疲れ様です」と会釈をした私に対し、媛乃ちゃんはニコッと微笑んで、第二会議室へ向かっていった。




　待合スペースが併設されている受付フロアは、保護者らしき大人たちでいっぱいだった。どうやらレッスン室では、小学生を対象にしたプライマリークラスがレッスン中のようだ。

　待合室に設置されている大きなスクリーンに、クラス内の様子が映し出されている。そこでは小さな女の子たちが笑顔を浮かべながら発声練習をしていた。

　プライマリークラスは子役やキッズモデルを育成する初心者クラスだが、綺き麗れいな所作を身につけるために通っている子どもたちもいる。対して私の所属するペルラクラスのレッスンには大学生やフリーター、ＯＬなどが参加している。

　子どもたちの成長を見守る保護者の方々とすれ違うたびに挨拶をしながら、私は受付へ辿たどり着く。

　この事務所のスタッフには元モデルという経歴を持つ人が多い。いつも受付嬢をしているふたりの女性も、ペルラ所属の元モデルだ。

　事務仕事をしている時にも口元に微かに笑みを浮かべている様子には、いっさいの隙がない。常に華やかな雰囲気をまとって自信に満ちている彼女たちの前に出るだけで、圧倒されてしまい緊張感が走る。

　私はいつものように気け圧おされつつ「おはようございます」と挨拶をしてから、「ペルラクラス四年目の琴石結衣です。マネージャーの小お野の寺でらさんをお願いします」と精一杯の笑顔で伝えた。

　受付と待合スペースには、パステルカラーの砂糖菓子のような軽やかでキュートな音楽が流れている。『この曲に似合わない事柄は禁止』とは、ここで契約を結んだ初日に清水社長から言われた言葉だった。

　それって、さっきの波風を立てないように曖昧で煮え切らない態度をとることもだよね……。

　天てん真しん爛らん漫まんな笑顔でキッパリと正直に断ることができない自分へ、エンドレスに流れている音楽が追い打ちをかける。

　罪悪感で苦しい胸を押さえていると、「琴石、お待たせ」と前方から声がかかった。

　濃紺にストライプ生地のスリーピーススーツを着た青年が、Ａ５判のスケジュール帳を持って足早にこちらへやってくる。

　新人時代からマネージャーを担当してくれている小野寺さんの登場に安心して、私はつい肩の力を抜いた。

　彼は、私をモデルとしてスカウトしてくれた人でもある。

「おはようございます、小野寺さん」

「おはよう」

　涼しげな切れ長の目に、スッと通った鼻び梁りょうとクールな顔立ち。清潔感のある艶やかな黒髪は、お洒しゃ落れに整えられている。

　身長は百八十センチくらいだろうか。スラリと整った体たい躯くの小野寺さんは現在二十七歳で、学生時代はモデルをしていたらしい。ここのスタッフやマネージャーたちから聞いた話によれば、けっこう売れっ子だったとか。しかし大学卒業後、『マネジメントやサポート業のほうが自分の力を存分に発揮できる』と考え、マネージャー業に転身したそうだ。

　ただ、喜怒哀楽の表情がわかりにくく、無表情で淡々とした声音で接するため、少し取っつき難い印象を受ける。

　だからといって決して冷たい人ではない。小野寺さんは他のマネージャーのように、自分のマネジメントするモデルをあからさまに贔ひい屓きしたり嫌味を言ったりすることはない。

　私がこの事務所内で一番信頼している人は、間違いなく彼だった。

「どうしたんだ急に。琴石のコンポジット撮影が終わってから随分経ったよな」

　腕時計を確認してから小野寺さんは首を傾げた。もちろん、その顔は無表情だ。

　今日は十四時からプロのヘアメイクとカメラマンを使っての、プロフィール用の宣材写真撮影があった。遅ればせながら昨年度の写真を今年度用に更新である。

　その後、常盤社長と清水社長が打ち合わせ中の会議室に乗り込んだせいで、今は既に十八時を回っている。

「あの、少々お時間をいただけないでしょうか？　ご報告したいことがありまして」

　先ほど常盤社長からいただいた、エテルニタのオール媒体契約の話を、小野寺さんにしなくてはいけない。

　大勢のキッズモデルの保護者や、レッスンの始まる時間を待つ女性モデルたちがひしめくこの場所では詳しい内容は話せないため、会議室でもレッスン室でもどこでもいいので空いている部屋に向かいたかった。

「わかった。辞めるとかそういう話じゃないよな」

　小野寺さんが騎士のように凛り々りしい眉を寄せた。

「まさか！　まだ、それはないです」

　私は慌てふためきながら首を左右に振る。

「まだって。俺の目に琴石は輝いて見えてる。胸を張ってくれ」

　小野寺さんはそう言って、スケジュール帳で私の頭のてっぺんをペコンと優しく叩たたいた。痛くはなかったけれど、反射的に頭を手のひらで押さえ、叩いた本人を抗議するように見上げる。

　すると、悲しげな表情でこちらを見つめる彼と視線が交わった。いつもの無表情が崩れていることに戸惑う。

「ええっと」

　さっきのは単純に言葉のあやというか、自分の生活の困窮具合次第です、という意味というか……。スカウトしてくれた小野寺さんの〝先見の明〟を疑いたかったわけでも、困らせたかったわけでもない。

　それでも、事務所のベテランマネージャーから遠回しに肩たたきにあったし、毎日のギリギリな生活を思えば、薄氷の上にいるのは確かである。

　この世界に引っ張り込んでくれた恩人を前に、私は頼りない笑みを浮かべたまま、「胸を張りますね」と小さく頷いた。

　小野寺さんはますます眉根を寄せ、まだなにか言いたげな様子をしたが、どうやら飲み込んだらしい。悲しげな表情は今や無表情に戻っていた。

　彼は何事もなかったように受付のスケジュールボードを確認すると、「どの部屋も空いてない。今日はダメだな」と口にした。

「では日を改めて、小野寺さんのご都合のいい時間にお伺いします」

「いや。送るついでに話を聞こう」

「いえっ、また事務所に来ますので」

　私はマネージャーに送ってもらうような立場のモデルではない。それに小野寺さんが担当しているモデルは私ひとりだけじゃないのだ。いつだって忙しい彼の手を煩わせたくなかった。

　しかし小野寺さんはフッと小さく微笑みを浮かべて、首を緩く左右に振った。

「琴石が俺を呼び出すなんて、よほどのことなんだろ。話は車の中で聞く。もう帰れるのか」

「はい。では……お願いいたします」

　大変申し訳ないと思いながらも、今回はお言葉に甘えることにした。




　渋滞とまではいかないが車道は混雑していた。

　どこから話そう……と考えながら、助手席から車窓を見やる。

　四月末にもなると、日暮れまでの時間も長くなってきていた。真っ赤な太陽がゆらゆらと眩まぶしい。徐々に地平線へ向かって沈みながら、ビルの隙間に吸い込まれていく。

「なにか報告があると言っていたが」

　顔を進行方向へ向けたまま、小野寺さんが促す。

「はい」

　会議室での出来事を話そうにも、まずはなぜそんな突拍子もない行動に出たのか説明しなければならない。

　今年度に入って未だ仕事がゼロのため、現在はアルバイトのほうが本業状態でして……。それでも家賃や光熱費を支払うのがやっとで、お先真っ暗な崖っぷち状態なんです……！

　なんて、恥ずかしすぎてさすがにすべてを正直には語れない。

　結局、自分の今置かれている状況をオブラートに包みながら話すことにした。

「それが……最近はモデルのお仕事があまり芳しくなくて、生活が思ったよりも厳しいんです」

　できるだけ軽い話題に聞こえるように明るい声で話しだす。

「は？　琴石には今月、衣料量販店の折り込みチラシとサイト広告用の仕事が来ていただろう」

「へ？　折り込みチラシと、サイト広告？」

「芹せり沢ざわさんが担当だったはずだ。まさか蹴ったのか？」

　隣から冷たさを帯びた声が飛び、私は「蹴るなんてとんでもないです！」と慌てて首を振る。

　芹沢さんはベテランマネージャーで、仕事のない私にアドバイスという名の肩たたきをしてくれた女性だ。清水社長に最も近いと言われる彼女の手腕はペルラでも一目置かれており、彼女の意見はマネージャーたちの総意と言ってもいい。

　けれど私は彼女のアドバイスには従わず、今年度もモデルを続けることにした。だからこそ、これがペルラにいられる最後の一年間だということは、薄々自覚している。

　それにしても、衣料量販店の広告がもらえたなんて話は寝耳に水だった。

「本当に今月はなにも……。普段のレッスンと今日のコンポジット撮影だけです」

　そんなありがたい仕事があれば、今頃は白米とお味み噌そ汁しるをしっかり食べられていたに違いない。けれど残念ながらそんな話はいっさい耳に入ってきていないのだから、小野寺さんは私と別のモデルを間違えて話しているのだろう。

「また芹沢さんか……」

　私の返答を受けて、彼は心底煩わしそうに息を吐いた。

「えっと？」

「いや、なんでもない。仕事の件は俺の覚え間違いだな。忘れてくれ」

　やはり別のモデルと間違えられていたらしい。

　小野寺さんが担当しているモデルが何十人いるのかわからないけれど、プライマリークラスに、中学生から高校生が所属するジュニアクラス、ペルラクラス、それに幅広い年代の主婦層が所属するミセスクラスや、六十代以上が所属するシニアクラスまで合わせれば相当な人数になるはずだ。

　その中でも売れないモデルのスケジュールとなれば、記憶にも残りにくいに決まっている。誰かと間違えられてしまうのも無理はない。

「はい、わかりました」

　私はへらりと笑顔を浮かべた。「それでですね」と話を戻すと、改めて会議室に飛び込むまでのあらましを話し始める。

「まだ東京で頑張りたいなら、そっちにいてもいいよって言ってくれた両親のためにも、お金に関する心配はかけたくなくて。いろいろ考えていたんですが、もう自分からお仕事をもらいに行くしかないと思って――」

　事情を説明し終えたところで、車が赤信号で停車する。

　今までこちらを見ずに運転していた小野寺さんが、冷淡な顔つきで私を一瞥した。

「なるほど。それでうちの社長と常盤社長が会議中に突然飛び込んだのか。無鉄砲にもほどがあるな。もしお前のせいで重要な案件が破談になっていたら、どう責任とるつもりだったんだ」

　冷静に考えればその通りだ。思わずハッと小野寺さんを仰ぎ見て、急いで頭を下げる。

「すみません、そこまで考えが至らず」

　これからどうやって生活していくか、どう崖っぷちから脱出して生きていくかばかり考えていたせいで、まさか破談になることまでは想定していなかった。

　自分のことばかり優先し思慮が浅かったことを深く反省する。

「寛大な対応をしてくださった常盤社長には、本当に感謝しています」

「次は飛び込みなんてするなよ。今回は相手がよかっただけだ」

「はい。肝に銘じておきます……」

　青信号になり、車が走りだす。

　しばらくすると、私の住むマンションの近隣までやってきた。

「常盤社長からいただいた契約内容についてなのですが、オール媒体の長期契約をいただきました」

　私はバッグから資料を取り出し、企画と契約の内容を読み上げた。既に契約書にサインを済ませたこと、大まかな流れが記されている予定表や台本なども受け取っていることも伝える。

　エテルニタ・ワイキキビーチ・リゾートでの撮影を含んでいると説明すると、「すごいな」と小野寺さんが感嘆の声をあげた。しかしすぐに、眉目秀麗な顔に眉間のシワが深く刻まれた。

「琴石に大きな仕事がもらえたのは嬉しいことだが……」

　私の住むマンションの前で、停車する。小野寺さんはシートベルトを外すと私へ向き直った。

「俺のせいで済まない。琴石の人生をこんなふうにして、恨まれたって仕方ないな」

　恐らく、鳴かず飛ばずで報酬も少ない今の生活のことを言っているのだろう。彼がペルラのマネージャーとなって初めてモデルとしてスカウトしたのが私だそうだから、罪悪感を抱かせてしまうのも無理はないのかもしれない。

「いいえ、そんな。恨むなんて絶対にないです」

　この世界を知ったあの日のことは鮮明に覚えている。

　学生時代に将来について悩んでいた頃、『人生を変える』と人気が高かった映画を観に行った。誰もいなくなった客席で涙をぬぐっていた時、『すみません』と突然声をかけてきてくれたのが小野寺さんだ。

『あなたのような人を探していました。決して怪しい者ではありません！　モデル事務所ペルラのマネージャーをしております、小野寺と申します。俺のマネジメントするモデルになってください！』

　小野寺さんは名刺を取り出しながら、今考えると珍しいくらい必死な表情で熱心に話をしてくれた。

　まさかモデル事務所からスカウトされるなんて思ってもいなかったので、なんで？　どうして？　こんな私でもいいの？と困惑のほうが強かったけれど、将来に悩んでいた時期ということもあり、新しい世界へ挑戦できる喜びを感じていた。

　けれど、それからなにか成長したわけでもなく、キラキラとした新しい世界でぬるま湯に浸かっていただけ。

　結局、就職活動に惨敗したあげく大学卒業も間近に迫り途方に暮れていた時、背中を押してくれたのはまたしても小野寺さんだった。

『このままモデルを続ければいい。お前の内定先は、ここだ』

　彼が私の頭の上に大きな手のひらを乗せて言ったその言葉に、目を見開いた。人生で初めてもらえた〝内定〟に、じわじわと胸が熱くなる。

　……まだ、やれる。この世界でもっと、もっと頑張ろう。

　そう決意して、今に至る。

　所属四年目の現在は、どうにもこうにもいかない状態ではあるものの、コマーシャルモデルになったこと自体はまったく後悔していない。小野寺さんには感謝こそすれ、売れなくて恨むなんて気持ちはこれっぽちもないのだ。

「本当に私の力量不足なので……。むしろ新人時代にあんなにお仕事をいただけたことが幸運だったんです。小野寺さんにはたくさんご迷惑をおかけしたと思います」

　私は「いつも、本当にありがとうございます」と小野寺さんに頭を下げた。

　彼は困ったような視線でこちらを見つめながら、緩く首を振る。

「いいや、俺の力不足だ。エテルニタの仕事は一緒に頑張ろうな」

「はい。よろしくお願いいたします。忘れないうちに、常盤社長から預かっていた名刺です」

　名刺入れから取り出した名刺を彼へ手渡す。

「確かに受け取った。お疲れ様」

「お疲れ様です。今日は送っていただき、ありがとうございました」

　車から降りて一礼する。

　小野寺さんが見送る中、私はマンションのエントランスに入った。
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　ゴールデンウィーク中はペルラで行われているレッスンもお休みのため、カフェでのアルバイトのシフトをいつも以上に入れることができた。

　今日は大型連休中といえど平日ということもあり、アルバイトから帰宅した夜遅くに、マネージャーの小野寺さんと電話で打ち合わせを行っていた。

　事前に小野寺さんから送られてきたメールに添付されていた資料を読むと、撮影期間は五月から六月にかけての約二ヶ月間。各種広告やテレビコマーシャル、エテルニタのウェブ上特設ページでのショートムービーなどの掲載期間は、七月中旬からの二クール、つまり六ヶ月間となっていた。

　また、花嫁衣装だけでなく、新郎新婦の打ち合わせシーンなどのために私服設定の撮影日が何日も指定されている。

「これは衣装がたくさん必要そうですが……新しい衣装を購入することになったりしますか!?」

　まさかこのまま、連休中のアルバイト代がゼロになるんじゃないかと戦慄する。

《いや。必要な衣装はエテルニタがすべて用意しているそうだ。安心していい》

　小野寺さんはそう言って、電話口でフッと笑った。

「そうですか、よかったです」

　ホッとしたのも束の間。こちら側の出費がゼロという仕事内容に、逆に少々不安になる。

　本当になにも持っていかなくていいの？　『衣装チェンジできない？　では琴石さんはここで撮影終了となります。お疲れ様でした』なんて言われない!?

　どうやら下っ端生活が長いせいで、ネガティブな方向の職業病が発症しているらしい。

《初日は俺も一日中現地の予定だ。琴石の自宅前まで迎えに行くから、朝五時半頃に下りてきてくれ》

「はい。わかりました」

　これで連休中の打ち合わせは終了となった。

　いつもだったら現地集合だし、多忙な小野寺さんはクライアントへ挨拶を終えると事務所へとんぼ返り。小野寺さんに他の仕事がある時は、最初からひとりで現場へ向かうことも多いし、他のマネージャーが担当として来る場合もある。それが今回は小野寺さんに送り迎えしてもらえる上、現場にずっといてもらえるのは心強い。私は改めて、胸を撫なで下ろした。




　大型連休明けの月曜日。今日はいよいよ第一回目の撮影だ。

　先月までは崖っぷちのお先真っ暗状態だったのに、広告が展開されているシーズン中は安定した収入を得られるモデルになる。シンデレラストーリーを予感させるチャンスに、今日まで毎日ワクワクが止まらなかった。

　時刻は現在、朝五時二十分。

　私は時計を見ると、はやる気持ちを抑えながらマンションのエントランスを出た。

　早朝の爽やかな日差しが心地いい。朝のジョギングをしている女性や出勤中のサラリーマンが歩道を通り過ぎていくのを眺めながら、小野寺さんの迎えを待つ。

　数分後、十日前に見たばかりの黒塗りの国産セダンが音もなく停車する。

「おはようございます、本日はよろしくお願いいたします」

「おはよう。今日は一緒に頑張ろうな」

「はいっ」

　小野寺さんの優しい言葉に、朝から笑顔があふれる。早速、助手席に乗り込んだ。




　撮影現場となるのは『エテルニタ銀座本店ビル』だ。今日の撮影シーンは、大きく分けて『オーダーリングのデザインを相談するシーン』、『新郎新婦が打ち合わせをするシーン』のふたつ。

　エテルニタ銀座本店ビルの一階には花嫁の憧れであるブライダルジュエリーショップが入っており、七月中旬にオープン予定の二階には、世界各国にあるエテルニタ・リゾートでの挙式をプランニングするブライダルサロンが既にオープンの準備を進めている。

　三階から五階には、国内外の精鋭デザイナーが集うエテルニタのドレス部門がプロデュースするオーダーウェディングドレスショップが、こちらも七月中旬にオープンすることになっている。

　まずは開店前にジュエリーショップで、オーダーリングのデザインを相談するシーンの撮影だ。

　マネージャーの小野寺さんと一緒に撮影現場へ入る。

　ディレクターへ挨拶をしていると、「琴石さんは先にフィッティングとメイクへ向かってください」と他のスタッフに三階へ案内された。

　まだオープンしていないウェディングドレスショップには、今日の撮影のために既に照明が点いている。

「この奥へ進んでください。フィッティングルームでヘアメイク担当者が準備しているので。終わったらすぐに一階へお願いします」

「わかりました」

　私が頭を下げるとスタッフは頷き、急いで一階へ引き返していく。

　広々としたアンティーク調のフロアにはトルソーやドレスラックが並び、さまざまな色のウェディングドレスがいくつも飾られていた。まるで異国のお姫様のクローゼットのようだ。

　私は美しいドレスの横を通り過ぎながら、ほぅっとため息をつく。

　フロアの奥に進んでいくと、フィッティングルームの扉を開きながら待っていてくれた女性がニコリと微笑んでくれた。

「おはようございます。本日のヘアメイクを担当させていただきます、富とみ田たです。どうぞこちらへ」

「おはようございます、琴石結衣と申します。本日はよろしくお願いいたします」

　私は早足で駆け寄り、フィッティングルームへ入室した。

　白を基調とした上品な内装。思わず陶酔してしまう広々とした室内の天井には、シャンデリアが吊つるされている。

　本来ならば未来の花嫁だけが使用できる特別な場所に、思わず気分が上がる。

　ウェディングドレスラックにはスタイリストによって厳選された、本日着用予定の衣装が既に用意されていた。私が購入できないようなハイブランドのワンピースやアンサンブルがいくつもかけられている。

　すごく素敵なデザインのものばかり！と頭が認識する前に、ふと現実に戻る。

　このレベルの衣装の持参を求められていたら、今頃の私は間違いなく破産していただろう。衣装があって本当によかった。

　早速、衣装を着る順番をシーンごとに確認しながら試着していく。

　その後、担当の富田さんにメイクを施してもらい、ヘアスタイルを整えてもらう。

　淡い色合いを使用したメイクと、長い髪を緩やかにヘアアイロンで巻いてからハーフアップにしたエレガントな髪型、そして白いブラウスとパステルカラーの膝丈フレアスカートという組み合わせは、以前のような〝気が強そうなお嬢様〟ではなく、クライアントに求められているような〝清せい楚そなお嬢さん〟に見えた。

　準備を終え、エレベーターを使って一階の撮影現場に下りる。

　撮影機材を最終調整しているスタッフたちの邪魔にならない場所に立って、自分の名前が呼ばれるのを待った。

　そういえば、新郎役は誰なんだろう？

　待っている間にシーンの絵コンテを確認しながら首を傾げる。周囲を見回してみるも新郎役らしき男性は来ていない。

　私が準備中に現場入りしたのかな？

　タキシードショップはこのビルの五階だったはず。きっと今は、そこにあるフィッティングルームを使用しているのだろう。後で挨拶しなきゃ。

　現場をひととおり見回して、私は再び絵コンテへ視線を戻した。

　それから程なくして、店内の奥にあるエレベーターからポーンと上品な到着音が鳴る。

「お待たせしました」

　エレベーターから出てきた人物に目を留めて、私は目を見開いた。

「新郎役の小野寺薫かおるです。よろしくお願いいたします」

　ネイビーのテーラードジャケットに淡いブルーのシャツを合わせた、とてもお洒落な私服姿風のマネージャーが、普段見たこともないような爽やかな笑みを浮かべる。

　その表情はまるで別人と言ってもいい。完璧なプロのモデルだ。

　小野寺さんが到着したのを認めたディレクターが頷くと、「おふたり揃そろったのでドライリハーサルいきます」とスタッフが声をあげる。

　ドライリハーサルとは、カメラを入れずに台本通りに動くリハーサルだ。モデルやスタッフは各々の位置関係などを確認したり、カメラや照明のスタッフは撮影機材を適切に調整したりする。

「行くぞ、琴石」

　彼はマネージャーをしている時よりも表情豊かに、晴れやかな表情を見せる。

「はい。でも、どうして小野寺さんが新郎役を？」

　私はビックリしたまま小野寺さんを見上げる。

「驚いたか？　琴石が飛び込んだ後の流れで、『新郎役のキャスティングが未定でしたら小野寺を使いませんか』と清水社長が俺を売り込んだらしい」

　俺だってまたモデルをやることになるとは思わなかった。

　そう言って、彼は少しだけ嬉しそうな表情で肩をすくめた。




　本番は絵コンテ通り、新郎新婦役のふたりが幸せそうに店内へ入るところから始まった。

　仲睦まじいふたりはそれぞれの想いを馳はせながら、ダイヤモンドのジュエリーが輝くショーケースを眺める。ショーケースには、婚約指輪や結婚指輪の他にも、ネックレスにイヤリング、そしてため息がこぼれるほど綺麗なティアラが飾られていた。

『〝永遠〟を誓うエテルニタカラー』というフレーズで有名な、エメラルドとダイヤモンドの組み合わせが煌びやかなシリーズもある。

　世界四大宝石に数えられるエメラルドだが、結晶生成時にひび割れたり傷が付いたりしやすく、内包物も多いと言われている。

　エテルニタは、そのようなエメラルドの世界において入手困難である傷や内包物がほぼない、希少な天然エメラルドを使用しているそうだ。その透明度が高く新緑のように深みのあるグリーンとダイヤモンドの組み合わせには、誰もを虜にするような荘厳な美しさがあった。

　こちらはエンゲージリングをオーダーメイドするだけで数百万円を超えるので、お値段もデザインも一般的とは言えない。このシリーズのブライダルジュエリーを購入する人がいるとしたら、きっとかなりのお金持ちだ。

　小野寺さんが私の肩をそっと抱き寄せる。ふたりで目を見合わせると、照れくさそうに笑い合った。

　宝石の美しさに心から感動していたため、表情も動きもよかったのだろう。撮影はスムーズに終わった。

　次は、気に入ったデザインの指輪を試着したりオーダー内容を打ち合わせするシーンに移る。

　木製のセンターテーブルの上にスエード調のリングトレイが置かれる。コンシェルジュの女性と新郎新婦役の三人でテーブルを囲み、ソファに着席したらスタンバイ完了だ。

　リングトレイの中には、石座に一粒ダイヤモンドをセットした『ソリティア』、アームに小粒のメレダイヤが敷き詰められた『パヴェ』など、さまざまなデザインのリングが並んでいる。

　ここではムービーよりもスチール撮影が中心となった。

「新郎新婦の間にある信頼感や幸福感を演出してください。画面の上からでも感じ取れるように、ふたりの愛情を視覚化していく感じでお願いします」

　ディレクターのオーダーに、小野寺さんと私はふたりの未来を語らうような笑顔を浮かべ合う。

　コンシェルジュの女性は指輪を傷つけないようにマイクロファイバー製の白い手袋を着用すると、ダイヤモンドが輝くエンゲージリングを手に取った。私の手をすくい上げ、薬指へそっと指輪を滑らせる。

　いつもは指輪をしない薬指にそれがはまった瞬間、不思議な高揚感に包まれた。ただ婚約指輪を試着しただけなのに、多幸感があふれてくる。

　その後は自然な打ち合わせシーンになるように、コンシェルジュと三人でダイヤモンドにまつわる話をした。

　エテルニタではダイヤモンドのカットやランクに非常にこだわっており、小さなメレダイヤでも最高ランクの品質を使用するそうだ。

　実際のお客様はこのタイミングで好みのデザインを伝え、ダイヤモンドのカラット数・アームの素材・予算などを話し合うことになる。

　その内容をもとに、デザイナーが〝世界にたったひとつだけのブライダルジュエリー〟をデザインしていく。他店舗や海外に希望デザイナーがいる場合も、コンシェルジュを通して依頼することが可能だ。

　デザイナーの女性と店舗で直接打ち合わせを行うシーンでは、数枚のデザイン画がテーブルに並べられた。スーツ姿の彼女の耳や指には、エテルニタのものらしいジュエリーが上品に輝いている。自らデザインしてオーダーした、思い出の品だそうだ。

　途中まで仕上げられているデザイン画に、彼女は見事なタッチで加筆していく。

　すると紙と鉛筆でできた世界の中に、美しいエンゲージリングが浮かび上がる。センターストーンのダイヤモンドを中心に、小粒のダイヤモンドがキラキラと輝く様子がすぐにイメージできた。

「すごいですね、本物みたい」

「ありがとうございます。このデザインは『メレ』と言うんですよ」

　私が感想をもらすと、彼女がデザイン画から顔を上げた。

　一粒ダイヤの左右に小さなメレダイヤが輝いている。シンプルだがフェミニンなメレはダイヤモンドの配置次第で多数のアレンジが利くので、人気のデザインなのだそうだ。

　繊細で柔らかな黒線が白い画用紙の上で踊る様子を、私は夢中で眺める。

「こんな婚約指輪が好みなのか？」

　指輪を指差し、小野寺さんがふんわりと優しげな笑みを浮かべながらこちらを見た。

「どんなデザインでも女性にとって〝婚約指輪〟は憧れですよ。こっちのデザインも好きです」

　私はテーブルに広げられた他のデザイン画を手に取る。

「そちらは『ソリティア』という婚約指輪の代表的なデザインで、リングの真ん中にダイヤモンドが一粒だけ施されているのが特徴です。高い爪で固定することで、ダイヤモンドを一番美しく魅せてくれるので、こちらを選ぶ女性は非常に多いんですよ」

　デザイナーの説明に、なるほどと頷く。

「そうなんですね。婚約指輪の王道って感じで憧れちゃいます」

　いつかは私も恋した男性と両想いになって、こんな婚約指輪を贈られてみたいものだ。

「琴石さんはお付き合いされている方とか、いらっしゃるんですか？」

　微笑みを浮かべながら次の話題を振ってくれた彼女に、私は小さく首を振る。

「残念ながら、恋人はいないです」

　内気な性格だったため小さな頃から男の子が苦手だった私は、学生時代の間、似たような性格の女の子グループで固まって過ごしていた。そのため恋愛とはまるで縁がなく、好きな人もできなかった。

　だからこそ恋愛は未知の領域。いつかは私も誰かに恋をしてみたいという気持ちがあるものの、どうやって恋をすればいいのかわからないでいる。

「もしかしてモデルさんだから、恋愛とか厳しいんですか？」

「事務所の規定もあるんですが……事務所に入る以前も男性とお付き合いしたことがなくて。婚約指輪までの道のりは遠そうです」

　正直に苦笑いを浮かべてしまい、慌てて撮影用の顔に戻す。

「それじゃあ小野寺さんも、今はお付き合いをされていらっしゃらないんですか？」

「私は本来マネージャーをやっているので事務所規定は当てはまらないんですが、今は自分のマネジメントするモデルを一人前にするのが先ですね。彼女には逃げられないようにしないと」

　そう言って、小野寺さんが私の手を握った。

「わ～っ。なんだかおふたりって、お似合いだと思います。こんなに可愛くて美人な女性を放っておくなんてダメですよ」

　秘密のカップル成立ですね、と冗談めかして言うデザイナーに、小野寺さんが「そうですね」なんて楽しそうな笑みを浮かべる。

「小野寺さんがお相手なんて恐れ多いですよ」

　恋愛経験のない私はこのやりとりにどう答えていいのかわからず、困惑したまま曖昧な笑みを浮かべるにとどめた。




　今回の撮影では音声不要なのでセリフなどはない。出来上がったムービーには、プロのナレーションが入ることになっている。なのでモデルは予あらかじめ広告用に決定されている絵コンテの内容に合わせて、必要なシーンを大切に演じていくだけだ。

　別の角度から同じシーンを撮った後、カットの声が入った。

「いい感じですね。結婚を決めたふたりの初々しい感じが出ていてよく撮れてます。琴石さんの表情も、とても魅力的です」

「ありがとうございます」

　ディレクターの言葉に、へにゃりと微笑みがあふれる。

　緊張せずに演じられてよかった。これも、コンシェルジュやデザイナーの女性たちの素敵な話術のおかげだ。ふたりは会話だけで、自然な空気感を引き出してくれる。きっと今までたくさんの新郎新婦さんを幸せに導いてきたのだろう。

　もちろん、新郎役が信頼できる小野寺さんということもある。初対面の人とは打ち解けるまでに時間がかかってしまう私も、小野寺さんと一緒なら演技に集中することができた。

　その後、何度か表現やカメラアングルを変えた撮り直しのためにリテイクを重ね、そのたびに撮影チームが数分ほどの映像のチェックに入った。私と小野寺さんも彼らの背後で、モニターをチェックしながら自分たちの演技を確かめる。

　スタッフからやっと「チェックオーケー」の声がかかると、打ち合わせ第一回目シーンの撮影が終了した。

「次のシーンは別日の設定になりますので、新郎新婦役のおふたりは衣装と髪型のチェンジをお願いします」

　新郎新婦役の私たちは休憩と衣装チェンジのために、各々のフィッティングルーム兼休憩室へいったん戻ることとなった。

　ヘアメイクの富田さんが、メイクの色味を足して顔色をさらに幸せそうな雰囲気へと変化させたり、髪型を緩く編み込んだポニーテールへとアレンジし直してくれる。

　別日に見えるように衣装を上品なＡラインワンピースへ着替えた後、撮影再開だ。

　既に出来上がっている、新郎新婦がオーダーした設定のエンゲージリングを試着する。先ほどデザイナーが描いていたデザインで製作された、プラチナアームのメレだ。

　指輪のサイズを事前に事務所が提出していたのか、前回のデータがエテルニタに残っていたのか、そのエンゲージリングは驚くほど私の薬指にピッタリだった。

　同じように、マリッジリングのパターンも撮り終える。

　そちらのデザインはプラチナとゴールドのアームに、メレダイヤを敷き詰めたものだった。アームの内側には、『幸福』や『喜び』、そして『新たな始まり』という宝石言葉を持つエメラルドが埋め込まれている。その純粋で深い緑の色合いは、これから始まる長い日常生活の中でも、結婚までの時間を思い出させてくれるように感じた。

　こうして、開店前の時間内で無事に本日分の撮影を終えることができた。




　次は、二階のブライダルサロンでプランナーとの打ち合わせシーンへ移ることになった。

　カウンターでプランナーの女性と談笑しながら、ハワイのエテルニタ・ワイキキビーチ・リゾートに建設された新しいチャペルのお話や提供プランの内容を伺う。

　エテルニタがトータルプロデュースするウェディングは、モデルプランを選ぶこともできるが、新郎新婦の希望する装飾から演出などを制限なくすべて叶えてくれるらしい。もちろん、それ相応のお値段になる。

　小野寺さんと見積もり表を見ながら、私は内心『すごく高い！』とその料金に悲鳴をあげる。けれど小野寺さんはその費用を妥当だと理解しているのか、驚いた様子もなく見積もり表を楽しそうに見ていた。

「なんだか不思議な気分になるな。仕事と言えど、琴石とブライダルサロンでこうして並んで座るなんて」

　小野寺さんは眉を寄せ、困ったような顔をして私の髪を自然な手つきで撫でた。

　ええっ、何事!?　……演技、だよね？

　小野寺さんの瞳の奥をうかがうようにそろりと彼を見つめ返した、その時。

「撮影、いったん中断して」

　ディレクターではない男性の声があがった。

　声のした方へ顔を向けると、そこには、エテルニタの代表取締役社長――常盤慧さんが、私を冷めたような目で眺めながら立っていた。

　亜麻色の髪に、ブリティッシュスタイルのスリーピーススーツ。胸元には華やかなゴールドのアスコットタイを合わせており、長い足の先で磨き上げられたロングノーズの革靴が存在感を示している。

　王子様のような甘い美貌は今日も健在。けれどその顔は、なぜだか不愉快そうに歪ゆがんでいる。

　長身の彼が壁際に背をもたれかけ腕を組んで不機嫌そうにしている様子は、素晴らしく絵になっていた。私は一瞬でそんな常盤社長に目を奪われ……、ハッと弾かれたように椅子から立ち上がると、慌ててその場で腰を折って頭を下げた。

「おはようございます！　先日は本当にありがとうございました」

「おはよう、琴石さん」

　常盤社長は形のいい口角をキュッと上げた。

「撮影を見ていたけど――」

　優しげな声音でそう言葉を切った彼は、琥珀を溶かしたような瞳を細めて美しい微笑みを浮かべる。

　私は、『常盤社長に褒めてもらえるかも……』と期待感でいっぱいになる。しかし、次の瞬間。

　まるで琴石結衣というモデルに興味を失ったかのように、彼の眼の奥は笑っていなかった。

「君の表情、僕はいいとは思えない。僕のイメージするエテルニタの花嫁とは全然違うんだよね。〝幸せそう〟なエネルギーが感じられないっていうか」

　常盤社長の指摘に、現場の緊張感が一気に張り詰める。

　冷めきった声音と視線に、私は頭から冷たい水を被ったような気持ちになった。

「ウェディングに対する期待や不安、喜びや気恥ずかしさを、もっと愛情深く表現できないの？　今の君にはまったく感動できない」

　彼は苛立ちを抑えるように亜麻色の髪をかき上げた。もたれていた壁から背を離すと、こちらへゆっくりと歩み寄る。

　彼が長い足をさばくたびに、革靴の音がコツコツと響く。誰もが口をつぐみ物音を立てないようにしている空間の中で、小さなはずのその音だけがいやに耳についた。

　常盤社長は私の目の前まで迫ると、誰もがうっとりするような蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべる。そして私の耳元へ唇を寄せ……。

「君の実力ってその程度？　なんだか、がっかりしたよ」

　長い睫毛の下で、冷え冷えとした眼を細めた。

　凍てつくような彼の視線に、心臓が掴つかまれたように感じて、ひゅうっと喉が詰まる。

　突然飛び込んできたような私に仕事を与え、『期待しているよ』と言ってくれた王子様を、こんなにも失望させてしまうなんて。

「わっ、私、まだ、やれます。もっと頑張れます！」

　この人だけは失望させたくない。そう思って慌てて言い繕うも、常盤社長は軽く握った指先で口元を隠しながらクスリと失笑した。

　現場の空気が困惑に包まれる中、ディレクターが「いったん撮影を中断します。新郎新婦役のおふたりは休憩室へ行ってください」と指示を出した。

「常盤社長、こちらへお願いいたします。もう一度イメージの擦り合わせをさせてください」

　ディレクターが常盤社長を撮影機材の方へ誘導する。

　途端に、スタッフたちは魔法が解けたかのごとく慌ただしく動きだした。ヘアメイクの富田さんがやってきて、私の背中へ手を添えるようにして撮影現場を出る。そのままフィッティングルームへ案内してくれた。

　彼女は私を椅子に座るように促すと、「大丈夫ですよ。素敵に撮れてましたから」と慰めの言葉をかけてくれる。

　私はそれに、「ありがとうございます」と元気に返したつもりだった。しかし鏡には、感情が抜け落ちたような真顔の自分が映っていた。

「今のうちにお手洗いへ行かれませんか？　休憩時間もあと十五分あるそうです。気分転換に一階のジュエリーショップへ下りられても大丈夫ですよ」

　彼女は、「キラキラのジュエリーを見て癒されてきてください」と向日葵ひまわりのような笑顔を浮かべてくれる。

「お気遣いありがとうございます。それじゃあ、ちょっと行ってきますね」

　その気遣いに背中を押され、私はフィッティングルームを後にした。

　通路を歩き、まずはお手洗いへ向かう。ちらりと見えたフロアにある美しいドレスが、今は色いろ褪あせて見えた。




「はあぁ……」

　冷たい水で手を洗いながらため息をつく。広い鏡に映る自分は、幸福感なんてごっそり抜け落ちてしまった青白い顔をしていた。

『ウェディングに対する期待や不安、喜びや気恥ずかしさをもっと愛情深く表現できないの？　今の君にはまったく感動できない』

『君の実力ってその程度？　なんだか、がっかりしたよ』

　脳裏に、常盤社長の冷めきった声が蘇よみがえった。

　褒めてもらえるかもなんて期待した自分が恥ずかしい。

　鏡を眺めながら、隣に並ぶ新郎役の小野寺さんをイメージし、感情を乗せて笑顔を浮かべてみる。

　確かに、常盤社長の言う通り。私の表情や体にまとう雰囲気からは、愛情深い〝幸せそう〟なエネルギーはまったく滲にじみ出ていない。きっと恋愛未経験の私には、恋人同士の間に流れる〝愛情〟という感情への理解が圧倒的に足りていないのだろう。

　ブライダルの撮影で一番大切で必要なものが欠けているなんて。常盤社長にああ言われても仕方ないよね……。

　反省と自己分析をしながら、お手洗いを出て廊下を歩く。

　……一度、気分転換をして切り替えよう。ジュエリーを見たら、違う種類にしろ幸福感が芽生えるはずだ。

　そう思って、一階のショップへ行くためエレベーターへ向かおうとした時。

「――ですから社長」

　受付の方から、聞き覚えのある特徴的な話し声が聞こえてきた。喉の裏から出ているんじゃないかと思うような猫なで声は、ペルラの女性マネージャーの声によく似ている。

「恋を知らない琴石結衣にはまだ早いと思うんです」

　その言葉にドキリとして、思わず歩みが止まる。

　受付を通り過ぎなければエレベーターには乗れない。けれど、自分のことを話されている時に横切るなんて気まずすぎる。それになにやら雲行きが怪しい。

　もしかしなくても、私、このまま降ろされちゃうの？

　恐怖に身をすくめる。私はフロアに飾られているウェディングドレスの陰に隠れながら、そっと受付の方をうかがった。

　案の定、受付前にあるソファには、ペルラのマネージャーである芹沢さんが座っていた。私のマネージャーだった小野寺さんが新郎役として仕事をしているので、彼女は代理マネージャーとして後からやってきたのだろう。

　年齢は四十代半ばくらいだろうか。キャメルのタイトなスーツを身にまとった、気が強そうな印象の彼女は、まさに〝お局様〟という言葉がふさわしい女性マネージャーで、彼女がスカウトしたモデルは有名になる子が多い。野球選手と結婚して最近世間を騒がせていた美人アナウンサーをこの世界へ最初にスカウトしたのも、芹沢さんだった。

　有名じゃない子でも彼女が手がけるモデルは仕事がとっても多いので、マネージャーとしては凄腕なのだろうと思う。ただ、担当外のモデルにはかなり厳しめだった。

　けれど事実、彼女のマネジメントしたモデルはオーディションで勝ち残って大企業のコマーシャルについたり、ドラマに出るようになったりとどんどん上に登りつめていくので、他者に厳しくする理由もなんとなくわかる。

「琴石にはこの役柄は荷が重いのかもしれません」

　その凄腕マネージャーがそう訴えた相手は、あろうことか常盤社長だった。

　テーブル越しに芹沢さんと向かい合って座っている常盤社長は、「そうなんですか」と神妙な声音で相あい槌づちを打つ。

「このまま撮影が先へ進めば、もっと大変になることは目に見えています」

　芹沢さんはこちらに背中を向けてソファに座っているので、その表情は見えない。しかし語気の強さに、彼女が相当怒っていることがうかがい知れる。

「彼女を降ろして他のモデルに変更したほうがいいでしょう。彼女のあの表現では、ブライダルサロンへ友人と一緒に来ているような作品になってしまいます。うちとしても、これは望んでいない事態です」

　心臓がドクンと嫌な脈を打った。

「うちには琴石結衣よりも素晴らしいモデルが多く在籍しています。そうですね……彼女の代役には、ペルラで今最も推しているモデル、媛乃はいかがですか？　彼女の表現力なら素晴らしい作品になるはずです」

　媛乃ちゃんの名前が出てきて、芹沢さんは彼女の担当マネージャーだったことを思い出した。芹沢さんの意見は、ペルラ内で絶対的な権限を持つ。

　……この先、どうなってしまうんだろう。

　ドクン、ドクンと鳴り続ける鼓動が、体中に悪い予感を駆け巡らせる。

　すると、ソファに座っている常盤社長が流れるような動作で左手の指先を顎にかけ、考え込むような仕草をした。その様子は、まるで国を憂う王子様のようだ。

「なるほど。確かにそうですね。表現力が豊かであることに超したことはない」

　そう言った彼の表情は、私の前で見せた冷めたものではなく、ただただ甘く蠱惑的な王子様の顔つきだった。

　不意に、常盤社長はこちらのほうへチラリと視線を向けた。

　私はビクッと肩を揺らす。一応目礼してみるも、フイッと視線を逸らされた。

　視線が合ったように思ったけど、気のせいだったのだろうか？

　常盤社長は何事もなかったかのように、彼の正面に座る芹沢さんへ王子様然として微笑んだ。

「代役の件、考えてみましょう。返事はまた後日」

　そうして、まるでなにかを企むように彼の唇がひっそりと弧を描く。

　ど、どうしよう……！

　私はその場から逃げるようにくるりと方向転換すると、音もなくフロアを疾走した。

　近くにあった使用されていないフィッティングルームに、慌てて飛び込む。

　ドアを閉めるのも忘れて壁際にへたり込んだ。

　このままじゃ、せっかく常盤社長からもらえた仕事が媛乃ちゃんのものになっちゃう。媛乃ちゃんはすごくいい子だけど……。

「このお仕事だけは、渡したく、ないなぁ」

　ポツリと呟いた声がフィッティングルームに溶けていく。

　シンデレラストーリーは、私ではなく媛乃ちゃんに用意されていたのかな。もしこの仕事にしがみついたら、私はシンデレラの悪い義姉になってしまうのだろうか。

　ぼんやりと、純白の天井を見つめる。

　天井から下げられたシャンデリアは、舞踏会の後のように寂しく感じられた。その時……。

「〝恋を知らない琴石結衣にはまだ早い〟、だってさ」

　無音の室内で突如響いた声にハッとする。振り向けば、腕を組んだ常盤社長がドア枠に寄りかかるようにして立っていた。

　私は慌てて、ぎこちなく立ち上がる。

　常盤社長は冷淡な顔つきのまま、私の頭のてっぺんから爪先までゆっくりと視線を動かした。まったく興味のないものを切り捨てるために観察しているかのような、温度のない冷血な視線に、体温はさらに冷えていく。

「君には臨場感が欠けてるんだよね。本物より本物らしく。そうしないと、お客様はどうやって君たちの〝幸福感〟を媒体から感じ取って、共感したらいいのかわからない」

　常盤社長は、革靴の音を立てながら私に近寄る。そして先ほどまでの冷血な表情を崩すと……。

　王子様のような美貌に、緩やかに甘美な微笑みを浮かべた。

「言ってる意味は、わかるかな？」

　私の髪を柔らかく撫でながら、琥珀を煮詰めたような瞳をうっとりと細める。

　鞭むちから飴あめに変わった王子様の表情に、私は役を降ろされるかもしれない状況にも関わらず、きゅうっと胸が締めつけられた。

「先ほどの話。琴石さんにも聞こえていたと思うけど、君の事務所側からは代役を推されてる」

「……はい」

　彼の言葉が心に重くのしかかり、私は目を伏せた。

　でも。……それでも私は降りたくない。

　今回こそは限界まで挑戦して、できれば最後までやり遂げたい。そして、私を選んでくれた彼を後悔させたりしたくない。この人だけは、絶対に失望させたくない。

　シンデレラじゃなかったのなら、もう悪い義姉でも構わない！

「次のシーンではもっといい表情をしてみせます。だから……！」

　言い募った私の両頬へ、常盤社長が手のひらを優しく滑らせた。

　背の高い彼に見下ろされるようにして瞳をのぞきこまれる。吐息まで聞こえてきそうな至近距離が苦しい。

「……辞めたくない？」

　常盤社長の唇が蠱惑的に開き、甘い響きを持って言葉を紡いだ。

「はい。絶対に辞めたくないです」

　緊張や困惑、それに胸を締めつけるようなトキメキやドキドキがぐちゃぐちゃに混じり合って、自分の感情が今どこにあるのかわからない。

　私はキュッと下唇を噛かみしめてそれを制すると、決心と共に常盤社長を見上げた。

「お願いします。私に続けさせてください」

　彼の目をまっすぐに見ながら懇願する。瞳が熱くて、今にも泣きだしてしまいそうだった。

「うーん。どうしようかな……」

　常盤社長は指先でわざとらしく私の輪郭をなぞり、悪いことでも企むような微笑みを浮かべる。その視線と指先の動きに、ふるりと体が震えた。

　キスでもしてしまいそうな距離の中、彼はこちらを見つめたまま沈黙する。そして、熱のこもった瞳をもったいぶるようにゆっくりと細めながら、私の耳元にそっと唇を寄せた。

「……いいよ、君にあげる」

　甘く低い声音で囁ささやかれ、ゾクゾクした。

「ひゃっ、あの、えっと」

　耳元を押さえながら常盤社長を見上げると、彼は邪気のない顔でニコリとした。

「花嫁役は君のものだ」

　その言葉に私は一瞬で舞い上がる。

　彼は柔らかな手つきで私の体を解放すると、フィッティングルーム内を奥へ進んでいく。その背中に私は勢いよく頭を下げた。

「本当に……本当にありがとうございます！」

「うん。その代わり、ここにサインしてくれるかな？」

　常盤社長はテーブルの上にあった備え付けのメモ帳を手に取る。そこから白紙を一枚破ると、テーブルの上に置いた。

　私は彼の斜め後ろからのぞき込む。

　白く厚い高級紙。四方には可か憐れんな花々を空押しした、花嫁の門出を祝うようなデザインが施されている。その下部には金色の流麗な書体で【Eternita】と箔はく押おしされていた。

　常盤社長はスーツの胸ポケットから万年筆を手に取り、左手に握る。

　左利きなんだ……。そう思って眺めていると、彼は伸びやかでありながら神経質そうな綺麗な文字を書きつけた。

「……独占契約、誓約書？」

　黒いインクが白紙に吸い込まれるように、じわりと乾いていく。

　花嫁のために用意された気品のある白紙には、まったく結婚に関することではない不穏な響きの文字が記されていた。

「独占契約っていうのは通常、同業他社のオファーが制限されるわけだけど。本件の独占契約は君の契約続行を許可する代わりに、今後一年間、君はうち以外の全オファーをいっさい受けられなくなる」

「えっ!?　そんな……！」

　すべてのオファーを受けられないという言葉に困惑する。

「僕にとってエテルニタはとても大切なものなんだ。それを世界へ発信する媒体が、僕の意図から離れることは許せない。だから改めて君と僕の間で個人的な雇用契約を結ぶことで、いろいろと解決しようと思う」

　日本で今一番花嫁に選ばれているブライダルジュエリーブランドは、世界各国のホテル・エテルニタと提携したウェディングのトータルプロデュースで、世界一有名なブライダルジュエリーブランドの地位を揺るぎないものにしようとしている。

　だから、常盤社長が主張していることは至極当然のことのように聞こえた。

「君は、僕の意図を完璧に表現するため、僕に従って、僕の特別授業を受けること。この条件で契約を結び直そう。いいよね」

　彼は至極当然のように、自信たっぷりに言い放った。

「……は、い」

　私は困惑を飲み込む。

　実際、今回受け取ることができる莫ばく大だいなギャランティーを考えれば、一年間他社の依頼を受けられなくても十分贅ぜい沢たくな暮らしができる。しかも、長期間エテルニタの顔として広告が掲載されれば、来年は多方面から新規オファーが舞い込んでくるはずだ。

　今後は両親にプレゼントを贈ったり、旅行へ連れていったり、たくさん親孝行ができるかもしれない。それなら、この独占契約は美味しい話でしかない。

「じゃあ契約内容はこれで」

　テーブルの上に万年筆がコトリと置かれた音がした。

　私が考えを巡らせているうちに、常盤社長は白紙だった〝独占契約誓約書〟へ誓約内容の詳細を書き込んでいたらしい。

「……拝見いたします」

　数多の花々の空押しに彩られた誓約書を受け取る。

【エテルニタ・ホテル＆リゾート取締役、Eternita代表取締役社長・常盤慧殿

　私は貴社とのオール媒体長期雇用契約を続行するため、常盤慧殿と個人的な独占契約を交わし、以下の事柄を遵守することを誓います。】

　そんな誓約文から始まっている内容に、私は目を通していった。

【記

　（一）今後一年間、エテルニタ以外の全オファーをいっさい受けません。

　（二）常盤慧殿に従って、あらゆる特別授業をすべて受けます。

　（三）常盤慧殿の婚約者として同居し、契約期間内を過ごします。】

　誓約内容を心の中で読み上げながら、まぶたがどんどん見開かれていく。

「なっ！　どういうことですか!?　婚約者として同居するって……」

「そのままの意味だけど？　君の私生活も、婚約者として僕が独占させてもらう」

　誓約書を持ったまま掴みかかるような勢いで詰め寄った私に、彼は飄ひょう々ひょうと顔色も変えずに言った。

「君をこの企画に採用するにあたって、〝婚約している女性〟としての表現力をつけてもらわないとね。正直に言わせてもらうけど、君の恋愛感情に関する表現力って最悪だよ？」

　常盤社長は滑稽なものでも眺めるように顔を歪める。

「そ、それは……」

　羞恥心と悔しさで、一気に顔が熱くなるのを感じた。

　でも、だからって同居までしなくても！　なんて反論したいけれど、降ろす予定だった私を続投すると言ってくれているのだから、彼の提示した条件に反論できる権利はない。

「もちろん、これは独占契約の一部だから。ペルラから支払われる広告のギャランティーの他に、僕個人から毎月の給料を君に支払うよ」

　そう言って、彼は呆あきれたような表情で私の顎に指先をかけた。

「ねえ、琴石さん。わかっていると思うけど、今のエテルニタは日本国内だけでなく、世界有数のジュエリーブランドとして名を轟かせる存在へ昇華しようとしているところなんだ。超一流ホテルの御曹司がプロデュースしている、超一流のブランドとしてね」

　常盤社長は熱くとろけるような視線で私を見つめる。

「その看板を背負うのは簡単なことじゃない。君が『欲しい』と言った仕事は、〝そういう〟仕事なんだよ」

　そして多くの女性を虜にしてきたような蠱惑的な表情を浮かべ、逞たくましい腕で私の体を強引に彼の方へと引き寄せた。

「君が僕の婚約者として過ごす契約期間は撮影期間中の二ヶ月。君の表現力の向上次第では短くしてもいい。……でも、僕が『契約終了』と言うまでは君を離さない。せっかくだから、僕の婚約者としてもひと肌脱いでもらおうかな。確か君は、なんでもするんだったよね？」

　獰どう猛もうな百獣の王のような双そう眸ぼうが、鋭く細められる。彼の高圧的な姿勢に、まったく逆らえる気がしなかった。

「……っ！　は、い。もちろん、です」

　あの時、お先真っ暗な窮地から救ってくれた常盤社長に忠誠を誓ったのは、嘘ではない。彼の成功のためなら、どんな無理難題を指示されてもやり遂げてみせるという意思は、今もまったく揺らいでいない。

「従順な子は嫌いじゃないよ」

　私の返事を聞いて、まるで獲物を捕食するように熱を帯びた彼の瞳に、羞恥心で体が熱くなるのを感じた。

「それじゃあ約束通り、誓約書に君がサインと捺なつ印いんをしたら君は正真正銘、エテルニタの花嫁だ」

「わかり、ました。印鑑を、取ってきます」

　常盤社長の腕の中から解放された私は、ふらりとその部屋を出る。

　どうしよう、どうしよう、どうしよう……！

　常盤社長はいつも穏やかで優しくて、優雅な立ち居振る舞いの王子様だと思っていたのに。まさかこんな、高圧的で意地悪な王様みたいな人だったなんて。

　婚約者とか、どどど同居とか！　もう意味がわからない。本当にどうしたらいいの……!?

　そんな考えばかりが脳内を占拠していて、ぐるぐると目が回りそうだった。




　自分にあてがわれたフィッティングルームへ戻ると、ノックもせずに扉を開いた。

「あっ、琴石さん」

「わああ！　は、はい」

　人がいることに気がつかなかった私はビクッと大きく肩を揺らした。

　フィッティングルームの中で、私を待っていてくれたらしい富田さんが不思議そうに首を傾げる。

「休憩終了まであと五分です」

「わ、わかりました！　すぐに戻ります」

　急いで笑顔を貼りつけて、慌てふためきながら自らのバッグを漁り、お目当てのポーチを取り出した。

　モデルになってから、『仕事の依頼がいつでも舞い込みますように』という願掛けで常に持ち歩くようにしていた印鑑が、まさか事務所以外の場所で使用されることになるとは。

　震える足を叱しっ咤たしながら、急いで常盤社長のいる部屋へ戻る。

　腕を組み長い足を投げ出しながら壁に寄りかかって立っていた彼は、妖艶な笑みを深めた。

　私は震える手で常盤社長の万年筆を手に取り、【琴石結衣】とサインをする。そして自ら書き記した署名の横に、捺印した。

　これをもって私とエテルニタのオール媒体長期契約の続行が決定し、〝常盤社長の婚約者として彼と過ごす〟という新たな契約が結ばれた。

　常盤社長は口元に微かに笑みを浮かべながら、大きな掌でテーブルの上から誓約書を拾い上げる。まるで大切なものを預かるような表情で、誓約書をジャケットの内側へとしまい込んだ。

「これで君と僕の契約は成立だ。今夜、撮影終了後に迎えに来るから。また後でね、結衣」

　いきなり下の名前で呼んだ彼は、私の顎へ長い指先をかけて持ち上げると……。

　私の唇へ、キスを落とした。

　ふわりと彼の香水の艶やかな香りが鼻腔をくすぐる。

　突然の出来事に、私は驚きで目を見開いたまま動けなかった。

「……可愛い顔。これで今日の君は完璧なはずだ」

　彼は甘く低い声音で囁き、悪いた戯ずらっぽく微笑むと、ひらひらと片手を振りながら部屋を出ていく。

　かぁああっと全身が熱くなる。心臓がドキドキとうるさい。

「い、今のって……」

　人生初めてのキスの感覚が残る唇へ、無意識に指先が触れる。

　ウェディングドレス試着用の大きな全身鏡の向こうには、これ以上にないほど顔を真っ赤にした私が涙目で立ち尽くしていた。

　唐突にキス、なんて。なんで？　意味わからない……！

　火ほ照てった顔を隠すように、急いで両手のひらで頬を押さえる。

　すると、先ほど常盤社長が出ていったばかりのドアが、ガチャリと音を立てて開いた。

　常盤社長が戻ってきたのかと思い、涙目のまま顔を上げる。

「こんなところにいたのか。そろそろ撮影再開だ。準備は――」

　しかし予想していた相手ではなく、小野寺さんが室内をのぞき込んだ。

　私と目が合うと、その目を大きく見開く。彼は切なく苦しそうな表情で顔をしかめ、シャツの心臓の辺りを鷲わし掴づかんだ。

　私の頭の中は、なんでここに小野寺さんが!?という驚きでいっぱいだった。

　未だかつてないほど真っ赤になった顔を誰かに見られるなんて……！

　羞恥心に駆られすぐに顔を伏せた。

「あっ、その、準備、大丈夫です！　今、行きますので」

　もごもごと返事をしながら、テーブルの上に置きっぱなしになっていた印鑑の入ったポーチを掴み背中に隠す。それからヒールが滑るのもお構いなしに、走って小野寺さんの横をすり抜けた。

「おい、琴石！」

　ドキドキと鼓動が耳の中で反響してなにも聞こえない。私は慌てふためきながら、この不思議な空気が蔓まん延えんする部屋から逃げ出した。
















第三章　意地悪な彼と甘美なる朝













　あれから常盤社長は仕事に戻ったようで、私が撮影現場にスタンバイした時には既にブライダルサロンにはいなかった。

　その後、ディレクターからの大きなダメ出しはなく、むしろ『表情がまるで違いますね。かなりよくなってますよ！』と褒められた。

　この広告が素晴らしい作品になるように頑張って演じているので、褒められれば素直に嬉しい。けれど、私はその原因を思い出して、言いようのない困惑と羞恥心に駆られた。

　……脳裏に焼きついた、あの甘くとろけるような視線が忘れられない。

　常盤社長のキスの感触が残っている唇へ意識が向かうと、いてもたってもいられないくらい胸がぎゅうっと締めつけられた。

　本日分の撮影を終えると、衣装から私服に着替える。

「お疲れ様でした」

　今日一日とてもお世話になった富田さんに挨拶をしてフィッティングルームを出た時には、時刻は既に夕方だった。通りに面しているショーウィンドウから夕陽が射し込んでいる。

　絵コンテや台本の入ったバッグを片手にフロアを歩いていくと、受付のソファには、長い足を組んで座る常盤社長がいた。仕事の電話だろうか。スマホを耳に当て、美しいクイーンズイングリッシュをしゃべっている。

　亜麻色の髪に揺らめくように夕焼け色が反射し、まるで海外ドラマのワンシーンのように絵になっていた。

　誓約書にサインはしたものの、まさか本当に常盤社長自ら迎えに来るなんて。あの独占契約はやっぱり現実だったんだ……。

　これから始まるであろう意地悪な王子様との生活を考えて、ひっそりと身構える。トクリとときめくような鼓動には、知らないフリをした。

　彼は私が来たのを認めると視線をこちらへ向けた。

　流りゅう暢ちょうな英語を操り電話の相手に別れの挨拶を告げると、長い睫毛を伏せながら電話を切る。そして、まるで眩しい光でも見るように、私に向かって柔らかく目を細めた。

「お帰り、結衣」

　突然向けられた甘い表情と本来ならば私が言われるはずのない言葉に、不覚にもぐっと胸が詰まる。ドキドキと鼓動が激しくなるのを感じて、顔を伏せた。

「すみません、常盤社長。お待たせしてしまいました」

　困惑しつつ視線をウロウロさせる私の頭に、側そばへ来た常盤社長が大きな手のひらを優しく乗せる。

「こういう時は『ただいま』、だよ」

　そう言って、骨ばった手のひらを自然な動作で首筋から肩へと撫でるように移動させると、彼は強引に私の腰を引き寄せた。

「ひゃっ」

　突然縮まった距離感。常盤社長の手が通った部分が、微かに熱を持っていくのを感じて混乱した。

　な、なんで恋人みたいに触れるの？　婚約者といっても嘘だよね？　これから毎日こんなふうにスキンシップをされたら、身がもたないよ！

　私は自分を守るように、胸の前でキュッと手を握りしめる。

　――ポーン。

　その時、無音の空間の端で、エレベーターから到着音が聞こえた。どうやら誰かがこの階に到着したらしい。

　こんなところを見られたら困る。

　私は常盤社長の腕の中で身をよじりながら、素早くエレベーターへ視線を向けた。

　開いた扉から出てきたのは小野寺さんだった。彼も既に私服のスーツに着替え終えている。

　彼はフロアに足を踏み入れると、私を抱き寄せる常盤社長を見て、いつもの冷静な表情に怒ったような色を浮かべた。

「お疲れ様です常盤社長、本日はありがとうございました。……琴石、帰るぞ」

　ここへ来た時のように私を自宅まで送ってくれる予定だったのだろう。彼の手には車のキーが握られている。

「あの、その、私……」

　この仕事を続行させてもらうために誓約書にサインをしたので、小野寺さんとは帰れない。

　まごつく私に小野寺さんは厳しい形相で歩み寄ってくると、私の手首を握った。

「ほら行くぞ」

　引っ張られて、数歩よろめく。

　そんな私たちの様子を、常盤社長が愉快そうな表情で見下ろした。

「残念だけど、彼女は君と帰りたくないみたいだ」

　私の胸元に流れる髪を常盤社長が指先でひと房拾い上げる。すっと毛先の方へ梳すきながら、小野寺さんの目の前で口づけた。

　それから、煽あおるように常盤社長の双眸が細められる。

　小野寺さんは苦く悶もんする様子で眉根を寄せ、彼を睨にらみ返した。

「彼女はうちのモデルです。触らないでいただけますか」

　小野寺さんが握る部分にギュッと力が入る。

「いっ、痛いです、小野寺さん」

「すまない」

　彼は弱り切ったような声音で謝罪した後、慌てたように手を離した。

　長身の美青年たちが無言で互いを牽けん制せいするかのように睨み合う。小野寺さんより身長が高い常盤社長は顎を持ち上げ、まるで小野寺さんを挑発するように口元に弧を描いた。

　ふたりの間には、緊迫した静寂が流れている。

「えっと……」

　どうしよう。なんて答えたらいいのかも、どう動いたらいいのかもわからない。小野寺さんに、クライアントと直接契約を結んだことがバレたらまずいし……。

　この場をどう繕えばいいのかわからずうろたえる。そんな私に視線を落とした常盤社長は、クスリとひとつ笑みをこぼした。

「今日のところは僕が琴石さんを送っていくよ。君は安心してくれていい」

「きゃっ！」

　常盤社長は私の背中と膝の裏に腕を回すと、急に私を抱き上げた。突然のお姫様抱っこに驚き、慌てて彼のスーツにしがみつく。

　それを目に映した小野寺さんは、大きく目を見開いた。

「その顔、なにか意見がありそうだね。僕になにか言える人はあまりいないんだけど」

　常盤社長の研ぎ澄まされた声音が高圧的に響く。

　小野寺さんは苦しそうに眉根を寄せると、その表情を隠すように頭を下げた。

「……琴石のこと、よろしくお願いいたします」

　苦々しい声から、マネージャーとして不本意であることを感じる。彼もまた、常盤社長というクライアントに対して言い返すことができないのだろう。

「小野寺さん……」

　ふたりのやりとりがいったん収束した気配を感じて、自分もなにか弁明をしようと思ったが、言葉が思いつかない。

　常盤社長が私を抱き上げたままエレベーターに乗り込むまで、小野寺さんは顔を伏せたままだった。




　エレベーターの中でようやく床に足をつけることができた私は、小野寺さんを言いくるめてくれた常盤社長にお礼を述べればいいのか、咎めればいいのかわからずにいた。だって、さすがにお姫様抱っこで立ち去る必要はなかったはずだ。

　困惑した表情のまま、「すみませんでした」とだけ告げる。

「ううん。それにしても、送っていくなんて大嘘ついちゃったな。彼の大事なお姫様を、僕のお城へさらっていくところなのに」

　彼はそう言ってクスクスと微笑んだ。

　エレベーターが一階に到着し、撮影現場だったエテルニタのビルの前に出ると、路肩に一台の高級車が止まっていた。

　ワックスで磨き上げられた滑らかな白いボディは、夕暮れ時の雰囲気と相まって耽たん美びな存在感が増していた。まさにこの王子様にふさわしい白馬だ。

　常盤社長が近寄ると、運転席から黒いスーツ姿の男性が降りてきて後部座席の扉を開く。

「結衣様、お帰りなさいませ。お疲れ様です」

　三十代手前くらいだろうか。精せい悍かんな顔立ちの青年は、私に向かって丁寧に腰を折った。初対面なのに名前を呼ばれて、これはいったいどういう意味なのだろうと不安になりながら、私もぎこちなく頭を下げる。

「彼は秘書の藤とう堂どう。下の名前は呼ぶこともないだろうし、覚える必要もないよね？」

　随分な紹介をされたのにも関わらず、藤堂さんは真面目そうな表情をいっさい崩さない。それどころか「はい」と常盤社長に従うように返事をした。

「さ、乗って。僕たちの家に帰ろう」

「よ、よろしく、お願いいたします」

　常盤社長に促されるまま、藤堂さんが開けてくれたドアから車の後部座席に乗り込む。私は緊張で全身を強張らせながら革張りのシートに着席した。

　続けて常盤社長も後部座席に乗り込むと、再び彼がドアを閉める。

　車が滑るように走りだしてから間もなくして、藤堂さんが明日のスケジュールなどを常盤社長に説明し始めた。

　その様子を横目でこっそりとうかがう。

　ドアアームレストに肘をつき、頬を手のひらで支えながら真剣な顔つきで応対する常盤社長の姿に、なぜだか心がむずむずして、浮き立ってしまうような居心地の悪さを感じる。心臓も、なんだかずっとおかしい。

　そんな私の視線に気がついた常盤社長が、「ん？」と笑みを浮かべながら首を傾げた。

「あ、えっと、その。気にしないでください……」

　それからは正直どこを見たらいいのかわからず、私は外の景色ばかりを目で追っていた。

　藤堂さんが運転手を務める車が閑静な高級住宅街に差しかかった頃には、既に夜になっていた。とある大きな邸宅の前で、車が一時停止する。電動式の大きな門が内側に開き、車が敷地内へ進んだ。

　藤堂さんによって車のドアが再び開かれたので、「運転ありがとうございました」と声をかけながら車を降りる。彼は車のドアを閉め常盤社長へ挨拶をすると、私の方へも律儀に「それでは、私はここで失礼いたします」と頭を下げ、自分の車に乗り換えて帰宅していった。

　半ば強引に招かれた常盤社長のご自宅は、立派な一戸建の邸宅だった。

　旅行のパンフレットなどで見かけるホテル・エテルニタの人気のお部屋は、決まって高層階。その経営者一族である常盤社長もタワーマンションに住んでいそうだと勝手にイメージしていたので、住宅街の一角にあるシックでモダンなデザイナーズハウスに到着するとは思ってもいなかった。

　敷地内の車庫には、高級車ディーラーかと突っ込みたくなるほどさまざまなメーカーの車がずらりと並んでいる。

　今日乗せてもらったあの車は、その中のたった一台にすぎなかったなんて……。

　驚きょう愕がくしながらまじまじと見つめた後、常盤社長の背中について歩く。

「ここにはご家族と一緒に住まわれているんですか？」

「まさか。毎日決まった時間にハウスキーパーや藤堂が来るけど、基本は僕ひとりで住んでるよ」

　こんな邸宅に家族と一緒にではなく彼ひとりで!?

　私の築二十年ワンルームでのひとり暮らしとの差を少し嘆かせてほしい。

「なんだか常盤社長のイメージと違っていて、少しビックリしました」

「そうかな？　いつも世界中を飛び回りながら、ホテルの最上階に住んでいるような生活だからね。休める時には、地上でしっかり羽を休めたいんだ」

　目の前の王子様は『参った』とでも言うように額へ手を当てながら、優雅な吐息をこぼす。

　彼は世界屈指のホテルを経営するエテルニタ・ホテル＆リゾートの御曹司で副社長。ということは宿泊先は必然的に、外観・内装・客室・そして接客のすべてが最高水準のホテル・エテルニタだろう。その最上階といえばスイートルームに決まっているだろうから、きっと居心地も素晴らしいはず。

　……そこで羽を伸ばせないなんてあるの？　スイートルームでの生活なんて、想像しただけで幸せな気持ちになれそうなものなのに。

　きっと彼はお金持ちすぎて感覚がおかしいのかも。実際、私みたいなモデルとこんなに重要な契約を結ぶのだって少し変だし……。なんて、寛大な態度で二度も私の窮地を救ってくれた彼に対して、私はとても失礼なことを考えた。

「結衣、今日からここは君の家でもある。好きに羽を伸ばしてくれていいからね。これから一生住んでくれたって構わないよ」

　邸宅内に招き入れられ、まるで王子様がお姫様にするように優しく穏やかに微笑まれる。

「えっと、その、ありがとうございます。よろしくお願いします」

　私は毒気を抜かれて、それ以外なにも言い返せなかった。




　壁一面に大理石が貼られた上品で落ち着いた玄関は、開放的な二層吹き抜け天井になっていた。ヒールを脱いで揃えるとすぐにドアノブのない扉が目に飛び込んできたが、恐らくシューズクロークなのだろう。

　私の家の間取りだったら、この扉の向こうは絶対にトイレだ。

　玄関からあまりの豪邸っぷりに圧倒されて、思わず現実逃避をしてしまう。

　ピクチャーレールにはいかにも高級そうな絵画が飾られており、ダウンライトがそっと絵を照らしていた。

　廊下を歩いていると、どこからかいい匂いが漂ってくる。

「今日は君との初めてのディナーだからね。『ホテル・エテルニタ東京』からシェフを呼んだんだ」

　得意げな表情で片目をつむると、彼は部屋の扉を開けた。

　目の前に広がったのは八十平米ほどの広大なリビングルーム。白を基調とした空間は、ダークカラーの高級感あふれるモダンなインテリアで優雅に統一されている。

「わあ……」

　正面には美しい庭へと続く大きな窓があって、思わず吸い寄せられてしまう。

　窓枠によって絵画のように切り取られた緑の木々が、静観な印象でライトアップされている。一流ホテルの最上階のように東京の夜景を一望できるわけではないが、この部屋から見える景色は正にリゾートのようだった。

　眺めているだけで穏やかになれるような、ゆったりとした静かな時間の流れに癒され、体から自然と緊張感が抜けていくのがわかる。

　もしかすると彼はこの緑のある景色や時間を、代え難いものと思っているのかもしれない。

　常盤社長がどんな人なのか、少しだけわかったような気がした。

「お帰りなさいませ。いつもながらご予約の時間ぴったりだ」

　ダイニングの奥にあるキッチンには、白いコック帽をかぶった壮年の男性が立っていた。いい匂いの正体は、彼が扱うオーブンからだったらしい。

「人を待たせるのも待たされるのも僕は嫌いだからね。〝人生を大切にしたいなら時間を無駄遣いしてはいけない。人生は時間によってできているのだから〟」

「アメリカ建国の父、ベンジャミン・フランクリンですね。肝に銘じておきます」

　お馴な染じみのやりとりなのか、シェフは楽しげに肩を揺らした。

　常盤社長から一階にあるバスルームやトイレ、サンルームなどを紹介された後、ダイニングテーブルに着く。それから彼は慣れた仕草でワインセラーから赤ワインのボトルを取り出し、コルク栓を開けると、テーブルにセッティングされていたふたつのワイングラスに注いだ。

　シェフが出来上がった料理を前菜から順番に運び「お召し上がりください」と促した時には、ダイニングルームはいつの間にかフレンチレストランさながらになっていた。

「い、いただきます」

　これからどんな生活が待っているかもわからないことを思えば、不安と緊張がひしめいて食事ができるような気分ではない。けれど、そんな憂鬱な思いは料理をひと口食べるごとに少しずつ消えていく。

　彩り豊かな季節野菜の冷製オードブルを食べ終えると、フォアグラのロワイヤルなどの温かいオードブルが続く。こんな贅沢な食事は私の人生史上初めてだ。

「すっごく、美味しいです」

　常盤社長は「それはよかった」と口元を緩めた。

　私は目を輝かせながら、ホテル・エテルニタ東京のシェフが直々に作った美味しすぎるフレンチに舌鼓を打つ。野菜本来の甘みが生かされたホワイトアスパラガスのポタージュは、口当たりが滑らかで濃厚だった。

　いつか、お父さんとお母さんをこんなフレンチレストランに招待したい。そのためにも、今日からしっかり、彼と結んだ契約通りに働かなければ。

　いろいろ考えているうちに、ふと、男性とふたりきりでの食事は初めてだということに気がつく。

　こういう時はどんな会話をしたらいいものか……と悩みながら、常盤社長をチラリとうかがう。すると、私を観察していたらしい彼とパチリと視線が合った。

　食べているところを見られるのは恥ずかしい。

　途端に目を逸らした私を、彼は面白そうにまだ眺めている。

「そうだ。今週の金曜日、夕方から予定を空けておいてもらえる？」

　常盤社長は思い出したように言った。

　私は食事をする手を止めて、彼を見上げる。

「はい、大丈夫です。なにかあるんでしょうか？」

「ちょっとした食事会、かな？　結衣は僕の婚約者として、隣に座っていてくれるだけでいい」

　さながら謀はかりごとを企むような口調で告げられた予定に、私は眉根を寄せる。

　婚約者が必要な食事会っていったいなんだろう？

「ひょっとして、なにか重要な集まりですか……？」

　常盤社長のような男性が出席するようなもので、私が想像しうる限りでは、お金持ちばかりが集まるパーティーか、お見合いを断りに行くことくらいしか考えられない。どちらにしろ、隣に座っているだけでは済まなそうだ。

　特にお見合いを断りに行くのに私を連れていこうとしているのだとしたら、切にご遠慮申し上げたい。相手の女性もいるだろうし、だいたい恋愛初心者の私が婚約者らしい受け答えができるわけもない。難易度が高いのはパーティーよりも絶対こっちだ。

　ごくりと固かた唾ずを飲んで見守れば、常盤社長は「心配しなくても大丈夫」と首を振る。

「きっと楽しい食事会になるよ。楽しみだな」

　幸せに浸るような声音で上機嫌に告げた彼は、柔らかく目を細めた。

　そんなおしゃべりをしているうちに、食べ終わった魚料理の皿がシェフによって下げられ、テーブルには新しい皿が置かれる。

「メインのお料理はシャラン産鴨かも肉にくのロティ、カシスソース添えでございます」

　表面をカリッとフライパンで焼き上げた後、じっくりオーブンで仕上げたという鴨肉のステーキからは、香ばしい香りが漂っていた。

　口に含むと、絶妙な赤身の柔らかさとカシスの甘酸っぱいソースがたまらない。

　その後も、美味しさのあまり緩みそうになる気持ちを引き締めつつ常盤社長と食事を進めていると、カトラリーを優雅に操っていた彼の手がふと止まった。

　彼は眩しい光を眺めるような視線で、私と目を合わせる。

「そういえば、僕と君だけの秘密の家は気に入ってくれた？」

　私は常盤社長から急いで視線を逸らして「えっと……」と言い淀よどむ。私のワンルームマンションなんかと比べたら贅沢すぎて、気に入ったというよりも完全に気後れしている。

　しかし優雅な王子様に見えるこの御曹司は、こんな甘いセリフを囁きながら、きっとたくさんの女性とお付き合いをしてきたに違いない。いつも距離が近いし、こうして簡単に同居なんかさせるし。それに……。

「常盤社長って、すぐにそういうこと言いますよね」

　私は自分の胸がときめいているのを隠しながら、信用ならない怪しげな人を見るように返した。

　常盤社長は目をぱちくりと瞬かせる。「困ったな」と口にしつつも、まったく困っていない様子で肩をすくめた。

「ここには僕が気を許せる人間しか入れないようにしてるんだ。女性を招いたのは、本当に君が初めてだよ」

　ハウスキーパーだって男性を雇っているんだから。

　そう言って、彼はまた眩しそうに目を細めた。




　豪華すぎる夕食を終ると、シェフは「慧様をよろしくお願いいたします」と私に挨拶を残し、ホテル・エテルニタ東京へ帰っていった。

　どうやら先ほどの会話から、常盤社長の恋人かなにかと勘違いされたらしい。

　常盤社長のご自宅にお邪魔して夕食までご馳走になってしまった手前、『個人的に彼とお付き合いしているわけではありません』なんて否定するわけにもいかず、私は曖昧に微笑んだ。

　時刻は、既に二十一時を過ぎてしまっている。

　私の所持品は必要最低限の物しか入っていないバッグひとつ。ほぼ手ぶらで来てしまったのに、今日から常盤社長と一緒にここで住むなんて、やっぱり現実的ではない。今日のところはいったん帰って、後日また荷造りをして訪れたほうがよさそうだ。

「あの、常盤社長。今夜はお暇させていただいて、また後日――」

　そう口にしたところで、常盤社長が私の唇に「結衣」と甘やかに人差し指を押し当てた。

「誓約書にはちゃんと法的拘束力があるんだ。君はもう、僕から逃げられない」

　彼はニヤリと口元に嫌な笑みを浮かべる。

「明日も仕事だ。早くシャワーを終えて寝ないと、ね」

　逞しい腕を私の腰に回し彼の方へと抱き寄せると、悪戯っぽく耳元で囁いた。

　色気のある声音で低く吐息をもらすように囁かれ、鼓膜がじわじわととろけるような感覚を覚える。顔が赤く染まる熱を感じる中、私は慌てて耳を押さえつけた。

　やっぱり、この非現実的な状況からは逃げられないらしい。

　その後、促されるように階段を上がり、二階の部屋へ案内される。階段を上ってすぐのところはメインベッドルームがあり、その隣には書斎、一番奥にふたつのゲストルームがあった。

「僕の好みでいろいろ用意しておいたんだ」

　彼は、書斎の隣のゲストルームの扉を部屋の内側に押し開けた。

「このゲストルームの物はすべて君へのプレゼントだから。自由に使って」

　広々とした三十平米ほどの室内には、白と茶を基調としたホテルライクなテーブルやキャビネット、ドレッサーなどの家具や、きっちりとベッドメイキングがなされたダブルベッドが設置されている。さながらホテルの一室のようになにもかもが整ったゲストルームだった。

　なんと私と契約を結んでからの数時間の間に、部下に指示して用意させたらしい。

「あの扉の向こうはウォークインクローゼット。好きなものを着たらいい」

　ベッド一台が悠々と入るような空間には、ハイブランドのワンピースからドレスまで、いろいろな洋服がかかっている。可愛いデザインのハイヒールも、ヒールの高さ別に何足も並んでいた。

「こ、こんなにたくさんっ」

　どうしよう、衣装ならまだしもプレゼントだなんて。着ていく場所だってないし、なによりもまずプレゼントをもらう理由がない。

「もったいないです、私なんかにこんな！　お給料も支払ってもらうのに……」

「君だからプレゼントしたいんだ。僕好みに君を着飾りたい。君は僕の婚約者なんだから当然だよ」

「でもそれは、〝婚約している女性〟としての表現力を身につけるための役で……」

　ウォークインクローゼットの中で佇む私の肩に手を置くと、恋人に送るような甘い笑みを浮かべながら、常盤社長は私の顔をのぞき込んだ。

「言ったよね？　君は、僕の意図を完全に表現するために『僕に従って、僕の特別授業を受けること』」

「はい。覚えて、ます」

「それなら話は簡単だ。これも僕の特別授業ってこと。理解できた？」

　その問いかけに、私は不本意ながら首を縦に動かす。

「結衣。頭の中で自分は〝婚約者という役〟だって常に考えていたら、結局君は今後も変われないよ。撮影期間は二ヶ月なのに、君の表現力はいつ伸びるの？　五年後？　十年後？」

「それは、その……」

　図星をつかれ、常盤社長から視線を逸らす。

　すると彼はクスッと小さく笑うと私の頬を大きな両手で包み込んだ。

「結衣、僕を見て」

　言われるがままに、二十センチ以上高い位置にある彼の顔を見上げる。彼の熱を帯びるような瞳と視線が絡み合った。

「今日から僕は婚約者として、君がとろけるくらい可愛がってあげる。だから、僕のことで君の頭をいっぱいにして」

　常盤社長は誰もを虜にするような魅惑的な表情を浮かべ、どこまでも堕ちていくような声音で囁いた。

「……っ！」

　きゅうっとせり上がるようなトキメキが喉に詰まる。

　常盤社長の言っていることは、私に〝婚約している女性〟を演じさせるための嘘なのに。なんだか、いてもたってもいられない。

　真っ白だった蕾つぼみが鮮やかな桃色に色づくように、とくり、とくりと鼓動を刻みだす。あふれるような喜びの感情が、心の奥底から湧き上がっているような気さえする。

　彼とは住む世界が違うんだから……好意を持ったらダメ。それに、この甘くて優しい王子様の本性は、高圧的で意地悪な王様。絶対に私で遊んでるに決まってるんだから！

　淡い期待を帯び始めた鼓動に『今すぐ静まれ』と念じながら、私は胸をぎゅうっと押さえた。

　常盤社長はどこか満足そうに目を細めると、私の両頬からそっと手を離す。

「他に欲しい物があったら揃える。ひととおり見てくれるかな」

　彼は先ほどの甘い毒のような声音ではなく、玲れい瓏ろうな通常の声に戻して言った。

　彼のあまりにすばやい切り替えに、こちらが戸惑う。しかし自分の荷物がバッグひとつだけということを思い出した。

　必要な物があったら今まとめて言わないと。後から改まって『下着が欲しいです』なんて告げるのは、想像するだけでも恥ずかしい。だって今夜から居い候そうろうするのなら着の身着のままだし……。パジャマは他のもので代用できるとしても、替えの下着は絶対に必須だ。

　私はゲストルームに戻ると、恐る恐る室内探索を開始する。

　ドレッサーの前には外資系ブランドの化粧品が並べられ、その横にはキャビネットがあった。

「そうだ。そこも開けてみて」

「この中にもなにかあるんですか？」

　キャビネットの引き出しを開くと、刺し繍しゅうが施された繊細なレースがふんだんに使用されている上品な下着が、ぎっしり詰まっていた。

「きゃあ！」

　衝撃のあまり、思わず叫んで仰け反る。

　だだだ誰の下着!?　やっぱり女性をよく招待してるんだ……！

「おっと。そんな非難するような顔で僕を見ないでくれる？」

　彼は無実を証明するように両手を胸の前に上げた。

「ひ、非難なんかしてません」

　他人の生活に口を出すつもりはない。そうじゃなくて……、ああもうっ、自分でもよくわからない。ただ、常盤社長が嘘をついていたという事実に少なからずショックを……ショック？　なんで私が？

「じゃあ妬いてるんだ。可愛い」

「ち、違います。からかわないでくださいっ」

　自分でも知りえなかった感情を言い当てられて、気が動転してしまう。

　と、とにかく今は、自分に宛てがわれたゲストルームに別の所有者がいる物品があることと、常盤社長が変な嘘をついたことが問題なのだ。

「これはいったい、どなたのですか」

　私が毅き然ぜんとした態度で言うと、彼は笑いをこらえきれない様子で肩を揺らす。

「さあ、誰のだろうね？」

　こんなに可愛くてセクシーな下着がたくさんあれば、女性の私だって平静ではいられないのに、常盤社長は臆することなく飄々と答えた。そして私に腕を伸ばすと、強引に自分の方へ抱き寄せる。

「わっ！　と、常盤社長」

　密着する体を慌ててよじる。けれども彼はビクともせず、こちらへ端麗な美貌を近づけると、耳元でそっと囁いた。

「もちろん全部、君のだよ。安心して。いつか脱がせるのが楽しみだ」

　これ全部……私の？　脱がせるってどういうこと!?

　石像のように固まる。彼の言葉に思わずあらぬ想像をしてしまい、ドキドキする鼓動がうるさい。

　でも、なんで常盤社長がスリーサイズまで知ってるの？　まさか見ただけでわかる、とか？　それってやっぱり、女性経験が豊富ってこと？

　……なんだか、胸がもやもやする。

　しかし、身長・体重・スリーサイズから足のサイズまで、すべてコンポジットに明記されクライアントへ堂々と公開されているのを思い出して、余計な羞恥心にかられた。

「あ、あの、常盤社長」

「結衣、そろそろ〝慧〟って呼んでよ」

　彼はうっとりとした表情で私の首筋を撫でた。

「いえ。恐れ多いので、今後も常盤社長とお呼び――」

「じゃあこれも、君を〝婚約者〟にするための特別授業の一環だ。……それとも、本当は君の唇に直接教えてほしいのかな」

　彼は私の言葉を途中で遮ると、ゆっくりとまぶたを細め、唇に官能的な弧を描いた。

　熱を帯びた視線に貞操の危機を感じた私は、自分を守るように胸の前で腕を交差させる。

「け、慧さんっ」

　まるで守護の呪文ように急いで彼の名前を呼んでみれば、彼は長い睫毛に縁取られた瞳をぱちくりと瞬かせてから、おとなしく私を解放した。

　私はホッと息を吐く。

　契約を結んだ時みたいにキスされてしまうんじゃないかと身構えたけれど、どうやら私の心配しすぎだったようだ。

「くくくっ」

　彼は軽く握った拳で口元を隠し、肩を震わせながら、おかしそうに笑い声を噛みころしている。

　こっちは恋愛経験なしの初心者なんだから、こんな意地悪なことしないでほしい。

　もう！と思いながら、私は横目で『脱がせるのが楽しみ』とコメントされた下着の詰まった引き出しの中を恐々のぞく。

　まるでランジェリーショップレベルの品揃えだ。

　私の視線の先に気づいたのか、彼がキャビネットの中に手を伸ばした。

「僕としては、こういうのも悪くないと思うよ。すごくそそられる」

　そう言って、慧さんは黒い下着を手に取る。

　ひらりと総レースのブラが露わになり、自分が着たものでもないのに赤面してしまった。

「わざわざ見せないでください。それに、触らないでくださいっ」

「なんで？　僕が指定して買わせたものなんだから、そんなの今さらじゃない？」

「た、確かにそうですけど」

　言われてみればその通りだ。『僕の好みでいろいろ用意した』ということは、ネットかなにかであらかじめデザインは把握していたわけだろうし。出資者という点で言えば、この下着の所有者は慧さんともとれる。だから触っていいというわけでもないけれど。

「今日はこれを着てみせてよ。僕の可愛いお姫様」

「な……っ」

　可愛く小首を傾げた慧さんに、私は思わず絶句する。

「着るのはあれですけど、絶対に見せませんからっ」

　彼が手にしていた下着を、私は赤面したままひったくった。

　こんなの着たことも触ったこともない。だけど、致し方ない。慧さんの家に住まうことに対し、とうとう腹をくくらなければいけない時が来たようだ。

「お、お風呂、お先に失礼します」

　羞恥に悶もだえる顔を隠しながら部屋を飛び出し、一階にあるバスルームへ避難するように逃げ込んだ。




　お風呂から上がった後、いつの間にか慧さんによって用意されていたルームウェアに手を通す。ふわふわでモコモコな可愛らしいデザインと柔らかな肌触りに感動して、思わず鏡の前でくるりと回ってしまった。

　慧さんって……強引なんだか優しいんだか、わからないや。

『脱がせるのが楽しみ』なんて言っていたけど、お風呂の最中に声をかけることもなくルームウェアを置いていってくれたのは、男性の家でお風呂に入ったことがない身としては、心臓に悪くなくて非常にありがたかった。

　ドライヤーで濡れた髪を乾かしながら、これからどうしよう？と鏡の中の自分に問いかける。

　彼の発する大人な空気に耐えられなくなってバスルームに逃げ込んだものの、やっぱり礼儀として、『お風呂上がりました。ルームウェアもありがとうございます』とちゃんと伝えに行きたい。

　でも、もし、そのままあの王子様に食べられちゃったりしたら……。

　思わず変な方向に考えてしまい頬が熱くなる。

　そ、そんなことはないはず。さっきのだって、私に意地悪して面白がってるだけ！

『お礼を伝えに行かないとダメ。絶対大丈夫だよ』と自分を言いくるめてみるも、今度は慧さんの選んだ下着をドキドキしながらつけたことを思い出してしまった。

　もうっ。どんな表情で慧さんに会いに行けばいいの。

　羞恥心で火照ってしまった体を冷やしたくて、私は熱い頬をパタパタと手で扇あおいだ。

　結局、慧さんがいるらしい気配のするリビングルームには向かわず、与えられたゲストルームへ逃げ帰ってベッドに倒れ込んだ。

　今日は本当にめまぐるしかった。慧さんに花嫁役を降ろされそうになったり、契約続行を必死で懇願したり。……婚約者として、慧さんと一緒に住むことになったり……。

　そこへ思考が至った途端、この家には慧さんと私のふたりっきりという事実が突きつけられる。

『今日から僕は婚約者として、君がとろけるくらい可愛がってあげる。だから、僕のことで君の頭をいっぱいにして』

　彼の甘い声音と表情が脳裏に蘇り、ドキドキし始めた。

　こんな言葉、人生で一度も言われたことがない。だからなのか胸がきゅうっと苦しくなって、いてもたってもいられない。

　完全に彼の言葉や仕草に翻弄されている。どうしよう。もう既に頭の中が慧さんのことでいっぱいになってる。

　私はベッドの上で身悶えると、頭からシーツをかぶった。

　これから約二ヶ月間、私はここに住むことになる。可能な限り短期間で慧さんに表現力を認めてもらって、ここから出ないと身がもたない……。

　ドキドキと体内で反響する音は、疲労には勝てなかったのか次第に静まっていく。いつの間にか、重いまぶたは落ちていた。




　翌朝、セットしていたアラームの音で六時にベッドから起き出した。

　洗顔や歯磨きをして、基礎化粧を終える。軽くメイクまでして、手早く身支度を整えるとリビングルームへ向かった。

　どうやら慧さんはまだ起きていない模様。早く起きすぎても迷惑になるし、家主より寝坊するのも気がひける。そう思って六時にしてみたけど正解だったようだ。

　できれば慧さんが一階へ下りてくるまでに朝食を作りたい。そして、顔を合わせるまでに心の準備をしておきたかった。

「失礼します」

　小声で言って冷蔵庫を開く。

　慧さんは普段自炊をしているのか、それともハウスキーパーが料理してくれるのか、冷蔵庫の中の食材は豊富に揃っていた。

　彼が洋食派か和食派かわからなかったので、とりあえず野菜中心にしようとサラダとミネストローネを用意した。美味しそうなソーセージをフライパンで焼きながら、スクランブルエッグにする卵液の準備に取りかかる。

　ステンレス製のボウルに卵を割り入れていたところで、リビングルームの扉が開いた。

「あれ？　おはよう、結衣。起こしに行こうと思ってたのに」

　慧さんはキッチンに立つ私を見つけると目を瞬かせた。

　昨夜はあんなに危険人物に見えた彼が、あまりにも爽やかな王子様の出で立ちで登場したので拍子抜けしてしまう。

「おはようございます。キッチンをお借りしました。お先にサラダとスープからどうぞ」

「そう言えば、いい匂いがすると思ってた。ありがとう」

　顔を合わせたらドギマギしてしまうんじゃないかと思っていたが、私が挨拶もせず逃げたことを気にも留めていないような彼の様子に、ちょっぴりホッとした。

　ダイニングテーブルに、サラダと温めたミネストローネを並べる。出来上がったスクランブルエッグとソーセージをグレーの丸皿に盛り付ければ、アルバイト先のカフェで作っているメニューもホテルライクなワンプレートに仕上がって、いつもより少し豪華な朝食に見える。最後にパセリを散らして完成だ。

　慧さんの前で綺麗に作ることができてよかった。

　結局私がテーブルに向かうまで食べ始めずにいてくれた慧さんは、私の着席を待ってから「いただきます」と手を合わせる。

　出会ったばかりと言っても過言ではない彼とこうして同居し、一緒に朝を迎えて朝食を食べるだなんて。なんだかまだ実感が湧かない。

　少し戸惑いつつも、私も彼に続いて「いただきます」と手を合わせた。

「慧さん」

「ん？」

「昨夜は、その、ルームウェアをありがとうございました。私、なんにも考えずにお風呂に逃げ込んじゃって……」

　スープカップを両手で持ちながら、慧さんの顔色をうかがう。

「ああ、そんなこと。正直、僕は『ルームウェアがない、どうしよう』って真っ赤になって焦る君が見たかったんだけどね。さすがに初日から少し苛めすぎちゃったし、そのお詫わび」

　彼はクスリと笑みをもらす。

　私は一瞬、『ルームウェアがない、どうしよう』と焦る自分を想像して、ピシリと石化した。下着姿のままバスルームをウロウロしながら、その日着ていた洋服を着るか、ドアを少し開けて『け、慧さーんっ』と恥を忍んで彼を呼び持ってきてもらうか、の二択で頭を悩ませるところまで考えて、頬が熱くなる。

　彼がそんな意地悪を実行に移さなくてよかったと心から思う。

　顔を真っ赤にしたままの私は、自分を落ち着かせるために黙々とサラダを頬張った。

　反対に慧さんは清々しい表情で、私の作ったスクランブルエッグを美味しそうに食べてくれている。

「家でもこんなにとろとろにできるんだ」

　フォークに乗せていた黄色いふわふわのそれに、彼は感心したように呟く。

「えっと、勤務中のカフェでは湯煎で作るんです。店長いわくフランス式らしいんですが」

　私はフランスに行ったことはないので、レシピを習った時には衝撃を受けた。

　作り方は簡単で、卵、生クリーム、バター、チーズを入れたステンレス製のボウルを少量のお湯を張ったお鍋に入れて、ヘラでかき混ぜながらとろみを出していく。最後に塩コショウで味を整えたら完成だ。

「驚いたよ。まさか君が料理上手だとは思ってなかったから」

「ふふっ、全部カフェでいつも作っているメニューなんです。普段はどうでしょうか。あまり自信はありません」

　むしろ普段はモデルの仕事もなく崖っぷちの状態だったので、本当に食費に困っていた。朝食ならよくて食パン一枚だけだ。

　慧さんはそんな私の内情にも気づかず、口元を優しげに緩めた。

「よくホテルの朝食でシェフが作ってくれるのに似てるよ。美味しい」

「そ、うですか」

　その感想に、むずむずするような感情が湧き上がる。

　もしかして、恋人に手料理を初めて食べてもらう時の女性の気持ちって、こんな感じなのかな？　すごく緊張して、嬉しくて、照れくさくて……。

　恋愛経験がない私にとって、慧さんとの初めての朝は新鮮だった。これもきっと、花嫁役を演じる糧になる。

「慧さん、ありがとうございます」

　フォークをお皿に置いて、ぺこりと頭を下げる。

　彼は目を丸くして、「どうしたの急に」と小首を傾げた。

「えっと、その……、慧さんと同居させていただくことができて、よかったです。これからも頑張りますので、どうぞよろしくお願いします」

　慧さんはますます両目を見開いて、睫毛をパチパチと瞬かせる。彼は一度目を伏せると、くしゃりとはにかむような笑顔を見せた。

　ふたりで会話しつつ食事を終えた頃、時計を見れば既に七時五十分を指していた。

　慧さんは「ご馳走様でした」と手を合わせる。

「こういう穏やかな朝も悪くない。僕も自分で朝食を作るけど、作りながら常に仕事のことを考えてるから。毎日味気ないんだよね」

　淹いれたてのコーヒーを飲みながら、彼は幸せそうにほぅっと息を吐く。本当に優雅な朝だと感じながら、私もコーヒーを口に含んだ。

「慧さんは、朝食にどんなメニューを作るんですか？」

「うーん、今日君が作ったものに似てるよ。基本的に食事は洋食が多いかな。海外出張も多いし、洋食のほうが食べ慣れてるから」

「そうなんですね」

　慧さんは洋食派、と心の中でメモを取る。

「でも、君が作るものなら、なんでもいいかもしれない」

　彼はコーヒーカップを置いて真摯な表情で私を見つめると、フッと微笑みをもらした。その表情にドキリとする。

　すると今度は私から視線を逸らし、庭の方を向いた。

　カーテンがすべて開かれた広い窓からは、朝日が燦さん々さんと降り注いでいた。庭に来ている鳥たちのさえずりも響いている。

「……ねえ、結衣。僕のワガママを聞いてくれる？」

　窓枠に縁取られた絵画のような庭をしばらく眺めていた慧さんが、視線を私へ戻す。

「ワガママの内容によります」

　王子様のワガママなんて、きっとロクなものじゃなさそう。だって彼は昨日から意地悪ばかりで、私を翻弄しっぱなしなのだ。

　しかし彼の琥珀色の瞳を見返すと、そこにはただ穏やかな色が浮かんでいた。長い睫毛に縁取られた双眸を伏せる。

「これからも、ずっと僕のために朝食を作ってくれないかな。朝食だけじゃなくて、そのうち夕食も。君の作った和食も、いつかは食べてみたい」

　普段は余裕たっぷりの王子様が少年のように告げたワガママに、思わずきょとんとしてしまった。

　ワガママなんて言うからどんな無理難題を押しつけられるかと思っていたのに。こんな可愛らしいことだなんて。

「はい、もちろんです。居候させてもらっていますから、ぜひお手伝いさせてください」

　そう返事をすると、微かに彼の長い睫毛が震えた。そしてこの上ない幸せを噛みしめるように、亜麻色の髪を手のひらでくしゃりとする。

「ははは、うん。ありがとう」

　そう告げた表情は、美しかった。




　慧さんは会社へ向かう前に、私用の連絡先を教えてくれた。『今日は結衣の好きに過ごしてくれて構わないから』と言われたけれど、こんな広い家でどう過ごしたらいいのかわからない。

　彼が家を出た後、とりあえずコーヒーを淹れ直してリビングルームのソファへ沈む。

　十三時からハウスキーパーが来るとは聞いているけど、居候の身としては家の掃除などをできれば任せてもらいたい。個人契約分の給料ももらえることになるなら、なおさらだ。

　よし。ハウスキーパーにお願いするほどでもない家事については、しっかりやっていこう。まずはお皿洗いをして、それから洗濯をして……。

　出発時間までにできそうな家事の順序を頭の中で考えながら、早速朝食の後片付けにとりかかる。

　次いで洗濯機を回し終えると、昨日着ていた自分の私服を手洗いすることにした。クリーニング代も節約している私にとって、モデル業で使用する洋服は少しでも綺麗に長持ちしてもらわなければ困るのだ。

　家事をしながら過ごしているうちに、気づけば九時半になっていた。そろそろアルバイトへ行く時間だ。

　私は急いで二階へ上がり、与えられたウォークインクローゼットの中から、勤務先に着ていっても大丈夫そうな洋服を探し出す。

　リトルブラックドレスと呼ばれる膝上丈のワンピースは、一見すると黒一色のため、シンプルで着る場所を選ばないように見えなくはない。ちょうど生地にも柔らかい綿素材が使われているため、スマートカジュアルとしても着こなせそうだ。

　よし、これに決定。

　そう思って手に取るが、タグに書かれた有名ブランドの名前を見て、「ええっ」と飛び上がってしまった。ということは、このワンピースは十万円くらい……？

　モデル業用に購入している私服の約五倍はする値段に気後れしてしまう。でも、昨日着ていた洋服は洗ったばかりで乾いていないし、これしか着られそうなものが見当たらない。

　幸いカフェには制服がある。次にアルバイト先へ行く時は私服にしよう。とにかく今日だけ、汚さないように……、と肝に銘じながら着替えた。

　そういえば、『今日もシフトが入っている』と慧さんに伝えるのを、すっかり忘れていた。

　連絡を入れたほうがいいのかな？　でも、もし大切な会議中だったりすれば迷惑になるし……。

　私の予定なんて大して重要な内容でもないので、直接メッセージを送るのは控えて、ダイニングテーブルの上にメモ書きを残していくことにする。

【バイトへ行ってきます。十九時上がりです】

　一応勤務先であるカフェの名前や住所まで書いておく。それから、ダイニングテーブルに置かれていた合鍵を手に取った。

　あ、そうだ。今日の夕食はどうしたらいいんだろう？

　慧さんが何時頃に帰宅するのかもわからない。もしかしたら会食とかもあるかもしれないし……と悩んだのち、【その後、外で食事をしてきます。今日はリトルブラックドレスを借りました。ありがとうございます】と、ついでに今着ているワンピースに対するお礼も付け足した。

　ペンを置き、改めて合鍵を手に取ると、きっちり戸締りを確認してから、慧さんの家を出た。




　その日の夜。

「お疲れ様です」とカフェを出ると、駐車場に見覚えのある白い高級車が停車していた。もしかして慧さん？

　注視していると、後部座席のドアが開く。

　ブリティッシュスタイルのスーツにゴールドのアスコットタイを結んだ美貌の御曹司は、車から降りてくるなり長い足をさばいて私へ迫った。

「君を迎えに来た。他の男と食事に行ったりしたら許さない」

　すこぶる不機嫌な声音で、慧さんは亜麻色の髪をかき上げながら言った。目が据わっている。

「え!?　いえ、そんな予定は――」

「君の言い訳は聞いてない。帰るよ」

　まるで逃がさないとばかりに、強制的に腕の中に閉じ込められた。そのまま彼にさらわれ、車の後部座席に乗せられる。

　そうしてなにがなんだかわからないうちに慧さんの家に帰宅すると、ダイニングテーブルには今夜の夕食が用意されていた。ホテル・エテルニタ東京が行っているケータリングサービスの、ヌーベルシノワだ。

　フレンチのコース料理のように洋風のお皿に盛り付けられ、繊細に表現されたお洒落な中華は、一品一品がシンプルで量も少ない。中華らしさを残していながら西洋風の見た目や味付けにアレンジされているので、胃にもたれるような感じもせず、とっても食べやすかった。

「……それで？　今夜は誰とデートへ行く予定だったのかな。相手はまさか小野寺くんじゃないよね？」

　夕食も終わりがけの頃、慧さんは王子様然としたまま、「無断外出の理由をお聞かせ願おうか」と悪魔のような笑みを浮かべた。

　ナイフとフォークでオマール海老のチリソースを切り分け、口に運んでいた私は、「へ？　小野寺さん？」とフォークを持ったまま間抜けな声を出す。そういえば、迎えに来てくれた時も慧さんは不機嫌で……。

　なにか変なことを書いただろうか？と今朝書いたメモの内容を思い出す。シフトのこと以外には、外食をしてくるということと、洋服を借りたお礼くらいしか――。そこまで考えてから、はたと自分の書き方の悪さに気がついた。

「ご、誤解です。外で食事をしようと思ったのは、慧さんのご予定を考えたからで、リトルブラックドレスは出勤のために借りただけですっ。小野寺さんとデートだなんて、ありえません！」

「ふぅん？」

「信じてくださいっ」

　訝いぶかしげな表情で眉を跳ね上げた慧さんに、強く言い募る。彼にだけは、他の男性とデートする予定があるだなんて誤解をされたくないと思った。

　慧さんはわざとらしく肩をすくめる。

「せっかく仕事を早く終わらせて急いで帰ってきたのに、知らぬ間に君は家からいなくなってるし、書き置きはまるで恋人とデートにでも行く雰囲気だし。僕の婚約者を誰かに取られたのかと思って、あれを見た瞬間は心臓が止まりそうだったよ」

「大げさですよ。でも、いろいろと伝え方が悪くてすみませんでした」

　私が苦笑しながら謝ると、彼は誰もが虜になるような魅惑の表情を浮かべた。

《今夜は絶対に逃がさないから、覚悟しておいたほうがいい》

「えっ！　突然何語ですか!?　中国語!?」

　思わせぶりな声音で、色気たっぷりに口角を上げた慧さんの語学力に舌を巻く。しかし彼は私の問いかけを無視して、「ご馳走様」と愉快そうに手を合わせた。




　夕食の後片付けや皿洗いを引き受け、二十二時を過ぎた頃に私もお風呂をいただく。その後は昨夜と同じように静かに一階の廊下を通過し、リビングルームにいるであろう慧さんに見つからないように気をつけながら階段を登った。

　今夜もつつがなくゲストルームへ到着、と一歩を踏み出したところで真横から突然手が伸びてきた。

「きゃっ！」

　手首を捕まえられ強引に引き寄せられる。勢いのままに、背中が慧さんの胸板に当たった。

「な、なにするんですか」

「残念でした。君の行動パターンは把握済み」

　ギュッと背後から抱きしめられる。ルームウェアの上から直に伝わる温度感や肌触りが生々しい。

　そんな頬がくっつくほどの距離から、慧さんが不敵に微笑んだ。

「今夜は逃さないよ、お姫様？」

「……っ！」

　耳元で熱い吐息と共に囁かれ、鼓膜がゾクゾクと甘く痺しびれた。その耳を押さえつける間もなく、慧さんの逞しい腕が慣れた手つきで膝の裏に回され、軽々とお姫様抱っこをされてしまう。

「ちょっと！　離してくださいっ」

「離さない」

　そのままメインベッドルームである慧さんの部屋へと運び込まれてしまい、彼のベッドの上に下ろされた。

　私に与えられたゲストルームの二倍以上ある広さに、ホテルでも見たことのないキングサイズのベッド。シックなダークカラーを使った高級感あふれるモダンなインテリアで揃えられた室内は、リビングルームのコーディネートに似ている。

　素肌にバスローブを羽織っただけの慧さんは、後ろ手に寝室の鍵を閉めると私をシーツの上に縫い止めた。

　こんな事態に慣れていない体は、金縛りにでもあっているように緊張を帯びて動かない。

「無断外出したんだから、お姫様には王子様から直々にお仕置きが必要だよね？」

　彼は私の両手を縫い止めたまま、うっとりと艶美な声音で歌うように言った。

「それは誤解ですっ。さっきも謝りました！」

「口ではね。体はどうかな、また無断で出ていきたくなるかもしれない」

「な、ならないで――んっ」

　いきなり額に口づけられた。続けて頬にキスされる。思わず目をつむれば、まぶたに、耳元に、首筋に、キスの雨が降り注ぐ。

　ちゅっ、ちゅっとわざと意地悪をするようにリップ音を立てられ、体が震えた。足の爪先が逃げ場を探してキュッとシーツを掴む。

「け、慧さん、やめっ」

　それから鎖骨の辺りにキスをされ、顔を埋められる。彼の鼻梁が、喉の辺りを優しく撫でた。亜麻色の髪から漂うシャンプーの香りにクラクラして、ドキドキと鼓動が激しくなる。

　なにこれっ、心の準備なんてできてない……！

　慧さんは私を縫い止めていた手を緩めると、腕の先から撫でるように動かし、私の顎に指先を絡める。

「僕たちは婚約者なんだ、このままなにもしないってのもおかしな話だよね」

　そう言われて、これからなにが行われてしまうのか、恋人がいたことのない私でも予想できる。

　でも、婚約者といっても表現力を向上させるために与えられた役で！

「そ、そこまでするのはいくらなんでも……っ」

　私は羞恥と混乱のまま、彼をまっすぐ見上げて抗議した。しかし……。

「黙って」

　突然、真剣な表情で声のトーンを落とした彼に言葉を遮られる。慧さんは私の顎をクイッと持ち上げると、ゆっくり顔を近づけてきた。

　彼の視線から逃げるように、目を伏せる。戸惑いで小刻みに瞳が揺れて、睫毛が震える。体中がひどく熱い。

　しかし、あと少しで唇が触れてしまうという瞬間、彼は止まった。

　あ、あれ？　……キス、しないの？

　不思議に思って仰ぎ見る。

　すると慧さんは蜂蜜色の瞳を悪戯っぽく細め、クスクスと愉快そうに笑った。

「もしかして期待しちゃった？　このまま食べられちゃうのかもって」

「っ、してません！」

　羞恥心でかぁあっと顔が真っ赤になるのがわかる。

　この王子様、本当に意味わからない！

「可愛く身悶えてる君を見るのは、本当にたまらないよ。癖になりそう」

「そんなの癖にならないでください！　こっちはどんな気持ちで……」

「どんな気持ちで？」

「そ、それは」

　自分でもわからないのに、この人は本当に意地悪だ。こんなことをされたら逆にドキドキして、余計に彼のことを意識してしまう。

　それって、もしかして……私が期待していたってこと!?

　頭の中がぐちゃぐちゃにこんがらがって、自分で自分がわからない。

　すると慧さんはちょっとだけ困ったように眉を下げ、私を抱きしめた。

「君のことなら、少しくらい待つのも嫌じゃない」

　彼は私を腕の中に引き寄せると、私の首筋に再び顔を埋めた。その仕草に胸がきゅうっと締めつけられる。

「今日から一緒のベッドで寝る。それも君への特別授業のひとつだから、従ってくれるよね？」

　そう言われてしまえば従うほかなかった。だって、私は慧さんの〝婚約者〟なのだ。

「……もちろん、です」

「うん。おやすみ、結衣」

　満足そうに口元を緩めた彼は、再び私の頬にちゅっとキスを落とした。

　柔らかな唇の感触に、じんわりと胸が温かくなる。安心感のある腕の中はなぜだか幸福感に満ちていた。




　翌朝、意識の届かない指先に、血統書付きの洋猫のような毛並みが絡みついた。

　まどろみの中で薄くまぶたを開く。

　サラリとした手触りを楽しんでいると、緩やかに覚醒してきた意識の中で、慧さんの髪に手を伸ばしていたことにようやく気がついた。

　咄嗟に手を引っ込める。ビックリして完全に目が覚めてしまった。

　隣をうかがえば、慧さんはまだ眠っている。

　静かに呼吸する王子様の魅惑的な美しさに目を奪われ、私はそっと息を呑のんだ。

　亜麻色の髪、それと同じ色彩の長い睫毛。端麗な甘いマスクに、透き通るような白い肌。生まれつき色素が薄いのか、それとも外国の血が混ざっているのだろうか。どこまでも精巧な人形のように美しい造形をしている。

　胸の辺りまでしかシーツをかぶっていない姿はまるで美術品だ。タイトルを付けるならば『王子様の甘美なるまどろみ』だろうか。

　視線を少し動かすと、思っていたよりも筋肉がついている二の腕や胸板に視線が釘付けになる。

　んん？　でも、なんで胸板？

「おはよう、結衣。僕の鑑賞はもう終わり？」

　パッと開かれたまぶたに、飛び起きる。

「な、なんで裸なんですか！」

「そんなに驚くこと？　ナイトウェアを着るのは窮屈だからね」

　彼は起き上がると、躊ちゅう躇ちょすることなくベッドを出る。

　私は思わず両手で顔を覆った。

「ひゃっ」

「ジッと見つめていたのはどこの誰かな？　それに下は穿はいてるよ」

　大きな窓にかかるカーテンを開くと、早朝の陽の光が一気に部屋へ差し込んだ。

　チラリと指の隙間からうかがえば、彼はボクサーパンツを身につけただけの姿で、床に落ちていた脱ぎっぱなしのバスローブを拾い上げていた。広い逆三角形の背中には、程よく美しい筋肉がついている。

　慧さんのあまりにもセクシーな姿に、「きゃあっ」と悲鳴を上げて私はまた顔を覆う。

　てっきりバスローブを羽織るものだと思いきや、彼は裸のままでシーツの海に戻ってきた。

「もう少し結衣を抱きしめて寝てもいいかな」

「まずは服を着てください！　いつ目を開けたらいいんですかっ」

　そう抗議をしながらも、顔を覆っていた左手に違和感を覚えて、私は手を頭上にかざした。

　窓から燦々と差し込む太陽の光に、なにかがキラリとひときわ眩しく煌めく。

　薬指には、いつの間にか指輪が輝いていた。

「へ？　指輪……？」

　どうやら眠っている間にはめられていたらしい。

　一粒の大きなダイヤモンドの周囲にメレダイヤが散りばめられたプラチナアームの指輪は、今回の広告撮影で使用しているエンゲージリングと同じデザインのものだった。

　備品の持ち帰りは禁止なので、当然この前もちゃんと返却している。

　なのに、なんでここに？

　すると、こちらに体を向けた彼が私の髪をすくい取り、その長い指先を絡めた。

「僕からのプレゼント。同じデザインのほうが気持ちも入りやすいと思って、予備のを持ってきたんだ。君は婚約しているんだから、エンゲージリングをしていないなんて変だし。関係者へは『常盤社長から表現力向上のために貸し出されました』とでも言えばいい」

　悪戯っぽく首を傾げた彼の髪がサラリと流れる。

「まあ、貸し出しなんて嘘だけどね」

「それは、どういう……？」

「昨日みたいに突然いなくなられたら困ると思って。独占契約を交わしたんだから、君はもう僕のものだ。その薬指も。この唇も」

　髪を梳いていた彼の手が、私の頬を温かく包む。

「ねえ。おはようのキス、してくれる？」

「えっ、それはっ」

「君は婚約者なんだから当然だよね。……ほら、早く」

　彼は甘い声音で囁く。

　ほら、早くって……私から慧さんに〝おはようのキス〟をしろということだろうか。

　なにを急かされているのか理解して、かあぁっと頬が真っ赤に染まる。

「そんなこと無理です！」

　今まで一度だって誰かにキスなんかしたことないのに。私から慧さんにキスなんて、突然できるわけない……っ！

　頭ではそう考えているのに、思わず胸がきゅうっとなる。

　王子様が操る魔法にでもかかってしまったのだろうか。トクリ、トクリとときめく心が、この一瞬に桜色のフィルターをかけているように淡く色づき始める。

　慧さんは大切なものでも愛でるように口元を緩める。彼の宝石のような双眸が、眩しそうに揺らいだ。

「仕方ないな。今日は僕からしてあげる」

　そう言うと彼は私の唇に、優しく柔らかな口づけを落とした。

　ふわりと合わさった瞬間、時の流れが変わる。

　私の唇から離れながら、彼はつむっていたまぶたをそっと開く。

　彼の、澄み渡った瞳が、綺麗だ。

　トキメキが喉に詰まって、ドキドキと鼓動を刻む胸がたぎるように熱くなる。それでいて、泣きだしたくなるくらい切なくて……苦しい。

　どうしよう、私。慧さんのこと……。

　私はいつの間にか、この高圧的で意地悪な王子様に恋をしてしまったのかもしれない。
















第四章　揺れる恋心と信頼関係













　慧さんへの淡い恋心を自覚してから、毎日夢の中にいるかのように気分が浮ついている。甘い微笑みを浮かべた彼に『行ってきます』や『ただいま』と伝えられるような、日常の些細な場面でもときめいてしまって、心臓がいくつあっても足りないと思った。

　そんな、ふわふわとした心地で迎えた、慧さんの家で過ごす初めての週末。慧さんの家に居候を始めた夜に、〝ちょっとした食事会〟へ行くために予定を空けておいてと言われた金曜日だ。

　それにしても、ちょっとした……って、本当にどんな食事会なんだろう。

　ベッドの中で目覚めた途端、不安に悩まされる。

　それでも金曜日が始まってしまったのだから、腹をくくらなければいけない。私は朝の支度をするため、未だ慧さんが隣で眠るベッドからそっと抜け出す。

　すると、横から伸びてきた腕に捕まった。

「ひゃっ。け、慧さん……起きてたんですね」

　抱きしめられたとわかった瞬間、緊張で体がカチンと固まる。

　強張る首を動かして顔だけで慧さんの方を振り返ると、花が綻ぶような笑顔で「おはよう」と言われた。

「君がいなくなる気配がしたから起きちゃった。僕も起きようかな」

　彼は私のうなじの辺りに鼻先を擦りつけ、腰に巻きつけた腕の力を強くする。

　一緒のベッドに寝るようになってから彼は毎朝こんな調子で、朝から心臓がドキドキしすぎてしょうがない。

「いっ、いえ、慧さんはまだ寝ててください」

　私のせいで彼の貴重な睡眠時間を削りたくない。

　しかし、慧さんからは「うーん」という、どちらでもない答えが返ってきた。そのまま首筋にちゅっ、ちゅっとキスを始められてしまい、私はますます体を強張らせる。

　好きな人にこんなことをされたら、恥ずかしくてたまらない。

「……っ、慧さん」

　頬が熱く火照るのを感じながら、私はキュッと目を閉じて、その感触をやり過ごそうと耐える。

　同居を始めてから数日経っているものの、王子様に甘やかされるこんな朝には、まったく慣れる気配がなかった。

　ううっ。ここから抜け出して早く起きないと。朝食の準備が間に合わない。

　食事当番は恩返しのひとつ。この家で居候をさせてもらっている私の、譲れない部分だ。私は食パン一枚でも問題ないけれど、慧さんにはしっかり食べてほしい。

「もうっ。慧さんのために、朝食を作らせてください」

　ぎゅうぎゅうと私を抱きしめたまま逃がしてくれそうもない彼にそう抗議すると、彼はいっそう強く私を抱きしめた後、「そういうことなら仕方ないね」と拘束を解いてくれた。

　それから急いで自室へ行き、身支度を整える。

　一階へ降りてリビングルームのカーテンを開くと、早速朝食の準備に取りかかった。

「ところで、今日の予定のことだけど」

　朝食を食べ終えたところで、慧さんがそう切り出した。

　そうだった、今日は〝ちょっとした食事会〟の日だった……。

　忘れかけていた予定を思い出して固唾を呑む。

「今夜は十八時から食事会だから、十七時には迎えに来る。友人だけの集まりみたいなものだから、気張らなくていいよ」

　私の表情が曇ったのを見て、慧さんは優しく微笑んだ。けれど安心できるわけもなく、私はこくりと神妙に頷く。

「わかりました。えっと、どんな服装で行けばいいんでしょうか？」

　確か彼はあの時、『僕の婚約者として、隣に座っていてくれるだけでいい』と言っていたはず。ということは、友人だけのちょっとした食事だとしても婚約者が必要となるような場面なのだから、ドレスコードを確認しておいたほうがいいだろう。

「クローゼットの中にある、僕の選んだものを好きに着てくれたらいい。場所はホテル・エテルニタ東京の日本料理店。君も合わせてたった四人の食事会だから、君らしくしていたら大丈夫」

　彼はそれだけを伝えると、「行ってきます」と上機嫌で仕事に出ていってしまった。




　昼間に行われたペルラの定期レッスンを受講して帰ってくると、時刻は既に十六時を回っていた。

「ああっ、あと一時間しかないっ」

　パタパタとスリッパの音を響かせながら二階へ上がり、ゲストルームに駆け込む。

　着飾ったところで、私に慧さん個人の婚約者役が務まるかと聞かれたら、答えは『いいえ』だ。だってどう考えても一般庶民と彼とじゃ、釣り合いそうにない。

　しかし、これは彼と結んだ契約の一部。努力は惜しまないし、やり遂げる覚悟は十分にあった。

　ドレッサーの前に座って化粧道具を並べると手早くメイクを直し、チークブラシでピンクのチークをほんのりと色づくように薄く乗せた。

　続いてウォークインクローゼットの中から、午前中に『あれでもない、これでもない』と選んでいたワンピースを取り出す。

　ネイビーのミモレ丈ワンピースは、ボートネックになっており胸元の露出が少ないため、落ち着いていて清楚な印象がある。デコルテから五分丈の袖にはオーガンジー生地が用いられ、紫陽花をモチーフにした刺繍がウエストに施されていた。

　スマホで調べたところ、ホテル・エテルニタ東京の日本料理店はテーブル席のようだから、この洋服でも大丈夫だろう。

「ヘアスタイルは、うーん」

　ネイビーのワンピースと黒い髪なので、少し華やかにしたほうがいいかもしれない。

　早速ヘアアイロンで髪の毛を巻き直す。まずは後頭部の髪を緩く結んでハーフアップにしてから、毛束を内側にくるりと二回巻き込んだ。両サイドの髪をひねって、結び目の辺りでヘアピンで固定し、ニュアンスを出したら完成だ。

　すべてを整えたところで、青みの強いピンクの口紅を塗った。

　ペルラでは月に一度通常のレッスンとは別に、プロ講師を招待したヘアメイクのクラスが開かれる。希望するモデルはレッスン料を新たに支払い、自分自身のために腕を磨く。このメイクとヘアアレンジもそのクラスで習ったものだ。素人ながらなかなかいい出来栄えになったと満足した。

　時計の針は、そろそろ約束の十七時になろうとしている。

　慧さんの婚約者役としてできうる限りの努力はしたし、ドレスコードの問題はクリアできそうだけど……。立ち居振る舞いまでは、そうもいかない。

「どうか、本当に、隣に座っているだけでいいお食事会でありますように」

　指先を組んで、ドキドキしてきた胸に当てて祈りを捧げていると、ピンポーンとチャイムが鳴った。いよいよ、運命の時が近づいていた。




　玄関を開けて待っていてくれた慧さんに続いて、藤堂さんの運転する車に乗り込む。

　慧さんは会社に行ったスーツから着替えずそのままだ。といっても、彼はいつもオーダーメイドらしいブリティッシュスタイルのスリーピーススーツに、アスコットタイを結んでいるので、常に華やかな存在感があり格好いい。

　そんな彼は車に乗ってからずっと、ドアアームレストに左肘をついて指先で頬を支えながら、流し目を送るように私をジッと見つめている。

　もしかして、どこか変とか？　ま、まさか全部間違ってる？

「あの、私ホテルで食事会なんて初めてで……。こんな感じじゃ、ダメだったでしょうか」

　おそるおそる尋ねると、慧さんはフッと笑みをこぼした。

「ううん。可愛いなと思って見てただけ。これが僕のためだけのドレスアップだったらよかったんだけど。これからデートじゃないことが残念だよ」

　慧さんはまるで捕まえるように、私の左手を握り込んだ。薬指のエンゲージリングを確かめながらゆっくりと艶っぽい手つきで撫でられて、私は眉を下げて困惑する。

　彼はおもむろに私の手をすくい上げると、今度は指先に触れるだけのキスを繰り返した。その感触に指先が震えて、いてもたってもいられなくなる。

「今夜どんなことがあっても、僕の婚約者でいること。いいね？」

　慧さんはそう言うと、うっとりと目を細めた。

「は、い」

　あまりの熱視線に、まるで魔法にでもかかったかのようにぽーっとしながら、思わずこくりと頷いてしまう。

「いい子だ。僕の婚約者は世界中を探しても君だけだってこと、絶対に忘れないで」

　彼は握っていた私の手をグッと引っ張り、唐突に私を抱き寄せた。




　ホテル・エテルニタ東京の日本料理店に到着すると、慧さんの顔を見るなり着物姿の女性スタッフが丁寧に腰を折った。

「いらっしゃいませ。お疲れ様でございます。一番奥のお部屋をご用意させていただきました。先ほど藤堂様からお電話をいただいた通り、お食事代は常盤副社長宛にあらかじめご請求させていただきました」

「ありがとう。面倒なことをさせてごめんね」

　慧さんは優美な微笑みを浮かべた。

「い、いえ。お客様のご意向にお応えするのがわたくしどもの務めですから」

　彼女はほんのりと頬を染めながらもう一度頭を下げ、「こちらでございます」と、美しく揃えた指先を廊下の方へ向けた。

　案内される慧さんの数歩後ろをついていきながら、私はそっと店内を見渡す。

　テーブルやカウンターは黒を基調にした厳かな内装で重厚な印象を受ける。床には黒い御影石が使用されており、奥一面に広がる窓からは荘厳な日本庭園を臨める。太陽に照らされた緑が青々と茂るそこには、涼やかな滝があった。

　どうしよう。腹をくくってきたものの、やっぱり怖い。

　雅やかな音楽が空間を邪魔しないように流れている中、私は自分の呼吸音ひとつも気になってしまうほど緊張がピークに達していた。

　胸に右手を当て、静かに深呼吸を繰り返す。

　案内されるがままに廊下を進んでいると、目的地らしい最奥の個室へとうとう辿り着いてしまった。

　私はごくりと固唾を呑む。どんな食事会なのか不透明だからこそ、モデルのオーディションを受ける時以上に、心臓の鼓動が激しい気がする。

「末すえ永なが様、失礼いたします。副社長がお見えになりました」

　スタッフの女性によって扉がすべて開かれた途端、中から「おおっ慧くん、久しぶりだね」と年配の男性の声が聞こえた。なんとなく、どこかで聞いたことがあるような気がする。

「お久しぶりです、末永議員」

　えっ、末永議員!?　どうりで聞き覚えのある声だ。恰かっ幅ぷくのいい六十代半ばの衆議院議員をテレビで見かけない日はない。

　でもなんで？　まさか末永議員が友人なの？　末永議員に私を婚約者として紹介しなくちゃいけない食事会って、いったい……。

　どうしようもなく戸惑っている間に、女性スタッフが一礼して去っていく。

「ひとりかね？　常盤社長は？」

「やはり父は都合がつかないそうで」

　慧さんは心底残念そうな声音で肩をすくめる。

　どうやら部屋の中の男性には、まだ私の姿が見えていないらしかった。

「そうかい。忙しい者同士、いつもなかなか都合が合わずに残念だ。さあ、入って座りなさい。今夜はご馳走するよ」

「その前に。今日は僕の大切な人を紹介させてください」

　私の困惑をよそに、慧さんは何食わぬ顔で室内に足を踏み入れる。

「大切な人？　誰かね」

　末永議員が怪け訝げんそうに返答する。その語調は静かに怒っていると言ってもいい。

　この不穏な空気の中、彼の後をついていける勇気はない。私は壁に張りつきたい思いで、じりっと後退りする。

　室内にいた慧さんは再び廊下へ出てくると、恐怖で足がすくむ私の肩を抱き寄せて、「大丈夫」とこの場に似合わぬ優しい声音で耳元に囁いた。

　ぜ、全然大丈夫じゃない！

　この空気の中、もしかしなくても私を紹介するの？　完全にお呼びじゃないし、私が参加してもいい雰囲気の食事会でもないっ。

　そんな胸中のクレームもむなしく、慧さんは私を勢いよく招き入れる。

「彼女が――」

　刹那、明るい室内の光が目に飛び込んでくる。低めのヒールを履いてきたのに、がちがちに固まった体のせいで数歩よろめいた。

　咄嗟に彼が逞しい腕を私の腰に回し、支えてくれる。

「僕の愛する大切な人。婚約者の琴石結衣さんです」

　慧さんは壮絶な色気を伴って、唇に弧を描いた。

　室内の空気が凍りつく。

　私は笑顔でも困惑でもない歪いびつな表情で、「初めまして」と蚊の鳴くような声を発して、ギクシャクとお辞儀をした。

　誰も言葉を発さず、沈黙が広がっている。

　ここで顔を上げるのはためらわれるが、いつまでも下げていたって埒らちがあかない。ええい、もうどうにでもなれっと顔を上げれば、奥の席に座っているふたりの姿に、私は驚きで目を見張ってしまった。

　奥の窓際に座っている男性は、先ほど彼に『慧くん』と呼びかけていた末永議員。その隣には、扉側には予想もしなかった人物――人気女優の末永彩あや香かさんが座っていた。

　濡ぬれ羽ばのような黒髪に涼しげな目元、すっと通った鼻筋、ヌーディーで控えめな唇という純和風の顔立ち。そんな彼女の真紅の振袖姿は、誰が見ても『こんな綺麗な女性は見たことがない』と感嘆せずにはいられないだろう。

　確か彼女は、数年前に公開された『砂さ上じょうの楼ろう閣かく』という映画で主演女優賞を受賞している。年齢は慧さんと同じで今年二十八歳になる……末永議員の愛娘。

　と、そこまで考察してはたと気がつく。

　こ、これって、お見合いじゃないの？　まさか彩香さんとのお見合いを断るために連れてこられたってこと!?

「いったいどういうことだね、慧くん。約束が違うじゃないか」

　末永議員が腹の底から唸うなるような声を発した。

　国会で他の議員へ怒声を浴びせている時と同じ表情でギロリと睨まれ、私は心臓が握りつぶされそうな気持ちになる。

「約束ですか？　なんだったかな」

　慧さんには末永議員の強烈な睨みなど効いていないようで、とぼけた表情で小首を傾げた。そのままなに食わぬ様子で、私を席へエスコートする。

　私は「失礼いたします」と小声で呟きながら、彩香さんの前の席に腰かける。ドキドキと体中の血管が脈打つのがわかるほど、緊張感がひどい。

　おずおずと視線を上げると、彩香さんも激しく困惑した様子で私を見ていた。

「慧さん、なぜ婚約者なんて……」

　彼が私の隣に着席すると、彼女が震える声で尋ねる。

「幼馴染に、僕の愛する人を紹介しておきたくて」

　慧さんは邪気のない優雅な微笑みを浮かべた。

　そこでようやく、目の前に座るおふたりと慧さんの関係性が明らかになる。彩香さんは慧さんの幼馴染で、末永議員はその父親。もしかすると、家族ぐるみの付き合いがあるのかもしれない。

　人気女優が幼馴染だなんて、彼はいったいどんな少年時代を送ったのだろうか。少し知りたいような、知りたくないような、なんとも言えない気分だ。

　慧さんの言葉に、末永議員は怒り心頭という顔でこちらを睨みつけている。

　この場の険悪な様子に、偽りの婚約者でしかない私は縮こまりたかったが、せめて少しでも〝慧さんの婚約者〟らしく見えるよう、背筋をピンと伸ばした。

「失礼いたします。前菜をお持ちいたしました」

　声かけから一拍、先ほどの女性スタッフが入室する。前菜が乗った御膳を私たちの目の前にそれぞれ置くと、「手前から海老の――」と説明してくれる。しかし気が張りすぎているせいか、私の耳にはまったく入ってこない。

　スタッフの女性が部屋を出ていったところで、末永議員が盛大な咳せき払ばらいをした。

「うちの娘には三十まで女優をやらせるから、その後はぜひ慧くんにもらってほしいと伝えていたはずだが」

「僕の答えはいつだって、『もしも運命がふたりを結びつけるなら』だったはずですが？」

　慧さんの返答に、末永議員は鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をした。しかしすぐに、そんなことは聞いていないと言わんばかりに、「だから、そういう約束だっただろう。慧くんの許いいな嫁ずけはうちの娘だ」と声を荒らげる。

　い、許嫁？　慧さん、許嫁がいたの!?　お見合いどころか、許嫁と婚約破棄するために同席させられていたなんて！

　私は驚きで口を覆いたくなるのを、すんでのところで我慢する。

「してもいない約束を、約束だと主張されても困りますね。大体、常盤家には末永家と政略結婚するメリットがない」

　慧さんは末永議員にそう言い切った。その言葉に、はたと気がつく。

　なんだ、そういうことか。独占契約で提示された同居や婚約者という内容は、私を育てるためだけじゃなくて、彩香さんという許嫁との婚約を破棄するのに〝婚わ約た者し〟という存在がちょうどよかったから。……あの契約内容には、彼のメリットもちゃんとあったんだ。

　わずかに痛む胸に気づかないフリをして、私は慧さんを見上げる。

　彼はそんな私の肩に、慈しむかのように優しく手を添えた。

「僕と運命の糸で結ばれていたのは結衣です」

　慧さんが浮かべた無邪気さすら感じる晴れやかな表情に、末永議員が絶句する。

「じゃあ、なんだね。そこの彼女は君にとって結婚するに値するメリットがあるというのか」

「ええ、もちろん。彼女にはその価値がある。常盤家は彼女のおかげで栄華を極めることでしょう。末永先生にもその知らせはすぐに届くかと」

　フッと鼻で笑うように答えた慧さんに、私は内心慌ててしまう。

　だって、末永家と比べたら琴石家は本当にただの一般家庭だ。末永議員の持つような人脈や権力だってないし、私は下っ端の無名モデルで、彩香さんの持つ美貌や芸歴の足元にも及ばない。し、調べられたりしたら大変なことになる。

　しかしそんな私の心配をよそに、慧さんは澄まし顔だった。

　末永議員はすさまじい剣幕で立ち上がる。

「数年前、君がエテルニタを立ち上げた時に娘にくれたネックレス、あれはどういう意味だったんだ！」

「あれはただの記念品です。僕がデザインしたダイヤモンドのネックレスを設立記念パーティーで配ったのですが、おふたりはご欠席でしたので、ご自宅に送らせていただきました」

　長きにわたりエテルニタ・ホテル＆リゾートをゴルフ休暇でご利用いただいているので、そのお礼です。

　そう続けた彼は「なにか勘違いされていませんか？」と笑顔を浮かべた。

　真っ赤な顔でわなわなと震えた末永議員は、黒革の鞄を掴んで大きく息を吸う。

「慧くん、君には失望したよ。私を敵に回したこと、いつか後悔するといい！」

　出された料理にはいっさい手をつけず、部屋を揺らすような怒号と共に末永議員は部屋から出ていってしまった。

　慧さんはやれやれと肩をすくませる。

　彼は最初からこれを計画していたから、お料理代の先払いをお願いしていたのかと納得した。

「……と、いうことだから。いいかな？」

　息苦しい沈黙が降りた室内で口火を切ったのは、やはり慧さんだった。

「私は、慧さんと結婚できないんですね」

　ひとり残された彩香さんは、怒るでもなく泣きわめくでもなく、ただ真っ暗な表情で慧さんを仰いだ。

「そうだね。幼馴染ではあるけれど、許婚になった覚えはないかな。もちろん、そんな約束をした覚えもない」

　静かに告げた慧さんに、「でも」と彩香さんが言い募る。

「私は小さな頃から父に『お前は慧くんと結婚するんだ』と言われて育ちました。三十歳までは清廉潔白な女優を続けて、それから慧さんと籍を入れるものだと、ずっと思っていました。それを、こんな急に……」

　彼女は戸惑うように私を目に映す。

　私は「うっ」と言葉を詰まらせた。人気女優のオーラに圧倒されて、さらに居心地が悪くなる。

「知っていて、知らないふりをしていたんですか」

　彩香さんが静かに畳みかける。

「まさか。今回こうして、彩香さんのお父様にパーティー以外で初めて『個人的な食事会をしよう』なんて誘われて、彼がなにか勘違いしてるんじゃないかと気がついた。僕のためにも、彩香さんのためにも、早めに〝僕の愛する婚約者〟を紹介しようと思ったんだ。出すぎた真似をしちゃったかな？」

　慧さんは王子様然とした態度で、優雅に首を傾げた。

　彩香さんの肩が震えている。唇をギュッと噛みしめ、彼女は生まれた感情を耐え忍んでいた。その姿は、テレビや映画で見る彼女の姿とはまったく違った。

「……私は。……許嫁も、将来の家庭に対する夢もなくした私は、これからどうしたらいいんですか！」

　そして、感情を爆発させるように叫んだ。

　彼女の切実な声に、胸が痛くなる。

　偽りの婚約者でしかない私は、必死な表情で訴える彼女の前にいていい存在ではなかった。だからといって、許嫁だと主張する彼女を応援することもできない。

　慧さんはなんて言葉をかけるんだろうか。そう思って、チラリと彼をうかがう。

　彼は不機嫌そうな態度で、その長い足を組んだ。

「さあ？　君の人生なんて、僕の人生にはまったく関係ない。幼馴染だからといって、今は友人というほどの関係でもないし。君と君の父親の人生に僕を勝手に巻き込まないでくれるかな」

「……っ」

　少しイライラしたような口調で言い切った彼に、彩香さんは絶句する。

　慧さんは、はあーっと大きくため息をついた後、「じゃあ、自由にしたら？」と呆れた声を出した。

「自由に……？」

　彩香さんはまるで雷に打たれたように目を丸め、パチパチと瞬きをする。

「そう、自由に。君が思っているより世界は広い。こことは違う世界を見て、君も、唯一だと思える人を探したらいい」

「唯一だと、思える人」

　慧さんが告げた言葉を、彩香さんがそっと呟く。

「それが慧さんにとっては結衣さん、だったんですね。……うらやましいな」

　彼女はいつもテレビのバラエティー番組で見せるような、ちょっとお茶目な笑顔を見せた。その言動に、思わずドキリとしてしまう。

　本当に、慧さんの唯一だと思える人、に、なれたら……いいのに。

　心に浮かんだ言葉をかき消し、最後まで慧さんの婚約者らしく振る舞おうと、私は彼女へ無理やり作った笑みを向ける。

　彩香さんはなにかを決意したように席から立ち上がると、丁寧に頭を下げた。

「今まで、父が大変失礼いたしました。私も、今日はこれで帰らせていただきますね」

　彼女は凛りんとした表情で告げる。真紅の振袖を翻すと、足早に部屋を出ていった。

　私と慧さん以外がいなくなった室内で、私は「はあぁ～」と脱力するように息を吐いた。緊張が一気に解けて、四人分の御膳が乗ったテーブルに思わず突っ伏す。

「ふふっ、お疲れ様。君のおかげで助かったよ」

　先ほどまでとは違う優しげな口調で、慧さんが私の背中を撫でた。

　私は「もうっ」とふてくされたように唇をとがらせる。

「慧さん、今夜は〝ちょっとした食事会〟って言ってたじゃないですか……。まさか婚約破棄のために同席させられたなんて。とんでもなく大きな嘘をついてしまった気がします」

「婚約破棄とは大げさな。彼女はそもそも許嫁じゃないし、幼馴染といったって、幼稚舎から大学までが同じ学校だったってだけで、パーティー会場でしか会ったことがないような曖昧な仲なんだ。それに、『大きな嘘』じゃなくて『人助け』って言ってほしいな」

　慧さんは眉を跳ね上げて不服そうな顔をした。

　私は背筋を正して、慧さんに向き直る。

「それ以前に、慧さんが悪いんですよ？　最初からちゃんとお断りしないから」

　そんなお返事ばっかりしてたら、いつか女性に後ろから刺されちゃうんじゃないですか？　とは言わないでおく。

「パーティーでお酒を飲んで気が大きくなった末永議員の社交辞令に、当たり障りのない社交辞令で返していただけだよ」

　慧さんの顔には『面倒くさい』と書いてあった。

　そういえば、今日私が座っている座席は、元はといえば慧さんのお父様が座る予定だった場所だ。都合がつかずに欠席ということだったけど、お父様はこのことをどう考えているのだろうか。

「あの、このこと、慧さんのお父様は……？」

「『お前がお得意様と結婚して、ホテル・エテルニタを訪れるお客様にはなんの利益になる？』」

「へ？」

　突然声を低くして厳つい表情をした彼に、呆あっ気けにとられる。

「僕も父には同意見だ」

　なるほど、常盤家の血は強烈らしい。

「じゃあ、末永議員に『常盤家は彼女のおかげで栄華を極める』って宣言していたのは、エテルニタの重要な広告が成功するという意味だったんですね。私の父は普通のサラリーマンで、母は専業主婦なので、もしも調べられたりしたらどうしようって内心慌てちゃいました」

　そう苦笑すると、慧さんが「残念、不正解」と口元を緩める。

　彼はまるで壊れ物を扱うような手つきで、おもむろに私の頬へ優しく手のひらを滑らせた。

「もしも結衣と結婚できたら、きっと幸せだろうね。そしたら僕も、君のために仕事を今以上に頑張れるだろうから……ホテル・エテルニタやEternitaのお客様にも、さらにご満足いただけるようになる。社員の給料もアップするかもしれない。つまり、君を愛して暮らせるなんて、僕にとっては利益しかないんだ」

　そう言って彼は「末永議員はそれをどんな意味で捉えたかわからないけどね。嘘は言ってないよ」と私に微笑みかけると、まるで眩しい光を見つめるように目を細めた。

「さて。夕飯はどうしようか。気分転換に、別のところへ食べに行く？」

　ひとつ手を打ってこの場にあった空気を霧散させた慧さんに尋ねられ、私はテーブルの上の御膳へ眼線を移す。

　今日も朝から動き回ってお腹は空いていたはずなのに、この素敵な料理を見ても食欲が湧かない。それどころかむしろ鈍痛がする。だけど……。

「別のところじゃなくていいです。お店のほうも次のお料理を準備してるでしょうし、お金も払っているので。私は、これで」

　食べ物もお金も粗末なことはできない。私はその大事さを知っているのだ。

「遠慮しなくてもいいのに。でも、君がそう言うのなら」

　さすがに部屋は変えてもらおうかな、と彼は悪戯っぽく微笑んだ。




　慧さんの婚約者として過ごす日々も、十日が過ぎようとしていた。

　あの食事会の夜から約一週間……ずっと胸の内がもやもやとしている。彩香さんが許婚ではなくなったといっても、やっぱり慧さんに釣り合うのは政治家の娘や有名女優だと、心の奥底で感じてしまった。

　幼稚舎から一緒だったと話していたけど、ふたりはどんな青春時代を送ったのだろうか。

　慧さんのことを、もっと知りたい。できれば、誰よりも。

　そう思うのに、食事や買い物などどこへ行っても、慧さんを心待ちにしていた女性従業員たちに囲まれてしまう様子を見て、胸が切なく痛む。

『本日のお召し物は私がお勧めさせていただいたものですよね。お召しいただけて嬉しいです』

『あれ？　そうだっけ。よく覚えてたね』

『常盤様がご購入されたお洋服は、すべて頭に入っていますから』

　そんな会話だけで、胃の辺りがギュッと掴まれたように重くなる。

　これが慧さんではなく他の誰かに対する会話だったら、素直に『素晴らしい店員だな』と感心していたと思う。けれど、それができない。

　憧憬の眼差しで見つめる彼女たちは、きっと私の知らない慧さんの日常や嗜し好こうをたくさん知っているのだろう。それに比べて私は、初めて聞くことばかり。慧さんのクローゼットの中身だって見たこともない。

　彼女たちが頬を染めてよき理解者の顔をするたびに、ひどく苦しくなる。

　これ以上彼のことを好きになって、傷つきたくない。

　それでも理性では抑えられない場所で、真っ白だった蕾が鮮やかな桃色に色づき、日に日に膨らみを帯びていく。叶わぬ恋とわかっていながら、心のどこかで、どうしたら慧さんに振り向いてもらえるだろうか？とあれこれ考えている自分がいた。

　……ううん、そんなことすら考えちゃダメ。自分の立場をわきまえないと。私は、ただの居候みたいなものなんだから。

　そう強く自分に言い聞かせる。

　余計なことを考えないよう、毎日家事に集中した。




　慧さんが会社へ出勤した後に食器を洗い、洗濯物を干す。

　事務所のレッスンやカフェのアルバイトがあればそれに向かうのだが、今日はエテルニタ銀座本店ビルにて第二回目の撮影日だ。

　最初はウォークインクローゼットを右往左往しながら、今日着ていくための洋服を探していたのに……。いつの間にか思考が再び慧さんのことでいっぱいになっていたことに気がついて、かぶりを振る。

　迫る時間を確認し、初夏を思わせるようなハイウエストのワンピースに急いで着替えた。それから全身鏡の前に立って、どこもおかしなところがないか確認しながら、ふと自分の顔を見つめる。

　慧さんにひっそりと恋をしてから……なんだか少しだけ、顔つきが変わったような気がする。以前よりも透き通っているというのだろうか。幸福そうな雰囲気を醸し出しているような。

　自分で言うのもおかしな話だけれど、まとっている空気感が別人のように華やかになったような印象を抱く。骨格さえ変わったように見えた。

　こういうのを、〝恋をしている顔〟というのかな？

　悔しいけれど、慧さんの言う通り。恋をしている表情は今までの私とはまるで違うと思った。

　慧さんの望むような婚約者の顔、ちゃんとできてるかな？　今度は慧さんに、褒めてもらえるかな……？

　左手の薬指には慧さんからプレゼントされた、エテルニタのエンゲージリングがキラリと光る。それを見るだけで、まるで本当に慧さんに大切にされているような、愛されているような不思議な安心感に包まれて、ふわふわとした夢心地が、私を幸せな気持ちにした。

　再び鏡の中の自分と視線が合い、ハッと我に返る。……なに、考えてたんだろう。慧さんはエテルニタが大事なだけで、私たちは誓約書で結ばれているだけの偽りの婚約者だって、わかっているのに。

　ここへ来た当初は、できる限り早く表現力が向上したことを認めてもらって、ここから出ていきたかった。でも今は、契約期間の二ヶ月が終わらなければいいとさえ思い始めている。

　奇跡のような出来事が起きて、慧さんが契約終了と言いださなければいいのに。

　そう思ってしまうほど……この指輪が、私に〝婚約者〟としての勇気をくれることは確かだった。




　準備を終え家の前に出て待っていると、慧さんが予め予約してくれていたタクシーが到着した。タクシーに乗り込み、銀座にあるエテルニタの本店ビルへ向かう。

　先日は店舗での撮影だったため早朝からのスタンバイが必要だったが、今日はオープンしていないフロアだけでの撮影なので、開始時間は正午からだった。

　マネージャーの小野寺さんからは【現地集合】とメールで連絡があった。

　前回の撮影では小野寺さんが迎えに来てくれることをあんなに喜んでいたくせに、現地集合と聞いて、朝のお迎えを断る口実をアレコレ考える必要がなくなってよかった、と少しホッとしてしまったのは内緒だ。

　しかし現場ではさすがに顔を合わせることになってしまう。

　……この前のことはなんと言ってかわそう。慧さんに『僕が琴石さんを送っていくよ』なんて嘘でごまかしてもらったままだ。どんな言い訳をしたら、慧さんと個人契約を結んだことがバレないで済むだろう。

　家が近かったから、ついでに送ってくれることになったとか？　それとも、アドバイスをしてもらうために食事に行くことになって？

　どれもダメだ。マネージャー抜きでクライアントと外出すること自体、事務所規定に引っかかってしまう。

　と、とにかく。小野寺さんを納得させてうまく切り抜けないと！

　事務所自体を解雇されてしまったら、意を決して飛び込んだ意味がなくなってしまう。それでは本末転倒だ。

　小野寺さんに不意打ちで質問されるのを防ぐために、現場に入ってすぐさま彼を探してみる。

　しかし彼の姿は見えない。絵コンテには確かに新郎新婦の様子が描かれていたのだが、スタッフも小野寺さんの現場入りを待っている雰囲気ではない。なぜだかわからないが、どうやら彼は呼ばれていない様子だった。

「おはようございます、本日もよろしくお願いいたします」

「おはようございます。まずはメイクからさせていただきますね、こちらへどうぞ」

　前回と同じヘアメイクの富田さんに、以前も使用したオーダードレスショップのフィッティングルームに案内される。

　今回の撮影内容を確認しながらメイクを施してもらい、ヘアセットを終え、用意されていた衣装に着替えた。




　今日の撮影内容は、『オーダーウェディングドレスのデザインを決めるシーン』と『出来上がったドレスを試着するシーン』なので、前回よりは短い時間での撮影になる。

　まずは台本にある絵コンテ通りに、花嫁役の私とコンシェルジュの女性が一緒に動き、カメラの入らないドライリハーサルが始まる。

　それから立ち位置やカメラ映りを確認するテストリハーサルを何度か行い、ディレクターやカメラスタッフの映像チェックが入った後、「チェックオーケー！」のかけ声があがった。

「それでは琴石さんのテスト本番いきまーす」

　オーダードレスショップのフロアで、コンシェルジュの女性と好きなデザインのドレスを手に取り、代わる代わる試着する。

　本物の花嫁は気に入ったドレスのデザインをもとに、エテルニタ専属のドレスデザイナーへデザインの希望を伝え、素材や雰囲気などを打ち合わせすることになる。

　デザイナーがその場で画用紙に描き上げていくドレスは、どれも見事なものばかりだった。

　サラサラと画用紙の上に生まれる鉛筆の柔らかな黒い線を見つめながら、ふと、さっきはなぜ『テスト本番』と言われたんだろう？と疑問が浮かんだ。

　テスト本番ということはリハーサルのようなものになる。不備がなければムービーもスチールも使用される可能性はあるが、それでも前回はテスト本番はせずに本番で回していた。

　小野寺さんがいないことが関係してるの？　新郎役は別撮り？　ひょっとして風邪？　それとも他になにか来られないほどの事情があったのだろうか。

「カット！　琴石さん、真剣な表情よりも笑顔でお願いできますか？」

「申し訳ありません。もう一度お願いいたします！」

　ディレクターから注意を受けて、かぶりを振る。

　いけない。集中しなきゃ。

　どんな理由でテスト本番になったにせよ、私がやるべきことは、今この瞬間に全力で挑むことだけだ。




　撮影は順調に進んだ。

　純白のウェディングドレスからカラードレスまで、既に出来上がっていたオーダーウェディングドレスを着て、最終仕上げのフィッティングシーンを撮影する。

　最後に身にまとった上品なエメラルドグリーンのウェディングドレスは、見惚れてしまうほど素敵だった。

「琴石さん、前回よりも綺麗になりましたよね。ビックリしちゃいました」

　撮影終了後、フィッティングルームでドレスを脱ぐのを手伝ってもらっていると、富田さんが明るい口調で切り出した。

「へ？　そうですか？」

　私服へ着替えながら彼女の方を振り返る。

　エメラルドグリーンのドレスを抱きしめるようにして抱えた彼女は、何度も強く頷く。

「本当に全然違います！　前回もよかったんですけど今日の琴石さんを見ちゃうと、前回のは違ったんだなと感じました。今日の琴石さんは表現力の幅が広がって、幸せいっぱいの花嫁さんって感じがしてすごく好きです」

「そう言っていただけると嬉しいです」

　私ははにかむような笑顔を浮かべた。

　慧さんの特別授業は恥ずかしいし、意地悪だし、正直に言えばただ翻弄されているばかりだ。でもこんなに違うと褒めてもらえるのだから、彼が言う通り婚約者として過ごすことで表現力を向上させる方法は、やはり正しかったのだろう。

　ちょっぴり悔しいけれど、誰かに認めてもらえることはくすぐったくて心地いい。

「なんとなく常盤社長が怒っていたのがわかりました。きっと社長は琴石さんの宣材写真やブックを見た上で、この前の琴石さんは違う！って思われたんでしょうね。すごいな」

　富田さんの言葉に、そうであったらいいと思う。

　慧さんが私に眠る魅力を見出してくれていて、その成長を期待し、見守ってくれているのなら……。どれほど光栄なことだろう。

　私は慧さんの気持ちが嬉しくて、誇らしくて、面映ゆかった。




　ドレスを片付ける富田さんとしばらくの間談笑し、挨拶をしてからフィッティングルームを後にした。

　現場にいるスタッフたちに「お疲れ様でした」と挨拶をしながらフロアを歩く。

　通りに面する窓の外は、夕焼けと夜空の境界線のような赤と青のコントラストが美しい。

　……もうすぐ十九時か。慧さんは確か『今夜は帰りが遅くなる』って言ってたっけ。

　夕飯はなにを作ろう？　ハンバーグにしようかな。

　献立を考えながら美しいウェディングドレスが並ぶ通路を通り、受付の前へ来た時。

「次のリハーサル撮影、媛乃さん入りまーす！」

　エレベーターの前にいたスタッフが大声で叫んだ。

　……え？　媛乃ちゃん？　リハーサル撮影ってどういうこと!?

　ハッとして、エレベーターの方へ視線を走らせる。

　まさかとは思うが、ペルラでは芹沢さんを筆頭に代役の件で話がまとまったのだろうか。しかしそんなことがあれば慧さんが反対するはずだ。だってこの企画は、私が〝常盤社長〟から直々に契約続行を言い渡されている。

　できれば、聞き間違いであってほしい。

　しかし私の願いもむなしく、到着したエレベーターからはふたりの女性が降りてくる。

　パステルカラーのワンピースに、可愛らしいハイヒール。私が絶対に勝てない、誰もが共感してしまうような魅力を持った天真爛漫な人懐っこい笑顔。

「おはようございまぁす！　ペルラ所属の媛乃です。本日はよろしくお願いいたします」

　自信満々に胸を張って元気に挨拶をした媛乃ちゃんと、彼女のマネージャーである芹沢さんは満面の笑みを浮かべながらフロアへ足を踏み入れた。

　媛乃ちゃんが……どうして、ここに。

　不測の事態に、その場で硬直してしまう。状況がまったく飲み込めない。呼吸がうまくできず、吸い込んだ空気がひゅうっと喉で鳴った。

　すると、私を見つけた媛乃ちゃんが、「結衣ちゃーん！」とこちらへ手を振りながら駆けてきた。緩くウェーブがかった栗くり色いろの髪が彼女の肩先でふわふわと軽やかに跳ねる。

　近づいてくる恐怖に、自ら手を振り返す余裕なんかない。

　私は顔面の筋肉をぎこちなく動かし、辛うじて笑顔を作る。貼りつけたような表情は、きっと私の余裕のなさを相手にも伝えてしまっているに違いなかった。

「おはよう、琴石。……あら？　どうしてって顔ね。この仕事は、本来あなたのようなモデルがオファーされるものではないからよ」

　ヒールを鳴らしながら目の前までやってきた芹沢さんは、私を見下したような表情で言い放った。

　あまりの正論に、言葉が詰まる。

　確かにあの日あの会議室に私が飛び込まなければ、本来ならば別のモデルがオファーを受けていたのかもしれない。それを無理やり『ください！』とかけ合ったのは、他でもない私だった。

　途端に萎んだ自信に、弱々しく視線が泳いだ。

「あなたがこのまま、エテルニタの花嫁の座に居座るのは認められない」

　芹沢さんは、喉の裏から出ているんじゃないかと思うような特徴的な猫なで声で言った。慈しみを携えて媛乃ちゃんの肩に手を添える。

「だから私が社長にかけ合って、コンペをしてもらうことになったの。今日撮影したふたり分のスチールを、エテルニタのプロモーションチームが審査することになっているわ」

　芹沢さんの言葉に戦慄する。

　今日はそのコンペ用のスチール撮影が中心だったから〝テスト本番〟という扱いだったのか。新郎役の小野寺さんが現場入りしていなかったのも、そのため。

　すべてを理解して、頭から大量の水を被ったように全身が冷たくなる。嫌な汗が吹き出すのがわかった。

「先月の有名衣料量販店のオファーも、急だったけど琴石から媛乃に変更して正解だった。だから今回も私は媛乃を推すわ。彼女こそ、この役柄にふさわしい」

　芹沢さんが「ねえ媛乃？」と優しく呼びかける。

　彼女の隣で、媛乃ちゃんがパッと世界が華やぐような笑顔を浮かべた。ぱっちりとした黒目がちの瞳が輝き、ベビーピンクの唇から無邪気な白い歯がのぞく。

「結衣ちゃんのお仕事、私がもらうね？」

「そ、んな……っ」

　知らなかった事実が多すぎて、目の前が真っ暗になる。

　先月の仕事は直接オーディションを受けて決定したわけではないので、事務所側でオファーの調整をされたからといって、私のような売れないモデルが文句を言う権利はない。クライアント側からも結局、媛乃ちゃんでオーケーが出ているのだからなおさらだ。

　今回の企画もオーディションが開催されたわけではないため、同じと言えば同じだけど……。

　この仕事は私が直接〝常盤社長〟と交渉をして、〝常盤社長〟の提示した条件をのんで、誓約書にサインもした。

　その証拠に、現在は慧さんの家で生活している。

　エテルニタグループの中で王様のような絶対的な地位と権力を持っている〝常盤社長〟に、逆らえる人なんか誰もいない。王様が続投を決めた琴石結衣を降板させろなんて、ペルラ側が言えるわけないはずだ。

　彼は甘くて時に意地悪だけれど、あんな契約までして嘘をつくような人じゃない。だから私は慧さんが媛乃ちゃんを断ってくれるって、信じてる。

　焦点が定まらずに揺れていた瞳にキッと力を入れ、芹沢さんを正面から見据えた。

「そんなこと、常盤社長は許さないはずです」

　こんな強気な視線でマネージャーを見たことはなかった。緊張感を帯びた心臓がドクリ、ドクリと不吉な脈を打つ。

　対して目の前に佇むふたりの女性は、私のような緊張感はこれっぽっちも感じていなかった。媛乃ちゃんと顔を見合わせた後、芹沢さんは首を傾げる。その顔には『あなたはバカなのね』とハッキリ書いてあった。

「その常盤社長からオーケーをもらっているのよ」

　……え？

「早く帰りなさい。まあ、いい経験ができたじゃない？　お疲れ様」

　芹沢さんが私の肩を掴むように叩く。

　その横を軽やかな足取りで媛乃ちゃんが通り抜けながら、「結衣ちゃん、お疲れ様でーす」と可愛らしい笑顔で手を振った。

　頭の中が真っ白になった。茫ぼう然ぜん自じ失しつで立ち尽くす。

　〝常盤社長〟から？

　そう聞かされて、深い悲しみが胸中を覆う。

　あんなに一緒に過ごしているのに信頼されていなかったなんて。もしかして慧さんは、私の表現力の成長も、本当は期待していないの……？

　彼の甘やかな優しい笑顔が脳裏に浮かぶ。

　大切なものでも愛でるみたいに口元を緩め、双眸が眩しそうに揺らぐあの瞬間に、彼はいったいなにを思い浮かべていたのだろうか。

　勝手に好きになったくせに、勝手に裏切られたような気になっている。ひどいショックで胸が張り裂けそうに痛い。苦しいほどの悲しみがあふれ出て全身を巡り、体内ではドクドクと恐怖に怯おびえる心臓の音が反響していた。

　じわじわと眼球が熱くなり、鼻の先がツンとする。

　……泣いたら負けだ。

　うつむいたまま歯を食いしばりながらフロアを早歩きで進み、エレベーターの下降ボタンを押す。

　少し待っていると到着音がしてドアが開いた。

　一刻でも早くこの場から立ち去りたくて、エレベーターに駆け込むと、視界いっぱいに紺色のストライプスーツが広がった。

「おっと！」

「きゃ、ごめんなさいっ」

　咄嗟に離れようとしてつまずいた私を、前方から伸ばされた逞しい腕が支える。

「大丈夫か。現場では走らず、前をちゃんと確認しろ」

　低く冷淡な声音に、私は顔を上げる。

　ぶつかってしまった相手は、今日ここに来るはずのない新郎役――小野寺さんだった。

「すみません」

　謝罪してから、思わずうつむく。たったひとりの信頼できるマネージャーなのに、この件について連絡をくれなかった彼を、今は素直に直視することができない。

　開かれていたエレベーターのドアが自動で閉まった。

「お前を迎えに来たんだ。帰れそうか？」

　小野寺さんはいつもと変わらぬ様子で私に問いかける。

　こんなふうに普通にしているけれど、彼は今日起きた出来事のなにもかもを知っているのだろう。そう思うと悲しくなった。

　私のことについて、ペルラではなんて言われているんだろう。エテルニタでは、なんて言われているんだろう。

　恋愛経験がなく、表現力がないから使いたくないとか？　媛乃ちゃんと比べて仕事の経験値も少なくて、将来性は見込めないとか？

　小野寺さんも慧さんも。誰も、私のことなんか期待してない……。

　視界が水面の中のように揺れる。

　慧さんの求める表現をできていない自分が、悔しい。

　声が出ないように必死で唇をつぐむ。しかし、小刻みに震える肩を止めたくても、筋肉が言うことを聞かない。

　眼球を覆う水の膜が今にも崩壊しそうなところを、ここにいる誰にも見られたくないのに。

　ぱた、ぱた、とハイヒールの爪先に涙が落ちた。

「どうした。おい、泣くな」

　私だって、泣きたくて泣いているわけじゃないです！　そう言いたいのに、喉の奥に言葉が詰まってすべて嗚お咽えつになる。

　小野寺さんは焦ったように私の肩へ手を伸ばした。

「芹沢さんの件は止められなくて悪かった。だがお前のマネージャーとして、俺はあえてお前に伝えない選択をしたんだ。お前はすぐにプレッシャーにやられるから、不自然な演技にならないように……」

　私を慰めるように事のあらましを話してくれたが、今さらなにを聞いても事務所側の都合のいい言い訳にしか聞こえない。

　もし本当に小野寺さんがそう思っていてくれたのだとしても、スカウトしてくれたマネージャーにさえ信頼されていないモデルという事実を突きつけられただけだった。

　第一下っ端モデルなのだから、現場で他のモデルに取り替えられることには慣れている。

　私物の衣装が足りなくて。自分でできるヘアアレンジのレパートリーが少なくて。スタッフとすぐに打ち解けられずコミュニケーション不足で。今までだって何度も、そうやってわずかな役を降ろされてきた。

　それでも、この仕事だけは……慧さんが任せてくれた仕事だけは、媛乃ちゃんに渡したくなかった。

　慧さんは、媛乃ちゃんにも特別授業をするのだろうか。私にするように、甘やかな指先で顎を持ち上げ、あの琥珀色の双眸を溶かして。

「うっ、くっ」

　苦しくて、苦しくて、ギュッと噛みしめていた唇から嗚咽がもれた。

「琴石、泣くな」

　小野寺さんは喉から絞り出したように切ない声音で囁く。

「俺が悪かった。……お願いだ、泣きやんでくれ」

　彼が私の肩に添えていた手に、キュッと力が込められる。

「どうしたら、お前を悲しませないですむんだ。俺は――」

　肩に置かれていた彼の手のひらが私の背中に回る。

　次の瞬間、私は小野寺さんの腕の中にいた。

　なんで、小野寺さんが私を抱きしめてるの？

　驚きのあまり大きく息を吸い込む。ぐっと強く引き寄せられて、ますます頭が混乱した。

　行き先ボタンが押されていないエレベーターは、空間ごと切り取られてしまったかのように浮いている。無音の狭い空間の中、私の頬を伝っていた涙が小野寺さんのスーツの胸元に吸い込まれていく。

「……俺は、この感情をどうしたらいい」

　小野寺さんの声音は、まるで大切な人にかけるような優しさを帯びていた。

　私は自分の足先を見つめたまま大きく目を見開く。

　マネージャーって、大変だ。彼が悪いわけでもないのにモデルに泣かれて、慰めるために優しく抱きしめなきゃいけないなんて。使命感が強く誠実そうな彼ならなおのこと、泣いている私とどう向き合っていいのかわからないに違いない。

　そう分析しているうちに、嗚咽は徐々に小さくなりながら収束する。小野寺さんのおかげで、ぐちゃぐちゃだった感情が落ち着きを取り戻し始めていた。

「……迷惑をかけてしまい、申し訳ありません」

「迷惑じゃない。俺はお前のためならなんだってする」

　ひゅん、とエレベーターに一瞬の浮遊感が生まれる。切り取られていた空間が動きだした。

　嗚咽は止まったものの、ぽろぽろと目元からあふれる涙は止まらない。早く『泣きやめ』と念じながら、手の甲でぬぐう。

「もう、大丈夫ですから」

　私は小野寺さんの胸元に手をつき、言外に離してほしいと伝える。

　小野寺さんは眉根を寄せながら、私を抱きしめていた腕を解いた。

　一階に到着したエレベーターのドアが開き始める。

　やっとこの不思議な空気の蔓延する狭い空間から出られる。そう思った矢先、小野寺さんが私の手首を掴んだ。

「この前はお前が常盤社長と帰ったから、心配してたんだ。今夜は俺に送らせてくれ」

　小野寺さんは真剣な表情で、まっすぐ私の目を見つめた。

　私は小さくかぶりを振る。だって、今日帰宅する場所は慧さんの家だ。

「せっかく迎えに来ていただいたのに、ごめんなさい。今日はタクシーで帰ります」

　そう伝えると、彼は「さっきは抱きしめたりしてすまない」と苦しげな声を絞り出した。

「琴石、お願いだ。話が――」

「なにしてるのかな、ふたりで」

　目の前には、不機嫌そうな表情をした慧さんが、フロアからエレベーターのボタンを押したまま立っていた。

　今朝『今夜は帰りが遅くなるから』と話していたのに、なんで？

　まだ整理できていなかった慧さんへの感情が、彼と接触するのを拒否するように、全身を強張らせる。

　エレベーターを降りたところで、小野寺さんが私を背に隠して一歩前へ出た。

　慧さんは目の奥をすぅっと細めながら彼を見返す。

「僕は琴石さんに用があるんだけど、いいかな？」

「彼女は体調が悪いようですので、このまま帰宅させようと思っています。後ほどマネージャーの私が琴石への伝言をお伺いしますが」

「それじゃダメなんだ。ねえ琴石さん」

　問われて、こくりと頷く。涙が張りつく目元を指先でぬぐって、小野寺さんの背後から歩きだした。

　小野寺さんが「おい。行かなくていい」と小さく声をあげる。それに答えるように私は首を横に振った。

「……いえ。私も常盤社長に直接お聞きしたいことがありますから」

　慧さんの前に進み出れば、王子様然とした彼は優雅に頷いた。

「そういうことだから。小野寺くんは帰っていいよ」

「は？」

　小野寺さんは眉根を寄せ、隠せない不快感をあらわにする。

「彼女は今日も僕が送る。だから君は、帰っていい」

「事務所規約に反しますので。今日は俺が琴石を連れて帰ります」

「そう言われてもね。こちらは撮影日程を変更してまで君のところのワガママに付き合ってるんだ。今後のプロモーションに支障が出たら、どう責任をとってくれるのかな」

　嘲笑を浮かべながら慧さんはハッと笑う。『もう君には興味がない』とでも言うような態度で、小野寺さんから視線を外した。スーツジャケットの内側からスマホを取り出すと、小野寺さんの存在を無視するように電話をかけ始める。

「藤堂、車を回して。彼女を連れてホテル・エテルニタに行く。……部屋は任せるよ。予約を入れておいて」

「常盤社長ッ！」

　激げっ昂こうした様子で小野寺さんが詰め寄った。

「なにかな。僕は琴石さんをホテルのレストランにある個室へ招待するだけだけど」

　彼は穏やかな声音で言うと、こてりと首を倒した。それから「ああ」と、なにかに気がついたように口にする。軽く握った指先で口元を隠すと、小野寺さんをバカにするようにクスクスとあざ笑った。

「小野寺くん、どんな不埒な想像をしたの？　君さ、もしかして琴石さんのこと――」

「……ッ！」

　小野寺さんの目元が恥辱に染まるように赤くなる。

「そんなはずないよね。君はマネージャーなんだから」

　慧さんはひどく美しく微笑むと、「ね？」と小野寺さんに同意を求めた。小野寺さんは目を見開き、苦悶の表情で顔を伏せる。

　美青年ふたりの意味不明なやりとりに私は眉根を寄せた。

　小野寺さんはなにかを勘違いしている様子だし、慧さんは小野寺さんに言いがかりをつけすぎだ。とにかくふたりを離さなければ。

「常盤社長。早く行きましょう」

　私はスーツの上から慧さんの腕をクイッと引っ張った。

　今の藤堂さんへの指示が本当なのか、それとも同じ家に帰ることをカモフラージュするための嘘なのかは判断できないが、どちらにしても食事中にコンペの件を問い詰めよう、と涙が乾いた顔で闘志を燃やす。

「そうだね。小野寺くん、お疲れ様です」

「小野寺さん、……今日はありがとうございました」

　ここへ来た時は不機嫌そうにしていた慧さんは、いつの間にか勝ち誇ったような余裕の笑みを浮かべている。

　後ろ手にひらひらと小野寺さんへ手を振る彼の背中に、私は慌てて続いた。

　店舗を出たところで、もう一度頭を下げようと小野寺さんを振り返る。

　すると彼は今にも泣きだしそうな微笑みで、私に向かって手を上げた。




　藤堂さんの運転する車で連れていかれたのは慧さんの家ではなく、本当にホテル・エテルニタ東京だった。

　慧さんがフロントに声をかけると、すぐに地上三十六階にあるロイヤルスイートルームに通される。彼はどうして急に、ホテルのスイートルームで過ごそうなどと思ったのだろうか。

「あの、慧さん」

「ん？」

「今夜はなぜ、急にここへ？」

　慧さんへのいろいろな感情で全身が強張ったままの私は、彼の後ろをついていきながら、ポツリとこぼした。

　私の問いかけに、彼がこちらを振り返る。

「急もなにも、今夜はここを予約してたんだ。君をサプライズで迎えに行って、ここへ来ようと思ってたんだけど……。だからあの電話は、小野寺くんへの牽制と仕返し」

　飄々とした態度で答えた慧さんは後半、その語調を忌々しそうに変え、悔しそうな表情で顔を歪める。

　ということは、唐突な慧さんの電話に藤堂さんは口裏を合わせただけだったのか。

　小野寺さんへの牽制と仕返しという言葉はいまいち理解できなかったが、慧さんが珍しく悔しそうな顔をしていたので、聞かないことにした。

　それにしても、サプライズで迎えに来てもらって喜べるほど、今日の撮影ではいいことなんて起きなかった。それを慧さんだって知ってるくせに。

　私はムッと唇をつぐむ。

　室内へ歩みを進めると、重厚感のある贅沢な調度品で整えられたリビングルームが目の前に現れる。広さは百二十平米ほどだろうか。

　そのまま歩みを進め、扉を開くと、キングサイズのベッドやソファが置かれているベッドルームに続いていた。カーテンやベッドスローには、荘厳な雰囲気のゴールドとグリーンの組み合わせが用いられている。

　人生で初めて訪れたスイートルームに緊張していたものの、ホテル・エテルニタのイメージカラーである落ち着いた大人の色使いは、強張っていた肩を徐々に解きほぐしてくれる。

　エテルニタの仕事を受けるにあたって、ホテル・エテルニタのことは事前にネットで調べていた。確か、創業者の苗字『常盤』には〝永久不変〟という意味があり、『お客様へ永久に変わらぬ幸せや豊かさが訪れるホテルになるように』と願いを込めて、イタリア語で永遠を意味する『エテルニタ』をホテル名にしたそうだ。

　そのためホテル・エテルニタでは、永久不変・繁栄・豊かさを表す常盤色と金色がイメージカラーとして用いられ、その流れは永遠を誓うブライダルジュエリーを扱うEternitaにも引き継がれている。

『〝永遠〟を誓うエテルニタカラー』というフレーズで世界中を魅了している、エメラルドとダイヤモンドの組み合わせで作られたブライダルジュエリー。それに必ず純金が用いられるのは、とても有名な話だった。

　慧さんがいつも華やかなゴールドのアスコットタイを結んでいるのは、同じ理由なのかな？　エテルニタを大切にするあまり、起用するモデルの表現力向上を自ら提案し、〝婚約者〟として同居させてしまうような彼のことだ。きっとそうなのだろう。

　そんなことを考えながらスイートルームを探検しているうちに、豪華なルームサービスが運ばれてきた。

　このホテルの三十階にあるフレンチレストランから届けられるプライベートなディナーコースは、私の心情とは正反対にキラキラと輝いている。

　空腹には勝てず、すごすごと着席する。いつまでもムッとしていても仕方がない。「いただきます」と手を合わせた後、ナイフとフォークを手に取った。

「久々の撮影はどうだった？」

　慧さんは、赤ワインのグラスをテーブルの上でスワリングしながら私に問いかけた。

　その穏やかな言い方に、こちらがどれほど傷心して虚脱状態だったことか、と私は唇を噛みしめる。

「コンペになるとは思ってもみませんでした。慧さんのことを信頼していたのに、ショックです。これからどうなっちゃうんですか？　なんでこんな……っ」

　慧さんを目の前にしたからだろうか。彼に期待も信頼もされていなかった事実に、今頃になって無性に腹が立ってきた。

　ジュレがかかった初夏を思わせる前菜にフォークとナイフを入れる手を止めて、慧さんを責める。

「今日の撮影内容、慧さんは事前に知ってたんですよね」

　ジロリと睨むと、彼は飄々と頷いた。

「そうだね。昼夜問わず何度も電話をかけてくる芹沢女史の熱心なアプローチに折れることにしたんだ。『僕は絶対に結衣を使いたいから、そこまでおっしゃるのならペルラとの契約を破棄します』なんて言えないしね」

　……絶対に結衣を使いたい？

　媛乃ちゃんとのコンペにした理由を問い詰めようと意気込んでいたのに、彼の答えを聞いてキョトンとしてしまう。

「じゃあ、慧さんが私を見捨てたわけでは……？」

「まさか。そんなこと考えてたの？　向こうに一度リハーサル撮影をさせて、審査した上で琴石結衣を契約続行することにしたって伝えれば、芹沢女史も大人しく引き下がってくれると思って。実際に君の撮影時間のほうが長いし、向こうは後攻で撮影もスチールのみだ」

　そう言って彼は窓の外の夜景に視線を流す。肩を小刻みに揺らすと、おかしそうにクスクスと笑った。

「まあ、僕にとっても利益になることがありそうだから、コンペの案に乗ったんだけど」

「利益……？」

　不穏な言葉に、思いっきり怪しいものでも見るように眉根を寄せる。

　しかし慧さんは気にした様子もなく、「うん」と頷いた。

「僕に可愛く泣きつく君が見られるかなって思って。まあ、誤算だったけど」

　彼は不機嫌そうに顔を歪めると「まさか小野寺くんにとられるなんて」と拗すねるような口調で肩を落とした。

　衝撃の事実に、私は思わずカトラリーをお皿に手放す。

　僕に可愛く泣きつく、って……！

「な、なんでそんな、大がかりな意地悪するんですか」

　羞恥心や怒りや呆れなどいろいろな感情がごちゃ混ぜになって、体がわなわなと震える。食事中にも関わらず、私はゴールドのテーブルクロスに両手をついて、ガタリと勢いよく席を立ち上がってしまった。

　慧さんはそんな私を見上げると、『なにを当たり前のことを』という表情をして首を横に倒した。

「君が可愛いからに決まってる。それ以外になにかあるの？」

　ひ、ひどすぎる！　この王子様、本当にワケわからない！

　けれど可愛いと言われて、胸の辺りがきゅうっと締めつけられる。こんなに意地悪をされているのに、赤く染まる頬を止めることができない。

「意味不明です。慧さんの……ばか」

「うわ、ばかって初めて言われたかも。くくっ、ごめん。そんなに睨まないでよ、ごめんね」

「全然謝罪になってません、それ」

　さっきまであんなに彼に対して怒っていたのに。甘やかに微笑む慧さんを見ているだけで、どうしてか、まあいいかと思えてしまった。

　毒気を抜かれた私はストンと席に座り、ムッとしながら慧さんを見上げた。

　慧さんは形のいい唇に笑みを浮かべる。

「僕だって根拠なく君を起用したわけじゃない。僕は君のことを誰よりも信頼してるし、期待してる。だからこそ僕にふさわしい女性になってほしい」

　まるで告白のような言葉に耳まで真っ赤にしてしまう。完全に浮き立った私は、あちこちに目を泳がせた。

「僕のお姫様は世界中でただひとり。結衣だけだよ」

　慧さんに選ばれていたのは媛乃ちゃんではなく私だった。その事実が安心感を伴って全身を包む。

「そんなこと……恥ずかしいから、言わないでください」

　羞恥心に染まる顔を慧さんから背けると、私は熱のこもった頬を両手でパタパタ扇いだ。

　慧さんが言っていることは、全部、私を〝婚約者〟として扱うための嘘だって、わかってる。わかってるけど……。ドキドキする気持ちが、止められない。

　ふわふわと喜びが込み上げて、すっかりその気になってしまいそうだった。それでいて切なくて、苦しい。

　彼のことを好きになってしまった自分の〝完敗〟だと思った。




　食事を終え、シャワーを浴びた後。窓際に佇んでいた私の背後に、バスローブ姿の慧さんがやってきた。突然、腰の周りに腕を回され、後ろから抱きしめられる。

　密着しているところが、じわじわと火照る。微動だにできないような緊張感を感じて、忙せわしなく瞬きをしながら、目の前に広がる窓に視線を戻した。

　一面ガラス窓の外には、宝石箱をひっくり返したかのような東京の夜景が広がっている。彼が視線だけ夜景に向けているのが、ガラスに反射して見えた。

「このスイートルームからの夜景は絶景なんだ。僕のお気に入りの場所のひとつ」

　私の首元に顔を埋めながら息を吐くように言う。

　そこに甘い痺れが走ったのを隠したくて、もぞりと彼の腕の中で動いた。

「今夜は君にこれを見せたかったんだ。本当は可愛く泣いてる君を、ここで慰めるつもりだったんだけど」

「もう！　まだそんなこと言って。許してませんからね」

　とっくに許しているくせに、私はフイッと顔を背ける。

　慧さんは「ごめん、許してよ」と言いながら、猫のように首筋に顔を擦りつけた。

「シャンプーの香りがする」

　彼の鼻の先が、私のうなじや鎖骨を通る。

　体の香りをかがれているような気がして、恥ずかしい。ドキドキと大きくなる鼓動が、慧さんに聞こえていないか心配になった。

　逃げるように体をよじると、慧さんは私の首筋に顔を寄せたまま、熱い息を吐きながら唇を開いた。

「せっかくだから、今夜の特別授業はキスの仕方を教えてあげる」

「キス!?　ひゃあ！」

　腰に回されていた腕が、唐突に私を抱き上げた。そのままベッドに運ばれ横たえられたかと思うと、彼は私をシーツに縫い止める。

「来月はいよいよチャペルでの撮影もあるし。ハワイまで行って、スケジュール押しのリテイクなんてできないからね。今のうちに上手なキスの仕方をマスターしてくれないと」

　慧さんは王子様のような端麗な美貌に、蠱惑的な表情を浮かべた。

「新郎役の小野寺くんに何度もリテイクされるのも嫌だし」

　そのまま意地悪そうに目を細め、彼の指先で唇をなぞられた途端、頬が熱くなる。

　そういえば、ハワイではキスシーンがあるんだった……。

「えっと、その」

　絵コンテの内容が脳裏をよぎり、ふつふつと羞恥心が湧き上がってきてうろたえてしまう。けれども慧さんの言う通り、キスシーンを何度も撮影し直すのは嫌だし、できるならば、本番では一回でオーケーをもらえるような演技をやり遂げたい。

　私は密かに決心して、こくりと固唾を呑む。

　慧さんは「目を閉じて」と私に指示すると、ゆっくりと唇を落とした。何度も唇を甘く食はまれ、追い立てるようなキスに、体から力が抜けていく。

「んんっ」

　頭の中がパニックで、どうしていいのかわからない。ドキドキと心臓がうるさくて、息も苦しい。こんなキスは初めてだった。

「撮影でキスをする時は、僕とのキスを思い出して。……ほら、唇を開いて」

「……は、い」

　言われた通り唇を小さく開くと、慧さんの柔らかな舌が唇に侵入してきた。舌が丹念に優しく、時に激しく絡め取られ翻弄される。

　体が熱くて仕方ない。どうにかなりそうな感覚に涙が浮かぶ。

「うまくなってきたね」

「や、もう……っ」

　思わずまぶたを開き、上目遣いで慧さんを見上げる。

「そんなにとろけた顔で涙を浮かべながら言われても、全然説得力ないよ」

　彼の情欲に染まるような瞳が切なげに細められる。再び優しく唇を食まれて、熱い舌が差し入れられた。

　そうして長い時間彼の獣のようなキスに翻弄され続けた結果、体力を消耗してしまい、意識が朦もう朧ろうとしている。まぶたが自然と重くなり、開けることができなくなってきた。

　慧さんは私を解放すると、隣に寝転び、柔らかく私の髪を梳いた。

　心地いい感覚に、まどろむ。

「ねえ、結衣。……これから先も、君を離したくないんだ」

　彼が甘い声音でなにかを囁いているけれど、よく聞き取れない。

「君が欲しい。欲しくて、欲しくて、たまらない」

　ベッドの上でくたりとなってしまった私は、そのまま意識を失うように眠りについた。
















第五章　独占欲は誘惑を望む













　慧さんの婚約者としての生活も既に一ヶ月が経過しようとしていた。

　暦は六月になり、少し蒸し暑くなり始めている。今月は海外での撮影予定があるため、先週からカフェでのアルバイトは休職することにした。

　あのコンペでは、『琴石結衣がよかった』と慧さんだけでなく関係者スタッフの意見が全員一致したため、慧さんの独断がなくとも花嫁役は正式に私で継続となり、それを受けてペルラ側も認めてくれたようだった。

　その証拠に通常レッスンだけでなく、打ち合わせを兼ねた個人レッスンを初めてしてもらえることになった。これはペルラでも選ばれた少数のモデルしか受けられない特別な授業になり、仕事の台本を実際に使った細かな指導を受けられる。

　おかげさまで、最近は伸び伸びとエテルニタの撮影をこなしている。撮影やレッスンがない日は、慧さんの家で少しばかりの家事をして過ごした。

　今夜の夕食は慧さん行きつけのフレンチレストランへ行くことになり、彼が仕事を終えた後に私を迎えに来てくれた。

　夕食から帰宅した後。運転手を務めてくれた藤堂さんが「こちら来月発売のものです」と、黒革の鞄から一冊の雑誌を慧さんへ差し出した。

　慧さんはスーツのジャケットを脱ぎながら、まったく興味がなさそうな顔でそれを一瞥する。

「ああ、それか。適当に置いといて」

「かしこまりました」

　藤堂さんは、ソファの前にあるセンターテーブルの右端に雑誌を置く。

　左利きの慧さんの邪魔にならないように配慮された動きに、私は『さすが秘書』と尊敬の眼差しを送った。

「それから現在建設中のチャペルの件ですが。引き渡しの日程が延期する可能性があると、先ほど現地担当者から連絡がありました」

「向こうは夜中の二時か。話を聞くよ。明け方にすぐ返事をしよう。結衣、僕たちは仕事部屋にいるから。好きにくつろいでて」

　慧さんは難しい表情で腕時計を見た。時間を確認してから顔を上げると、私が気を使わないようにと優しく微笑んでくれる。

「はい。ありがとうございます」

　ふたりは険しい形相で仕事の内容を話しながら、リビングルームを出ていった。




　先にお風呂を終え、私はリビングルームへ戻ると紅茶を淹れてソファに腰かけた。アールグレイティーのいい香りを楽しみながら、ふぅとため息をつく。

　夕食のフレンチはとても美味しかったけど、あまりの格式高さに肩を張りすぎてしまい、ちょっと疲れたかもしれない。それに、慧さんの馴染みのソムリエに『彼女は僕のフィアンセ』なんて紹介されたものだから、ますます緊張してしまった。

　婚約者らしく振る舞えただろうか、と思い返す。

　そんな中、不意に藤堂さんが置いていった雑誌が目につく。

　テーブルの上にあったそれを手に取り、表紙をまじまじと見つめる。アメリカを本国とした女性向けの有名ファッション誌だ。

　わあ、面白そう！　でも藤堂さんはなぜこれを慧さんに？　エテルニタのジュエリー特集でもされているんだろうか。

　丁寧に付箋がつけられている場所を開けば、メモが添えてあった。

【遊ぶのも大概にしてください。藤堂】

　遊ぶのも大概にって、どういう意味だろう？

　視線を落とすと、そのページはジュエリー特集などではなくセレブゴシップを紹介しているページだった。カラーの記事にはキャッチーな見出しが躍っている。

【あのアマンダ・オールドリッチと、エテルニタの王子様ケイ・トキワが熱愛？　ハリウッドの豪華ホテルでセレブな一夜】

　その一文に、頭から冷たい水をかけられたように背筋が一気に凍りつく。体内でドク、ドクと嫌な鼓動が反響しだした。

　アマンダ・オールドリッチといえば、有名な映画女優。そして世界規模のお騒がせセレブだ。

　写真には、セクシーなドレスを身にまとったアマンダと、ドレッシーなタキシード姿の慧さんが写っていた。噴水を背景に、細いシャンパングラスを片手にした長身の美女が、目を伏せ小さく笑みをこぼす慧さんの肩に手のひらを軽く乗せている。

　そのたおやかな仕草は、彼女から誘っているような写真にも見えるし、慧さんが彼女を誘っているようにも思える。今から熱い夜を過ごしそうな情熱的なツーショットは、確かに熱愛報道にふさわしい一枚だった。

【すべて、エテルニタのオーダージュエリー。彼女こそケイのフィアンセ？　これは結婚間近のサイン？】

　彼女が身につけていたゴージャスなジュエリーを写した写真には、そんな文言も添えられていた。

　がたがたと震えだした体を守るように、胸元をギュッと拳で押さえる。

　そんな、フィアンセは……！　ううん、違う。私じゃない。本当は、恋人でも婚約者でもない。もちろん、友達でもない。

　じゃあ私って、慧さんのなに……？

　答えはただの仕事相手。エテルニタの作品たちを最高に引き立たせるための素材、なのだろう。

　以前『女性を招いたのは、本当に君が初めてだよ』なんて言っていたけど、それも当たり前だよね。だって、アマンダはアメリカに住んでるもの。

　そのうえ、彼の経営する超一流ホテル、ホテル・エテルニタは世界中にある。わざわざ恋人を家に招待する必要なんかどこにもない。

　以前、許嫁だった彩香さんとの食事会に、私が婚約者として連れていかれたのも、まさかアマンダとの交際を隠すため？　……いや、もしかしたらアマンダとのこの写真も、本命の恋人を隠すための隠れ蓑みのかも。

　王子様のような見た目に騙だまされてしまっていたけど、実際の慧さんは言葉巧みに迫り、罠わなを仕掛けて牙をむくような人だ。私には知らせる必要すらないと判断されていただけで、彼には本命の恋人が存在するのかもしれない。

　そう結論づけた途端に、この雑誌を手に取るまでの色めき立っていた世界が褪せていく。

　記事の続きには、ファッション雑誌らしく彼女の色香漂う美貌と肉体美や、パーティードレスのファッションセンスに触れてあった。ブロンド美人の彼女は亜麻色の髪と琥珀色の瞳を持つ彼と、とてもお似合いに見える。

　切なく痛む胸の辺りを手のひらでキュッと握りしめて、息が詰まるような苦しみを私は必死に押さえつけた。

　最後は【エテルニタの王子様ケイ・トキワの本命は誰？】という言葉でしめられていた。それって……やっぱり慧さんには本命の女性が別にいるってこと？　もしかして、慧さんの周りの女性って、みんなこんな美女ばかり……。

　そこまで考えて自分の足元を見下ろす。フィアンセ候補の女性たちと同じ土俵にも上がれていない。

　……私って、なんてちっぽけな存在なんだろう。

「なに読んでるの？」

　頭上から、甘美な声が降りてくる。先ほどまで別室で藤堂さんと仕事のやりとりを続けていたみたいだったが、どうやら終わったらしい。

　慧さんがソファの背から顔を寄せた。彼がまとう艶やかな香りが、ふわりと鼻腔をくすぐる。

「ああ、それか。ただのゴシップ記事だよ。業界のちょっとしたパーティーでね」

　どうやら記事の内容は既に把握していたようだ。広いソファにも関わらず真隣に腰かけ、私の肩に逞しい腕を回す。

　それから甘ったるく体を寄せ、頬へちゅっとリップ音を立ててキスを落とした。続けて額や鼻の先にも、キスの雨を降らせる。

「け、慧さんっ」

「ん？」

　彼は穏やかに首を傾げた。

　恋人がいるなら……こんなふうに優しく接しないでほしい。もしかしたら私が慧さんに愛されているんじゃないかと、本物のフィアンセになれるんじゃないかと、勘違いしてしまいそうになる。

　唇を小さく噛みしめてギュッと目を閉じ、感情を飲み込む。それから努めて明るい笑みに切り替えて、震えが隠せない指先でゴシップ記事の写真を差した。

「アマンダのジュエリーすごいですね！　全部エテルニタだって書いてあります」

　さすがに、『慧さんがプレゼントしたんですか？』とは聞けなかった。

「オーダーを受けたらしいね。このジュエリーの代表デザイナーは、確か国内外で有名なデザイナーだったはずだよ」

　彼は我関せずという興味なさげな態度で飄々と答えた。

「ちなみに、それは僕がプレゼントしたわけでもないし、彼女は僕のフィアンセでもないよ。僕のフィアンセは世界でただひとり、結衣だけだ。安心して」

　私の頬を優しく撫でながら、穏やかに目を細める。

　安心して、なんて。まるで本当の恋人に言うようなセリフだ。

「じゃあ、なんでこんな写真を撮られちゃったんですか？」

　疑問に感じたというよりもヤキモチのほうが強かった。

　私のむくれたような声音の質問に、慧さんはクスクスと嬉しそうに笑う。

「もしかして妬いたの？」

「ちっ、違います！」

　ぎゅうっと胸が締めつけられる。大好きな相手がこんな近くにいるのに、苦しくてたまらない。

「結衣からの独占欲なら、大歓迎なのに」

　そう言って、また唇にちゅっと羽のようなキスを贈られた。

「実際、先に近づいてきたのは彼女のほうなんだ。彼女がなぜエテルニタのジュエリーを全身に身につけて、僕に近づいてきたのかなんて理由は興味もないんだけど」

　私に優しいキスをした唇がニンマリと歪む。

「ただ、使えるものは利用する。単純に、宣伝するのにいい機会だったから、こうして彼女を利用させてもらった。それが僕のやり方だからね」

　彼はエゴイスティックな態度で、取るに足らないものを見る尊大な王様のように写真を眺めた。

　確かにこの写真が世界中に出回れば、〝あのセレブな映画女優も私物として愛用しているほどのハイブランドジュエリー〟と評価される。けれど、所持しているだけじゃインパクトが足りない。大々的な話題になるにはもうひと押しが必要だ。もっと世界が注目し、ジュエリーに魅了されるようにならなければいけない。

　とはいえ、そのためにわざと親密さを装って撮られるなんて……。

　一夜を誘うような慧さんの写真が、私の心をえぐる。

「いくらなんでも、ここまでするのは」

　自分だって、本物の恋人でもないくせに。勝手に湧き上がる嫉妬心が抑えきれず、思わずムッとしながら言い返してしまった。

　慧さんは私の言葉に対して、不思議そうに首を傾げた。

「そうかな？　目的のモノを己の欲しいタイミングで手に入れるためには、素晴らしく合理的だと思うけど。実力はもちろん、人生には策略も必要だ」

「それはあまりにも利己的すぎです。絶対、誠実なほうがいいに決まってます」

　普段なら絶対、こんなふうに反論しないのに、つい口答えしてしまう。

　策略だとして……この後、ふたりはどうなってしまったの？　ただ写真を撮られただけで、夜は別々の部屋へ帰ったの？　それとも……。

　慧さんの女性関係に対して口出しできる立場にもいないくせに、これ以上自分が傷つくのが怖くて、反抗的な態度をとってしまう。

　彼を独り占めしたいという嫌な感情でいっぱいだ。

「それ、どういう意味？　僕が誠実じゃないってこと？」

「そりゃあ、まあ……。この記事を見る限り」

　平静を取り戻したいのに、頭と心が切り離されたみたいに言うことを聞いてくれない。思わず不服そうに、可愛げのないことを口にした。

　彼は心外だとばかりに眉をひそめる。

「ふぅん？　じゃあ、君にとっての誠実な男っていうのは、例えばどんな人なのかな」

　まるで恋愛経験のない私を、小バカにするような口調で言われた。

　私は「それは……」と口ごもる。

　慧さんが利己的に女性と過ごすことも、自分の恋愛経験値の低さをからかわれたことも、なんだかすごく嫌で、できる限り的確な例を示してひと泡吹かせたいと頭をひねった。そして、ひとりの男性に行き当たる。

「例えば……小野寺さん、みたいな人ですかね？」

　彼は他のマネージャーのように自分のマネジメントするモデルを贔屓したり、嫌味を言ったりしない。その点では、誠実な男性と言えるだろう。

　私の回答に慧さんは虚をつかれたような顔をすると、端麗な甘いマスクを歪める。

「ひどいな。僕を差し置いて、よりにもよって小野寺くんか。……最悪だ」

　彼はひどく不機嫌そうな声音で低く唸ると、とさり、とソファの上に私を押し倒した。

　突然のことに驚き、私は目を見開く。

「君が大好きな小野寺くんの代わりに、今夜は僕が、君を可愛がってあげる」

「い、意味わからないです！　慧さんっ!?」

　彼は白いシャツの手首のボタンを、ひとつずつ丁寧に、ゆっくりと外していく。それから、もったいぶるような仕草でアスコットタイをするりと引き抜き、床へ落とした。

　私の両手首を片手でまとめ上げて拘束すると、彼は冷血な表情で覆いかぶさる。

「なにを……っ」

「いい機会だ。君の言う誠実じゃない男から、アドバイスをあげるよ」

　世界中の誰もを惑わすような壮絶な色気をまとった王子様は、冷酷な視線で私を見下ろした。

「君も、少しはその容姿を利用してみたらいい。もっと高嶺の花らしく振る舞えば、君にはいくらでもモデルの仕事が来るようになる」

「そんなのっ」

　別に望んでなんかない！　……とは、言えなかった。仕事は、欲しい。できれば、可能な限りたくさん。

　私が言葉に詰まると、慧さんは悪魔のように妖艶な笑みを見せた。

「……ほら、僕を誘ってみせてよ。出来栄えによっては、来年のモデルも君にオファーするかもしれない」

　毒牙を剥くような威圧的な双眸には、甘い熱がこもっているようだった。

「い、嫌、です」

　まるで舐なめるように見つめられ、体が熱くなる。私は自分を守るように身をよじった。

「なんで？　あんなに熱心に仕事をくださいって言いに来たのに？」

　太ふと腿ももの内側を、骨ばった慧さんの手がいやらしく撫でた。

「ひゃっ」

　ゾクゾクと甘い痺れが体を駆け抜ける。

「どうしたの？　できないの？　それとも……僕に直接、誘惑の仕方を教えてほしいのかな」

　甘美な低い蠱惑的な声に鼓膜を揺さぶられ、腰が砕けそうになった。そのまま、強引に唇を重ねられる。

「……んっ」

　下肢と唇から感じる脳髄を溶かすような感覚に、唇が微かに開く。それを逃すまいと、慧さんの柔らかな舌が私の唇をこじ開け、強引に侵入してきた。キスに翻弄されている間に、彼の手のひらが下肢の付け根辺りを愛撫する。

　私は太腿をすり合わせて、彼の手がこれ以上侵入してこないように抵抗した。しかし、それもむなしくじわじわと疼うずきだしたそこが、私の意思とは反対に熱を帯び始めている。

　……突然、なんで？　心の準備もまだなのに……。好きな人との初めてが、心のつながっていない状態でなんて……。

「やっ……っ、こんな、こんなの……やだっ！」

　キスの合間に精一杯の拒絶をすると、慧さんはハッと傷ついたような顔をした。

「け、慧さん……あの、私……っ」

　いつも余裕そうに王子様然とした笑みを浮かべている彼の、こんな表情は初めてで、思わずこちらが動揺してしまう。

「……はははっ。こんな思いをするのは初めてだよ」

　彼は天を仰ぐようにして、苦虫を噛み潰したかのように苦笑した。

「あーあ。僕がどれだけ我慢してきたと……。全部、小野寺くんのせいだ」

　亜麻色の髪をかき上げながら、不機嫌そうな低い声音で呟くと、苦悶の表情で眉根を寄せた。彼は、ゆらりと美しく私を見下ろす。

　妖艶な双眸でまっすぐ射抜かれ、ドキドキと心臓が早鐘を打った。

　それから彼は、まるで淫いん靡びな悪魔のようにうっとりと目を細めた。蠱惑的な唇が弧を描く。

「言っておくけど。僕は君のことなんて好きじゃない。だから、僕が君を大切にしているなんて勘違いしないようにね？」

　彼はそっと吐息をもらすように、致死量に至る毒を囁いた。

　途端に、かぁああっと羞恥心がわき上がる。一瞬で、すべてが崩壊した。

「わ、わかってます！　そんなの……、わかってます……っ！」

　彼のことを好きになってしまった自分が、許せない。悔しくて、悔しくて……たまらない。

　私は泣きだしたいのを必死に我慢して、負けじと慧さんをキッと睨みつけた。

　慧さんは興醒めといった様子でフイッと視線を逸らすと、私をソファの上に置き去りにした。

　途端に静寂が部屋を支配する。辺りには、悲しみが蔓延していた。

　そのままリビングルームから出ようとしていた彼は、廊下へ続く扉のドアノブに手を伸ばしかけて、いったん足を止める。微かに震える手を胸元へ戻すと、苦しそうな表情でぐしゃりと心臓の辺りを鷲掴んだ。

「……ねえ、結衣。……今日から君は、ゲストルームのベッドを使ってくれる？」

　痛々しいほど美しく、王子様然とした優しい笑みを浮かべて、彼は穏やかに口角を緩める。そして私の返事も聞かずに「おやすみ」と呟くと、慧さんはリビングルームの扉を閉めた。

　再び室内を静けさが包み込む。

　ソファに沈む私の頬にぽろぽろと静かにこぼれ始めた涙は、彼の足音が完全に聞こえなくなった途端、堰せきを切ったようにとめどなく熱く流れた。

「ふうっ……うっ……っ」

　嗚咽を必死にこらえて、手のひらで涙をぬぐう。

　心の中の私は、土砂降りの冷たい雨の中、少女のように泣き叫んでいた。




　翌朝。いつもの時間に、セットしていたアラームが鳴った。

【六月八日　金曜日】と表示されているスマホの画面をタップしてスヌーズ機能を切ると、ダブルベッドから起き出す。このベッドを使用するのは、慧さんの家に住むようになってから、まだ二度目だった。

　朝の支度を整えて、ゲストルームを後にする。

　メインベッドルームの前を通り過ぎようとした時、自然と、歩みが止まってしまう。

　最初から私は、彼の望む表現ができるモデルとして成長することを約束した上で、〝婚約者〟としてここに置いてもらっているだけだった。

　誓約書へサインを迫られた時から、私に対する彼の認識はなにも変わっていない。慧さんにとっての私は、最初から最後までエテルニタのジュエリーの引き立て役に過ぎなかった。それなのに期待して、信頼されていると信じ込んでしまっていた自分が……愚か者だっただけ。

　慧さんが口にする言葉は、彼の望む〝婚約者〟を作り上げるための、偽りの愛の言葉。全部、〝婚約者〟を育て上げるための、嘘。そんなこと、最初からわかってた。……わかってた、はずなのに。

　あんなふうに突き放されて、はっきりと失恋したにも関わらず、彼のことが好きな気持ちが全然消えてくれない。この想いに終止符を打つため、ひとりでどんなに涙を流しても、思惑とは裏腹に、ただ切なく『好き』が心に降り積もっていく。

　もう、慧さんの顔を見るのもつらくて悲しいくせに、慧さんが隣で眠っていない夜は……ここからいなくなりたいくらい孤独で、寂しかった。

　……慧さん、私、こう見えて諦めが悪かったみたいです。

　絶対に慧さんに迷惑はかけないから。この気持ちを伝えたり、縋すがったり、追いかけたりしないから。エテルニタの花嫁役を演じきり、このお仕事をやり遂げるまで……あなたを好きでいさせてください。

　閉ざされた扉に、そっと手を這はわせる。

　恋に落ちる時は一瞬なのに、すぐにはなかったことにできないなんて、恋心って厄介だ。




　朝食の準備をしていると、ブリティッシュスタイルのスリーピーススーツをきっちり着こなしている慧さんが二階から下りてきた。

　お洒落に整えた亜麻色の髪も、華やかに結ばれたアスコットタイも普段と変わらない。しかし、いつもは煌びやかなオーラを身にまとっている彼の輝きが、わずかに曇っているような気がした。

「……おはよう、ございます」

　遠慮がちに声をかけてみると、彼はいつも通り「おはよう」と優雅な微笑みを浮かべた。

「昨夜はごめんね。眠れた？　……朝食まで用意してくれて、ありがとう」

　穏やかで優しい声音で言われて、普段通りの王子様然とした彼の様子に少し安心した。

「はい」

　ダイニングテーブルに並んだ朝食を眺めている彼に見つからないように、泣きはらした顔を前髪で隠す。

「せっかくもらえたお仕事ですから、最後までちゃんとやりますよ。朝食も、私の担当です」

「そう。ごめんね」

　慧さんは苦い顔をしながら、席に着いた。「いただきます」と口にしてから、無言で朝食を摂り始める。

　私も黙々と食事をしながら、スープのカップを口元に持っていく。泣き通しだったせいか、干からびている体に温かい野菜スープはよく沁しみた。

　目の前の慧さんをこっそりうかがうと、端麗な美貌を曇らせるように、彼の目元には薄っすらと隈くまが出ていた。

「……眠れて、ないんですか？」

　つい、言葉にしてしまう。

「まあ……うん。そうだね」

　弱々しく微笑んだ彼を見て、もしかして私と同じように……なんて考えて自嘲した。

　そんなわけがないのだ。だって、彼の口から『好きじゃない』と言われたんだから。

「今日から僕は『台タイ北ペイ貴き賓ひんジュエリーショー』の準備で、台たい湾わんに向かうことになってる。だからハワイへは一緒に行けないんだけど……チケット類はここに置いておくから。小野寺くんと向かって」

「そうなんですね……。わかりました」

　彼は私の名前が記載されている渡航日程表や電子航空券の控えを、ダイニングテーブルに置いた。その隣に、台北貴賓ジュエリーショーのパンフレットも添えられる。

　表紙には、大粒のダイヤモンドとエメラルドが輝くエテルニタの代表的なブライダルジュエリーが掲載されていた。開催日程は、六月十一日から十七日とある。

　ハワイでの撮影は天候不順を考えた二日間の予備日も含めて、十二日から十七日まで。ということは、彼はハワイの撮影を見に来ないのだろう。

「契約終了までは、この家で自由に過ごしていいから」

　そう言われて、私は曖昧に微笑んで頷く。しかし、契約期間中といえど家主のいない、それもフラれた相手の家に住むなんて、とてもじゃないができそうもなかった。

「ご馳走様」と手を合わせ食器を片付けると、彼はソファに置いていた革張りのビジネスバッグを手にした。

　どうやら今日はもう家を出るらしい。

　玄関へ向かう彼の後を、私もついていく。

「ねえ、結衣」

「はい？」

　美しく磨き上げられたロングノーズの革靴を履き終えた彼は、こちらに向けていた背中をくるりと反転させた。

「僕がもし、『僕を本気で好きになって』って最初から言っていたら、好きになってくれた？」

　眩しい光を見つめるかのように細められた二重まぶたには、今にも泣きだしそうな琥珀色の双眸が煌めいている。

　時が止まった気がした。彼の瞳の奥に見える、慈愛を帯びているような熱の揺らめきに、ぎゅうっと胸が締めつけられる。

「え、っと、私……」

　また、いつもの意地悪な質問？　それとも、本当の問いかけなの？　いずれにしても、本心なんて言えるわけない……っ！

　慧さんは私の驚きに満ちた表情を見て、「ごめん」と首をゆっくりと横に振る。

「やっぱり、いいや。答えは聞かないでおくよ」

　痛々しいほど至極優美な表情で微笑むと、その笑みを消すように彼は前髪をくしゃりとかき上げた。

「行ってきます」

「行って、らっしゃい。……お気をつけて」

「うん。結衣もね」

　ガチャリ、と小さな音を立てて玄関のドアが閉まる。

　きっとこれが、慧さんと交わす最後の会話になるだろうと思った。

　一枚の扉を隔てた向こう側では、藤堂さんの「おはようございます」と挨拶をする声が聞こえた。車のドアを閉める音が二回して、エンジン音が次第に遠のく。

　その場に立ち尽くしていた私は、震える指先でそっと玄関の鍵を内側から閉める。カチャンと回りきった鍵が、まるで私の現実を慧さんと出会う以前の世界にシフトしたかのような錯覚に、ぽろりと一粒だけ涙が落ちた。

　ハワイの撮影を終えれば、もうここに帰ってくることはない。……今日の夜までには、少ない私物をまとめて自宅へ帰ろう。

　この家での最後の家事をしながら、私のいた痕跡をできるだけ消すことに尽力する。使いかけの日用品をまとめていると、寂しさや虚しさが募った。

　彼に迷惑をかけないため、ゲストルームもホテルの部屋のように清掃し、この部屋が贈られた日の状態に戻した。




　夕方、すべてを終えた私は、慧さんへの感謝の手紙を書いて、そっとダイニングテーブルに置いた。

「……大変、お世話になりました」

　素敵な時間を過ごさせてくれた場所へ深く頭を下げると、私は慧さんの家を後にした。

　帰宅途中のサラリーマンや学生たちが歩く路地を曲がり、築二十年を数えるマンションの前に立つ。

「ただいま」

　久しぶりに足を踏み入れた自宅は、どこか他人の家のようなよそよそしさがある。ひとり暮らし用のワンルームなのに、不思議と今の私には広すぎる気さえした。

　薬指にはめていた、私を〝婚約者〟の顔にしてくれる大切なお守りを外して、リングケースにしまう。

　すると、いよいよ魔法が解けて、夢から覚めてしまったようだった。

　胸にぽっかりと空いた穴が、埋められそうにない。

「……っ」

　小さな嗚咽が喉に張りつく。想いがあふれて、涙がこぼれた。
















第六章　最愛という冠を君に













　六月も二週目に入った。

　現地に到着した翌日から始まる撮影に備え、今日からペルラの清水社長と小野寺さんと一緒に、ハワイへ旅発つことになる。海外ロケということで、今回は芹沢さんの代わりに社長が同行することになった。

　東京からハワイまでは直行便で約七時間。二十時に出発する飛行機に乗り、ホノルルへ到着したのは朝八時半を迎えた頃だった。

　飛行機を降り、空港を歩くだけでリゾート地特有の開放感がある。気温は約三十度。南国であるのに、汗がベトついて張りつくような暑さはない。

　風はやや強いが、まろやかで柔らかな空気を含んでいる。それは椰や子しの葉をサラサラと鳴らしながら爽やかに吹き抜けていった。

　エテルニタがチャーターしてくれていたタクシーに乗り込み、ホテル・エテルニタが運営するリゾートホテル『エテルニタ・ワイキキビーチ・リゾート』に向かう。

　ホテル・エテルニタ東京も立派な建物ではあるが、こちらはその何倍もの広大な敷地に建設されていて、その総面積は東京ドーム二個分というから驚きだ。ホテルを出たらすぐにワイキキビーチに行けるうえ、宿泊者用のプライベートビーチまであった。

「琴石の部屋は……あら？　いいわね、あなただけ三十八階のスイートルームですって。さすが、メインモデルは待遇が違うわね」

　チェックインを済ませた社長が「はいどうぞ」とカードキーをくれる。

「へ？　ありがとうございます」

【三十八階　プレジデンシャル・スイートルーム】と書かれたカードキーを受け取りながら、まじまじと見つめる。

「社長、俺たちはどこなんだ。琴石とは離れてるのか？」

　ハワイの開放的な空気にあてられたのか、幾分か砕けた口調で小野寺さんが清水社長に問いかける。

「お互い十五階ね。他のホテルじゃなくて、こんな高級ホテルに部屋を取ってもらえるだけありがたいわよ。なにかあったらエレベーターで行けるんだから」

「……そうだな」

　清水社長も、どこか息子をたしなめるような口調で応じると、小野寺さんにカードキーを渡した。

　そんな会話をしながらトランクをゴロゴロと押し、エレベーターに乗る。

　十五階で降りたふたりを見送り、私はひとり、耳がキーンとしてしまうような速度のエレベーターに乗り続け、三十八階で降りた。

　エテルニタ・ワイキキビーチ・リゾートにある最高級タワー。その最上階であるこのフロアには、扉がひとつしかなかった。

　カードキーをかざして、誰もいないスイートルームへ足を踏み入れると、まるで空中にいるかのようなリビングルームが広がっていた。その先に美しい景色が見えたので、部屋の奥へと歩を進める。磨き上げられた窓を開いて、板張りのテラスへ出た。

「わっ、綺麗！」

　ホテルはワイキキのビーチ沿いに面しているので、眼下には一面の美しい海が見えた。

　広々としたテラスには、ラグジュアリーなリゾートらしく、ラタン調のガーデンテーブルとリクライニングチェアがある。うーんと伸びをして深呼吸した後、リクライニングチェアに寝転べば、視界には青空と海だけになった。

　トゥーティティーと、南国の鳥の鳴き声が高らかに響く。時折、爽やかな風が吹き抜けて、気持ちがいい。

　絶え間なく聞こえる波の音が、全身の力を抜いていく。そのままウトウトしながら、私は目をつむった。




　結局、社長と小野寺さんに昼食に誘われてホテルのレストランへ向かうまで、ついついテラスだけで過ごしてしまった。

　食後は解散し、私は部屋に戻ったものの、誰もいないスイートルームはあまりにも広すぎる。鳥の鳴き声と波の音に癒されながらも、慧さんはなぜこの部屋を予約してくれたんだろう？　と、ふと考え出してしまった。

　単なるプレゼント？　それともお詫び？　もしや、ご褒美？　うーん、慧さんの意図がわからない。

　海はこんなに綺麗なのに、心の中はもやもやとして、慧さんのことでいっぱいだ。

　……ダメだ、気分転換しよう。どこかに行ってはいけないとは言われていないし、自由時間があるのは今日だけなのにテラスだけじゃつまらないよね。

「よし」

　リクライニングチェアから立ち上がり、せっかくなのでワイキキのビーチを散歩することにした。




「琴石、待ってくれ！」

　プルメリアが香るビーチ沿いの歩道を歩いていると、背後から大声で名前を呼ばれて、ビックリしながら振り返る。

　ラフな洋服に着替えた小野寺さんが、ホテルの敷地を出たところから走ってきていた。

「追いついてよかった。バルコニーから、お前がビーチに向かうのが見えたんだ。ひとりで出歩くな。危ないだろう」

「小野寺さん、大げさです。ハワイは日本人観光客も多いですから。ほら、日本語が聞こえますよ」

「そうだが。マネージャーとして、俺は――」

「はい。ありがとうございます！」

　小言が続きそうだったので遮るように笑顔でお礼を言って、散歩を再開する。

　有名な観光スポットと書いてあったデューク・カハナモク像まで歩いたら、折り返して帰ろう。

　そう決めて、小野寺さんに伝えた。

　澄んだ空気、青い空、エメラルドグリーンの海。波の音が絶え間なく聞こえ、賑にぎやかな鳥の声や英語が飛び交っている。

　サーフィンを楽しむ人々や、さまざまな国籍の人々が行き交う様子を目に映すだけでも心が躍る。どこを眺めても普段の私の現実とは結びつかない。遠くまで歩いていけそうな、自由で、開放的な気持ちになった。

　砂浜では、ウェディングドレスを身にまとったジューンブライドが、ウェディングフォトの撮影をしていた。

　強い風に煽られて、純白のウェディングドレスの裾が宙に舞う。色鮮やかなブーケを手に幸せいっぱいの笑顔を咲かせた花嫁さんは、花婿さんと手をつないでお互いに微笑み合った。

　素敵だなぁ。私にも……慧さんとあんなふうに過ごせる未来があれば、よかったのに。

「……なあ、琴石。お前に話しておきたいことがある」

　無言で隣を歩いていた小野寺さんが、ふと切り出した。

「なんですか？」

　眩しい幸せを見つめながら返事をすると、彼が私の手首を掴んで立ち止まった。私もつられてその場に立ち止まる。

「常盤社長だけは、やめておいたほうがいい」

「へ？」

　心の中を見透かされたのかと思って、戸惑った。

　小野寺さんは私の恋心を知ってるのだろうか。それともただ、マネージャーとしてモデルを牽制しているのだろうか。どちらにしろ、クライアントの噂うわさ話ばなしをするなんて彼らしくない。

「突然なんの話ですか？」

　ははは、と笑ってごまかしてみる。

　しかし小野寺さんにはまるで通用していなかった。彼は真剣な表情で、私を正面から見つめる。

「常盤社長について調べてみた。表向きは経営者として天才的な才能を持つ王子様ってことで通ってるが、裏では利用価値がないと判断したものはすぐに切り捨てる、エゴイスティックな独裁者だと有名だそうだ」

　あまりにも真摯な声音で告げられた言葉に、私は眉を下げて「えっと」と言い淀む。

　ひどいフラれ方をしたものの、好きになった人のことをこんなふうに言われるのは心外だった。

「エテルニタを創業する時には、ハイジュエリーブランドで活躍していた有名なデザイナーや職人をごっそり引き抜いてる。多額の資金を投入して、最高品質のダイヤモンドやエメラルドを独占するような、他者を顧みない利己的で冷血な取引が目立つ。……とにかく、やめておけ」

　確かに、慧さんはエゴイスティックで意地悪な王様のような人だけれど、小野寺さんが思うような悪い人ではない。

　仕事に関しては……慧さんは毎日とても忙しそうにしていたけれど、家にはそれを持ち込みたくないようで、特に私の前では『結衣を可愛がる時間は、僕の癒しの時間だから』と仕事のことはまったく話さなかった。

　だから私には、小野寺さんが調べた情報の真偽は判断できない。

　でも、ひとつだけ断言できることがある。やめるもなにも、私の初恋はとっくに終わっているということだ。

「小野寺さんが心配するようなことはなにもないですよ？　大丈夫です」

　曖昧に微笑んで『この話は終わり！』という合図を送ったのだが、小野寺さんは眉根を寄せて首を横に振った。

「お前のことも利用して、切り捨てるはずだ」

　小野寺さんの言葉に、体が強張った。

　ふたりの横を、家族旅行中らしい賑やかな声が通り過ぎる。麗らかな午後のワイキキビーチで話すには、重すぎる話題だ。

　私は、彼の言葉を否定するために首を横に振った。

「……それは、違います」

　私が無理を言って条件付きで契約を続行してもらい、このオール媒体の長期契約をもらったのだ。

「違わない。以前の撮影を覚えてるか？　お前がエテルニタのブライダルフェア広告でモデルをつとめた」

　はい、と肯定するように頷く。

　モデルになってたった一度だけもらえたブライダル系の仕事が、エテルニタのブライダルジュエリーを身にまとうスチールモデルだった。ペルラに呼び出され、オーディションの合格通知をもらった時のことは、今でも時々思い出す。

「その時期から、エテルニタの売り上げがかなり伸びてる。だが……残念なことに、モデルの名前が売れているわけじゃない。お前がジュエリーの引き立て役として機能したことで、エテルニタというブランドや商品のイメージを、消費者側に強く印象付けたということになる」

　小野寺さんは慎重に言葉を選ぶように告げた。

　ブライダルジュエリーで有名モデルや女優を起用すれば、必ずその女性が持つ世間のイメージや偏見もセットになってついてくる。彼女たちが熱愛報道の末破局したり、なんらかの不祥事を起こせば、結果としてエテルニタのブランドに傷がつくこともあるだろう。

　もともとブランド力のあるエテルニタは、有名な彼女たちを起用してブランド名や商品名を覚えてもらう必要性がない。

　そのためシーズンのイメージや時代のニーズに合わせて、消費者の目を引くような世界各国の無色透明なモデルをあえて起用しているというのは、以前ペルラで打ち合わせをした時に慧さんから聞いていた。

　その中でも、私のような無名の下っ端モデルを選んでくれたことに驚きを隠せなかったのだが、以前の広告の出来がよかったのであれば、私にとっては嬉しい話だった。

「すごいですね、よかったです」

「バカ。そうじゃない」

　小野寺さんは大きくかぶりを振ると、私の両肩を掴んで彼と向き合わせた。

「常盤社長は、今はお前にとって優しい王子様かもしれない。スイートルームまで用意したんだ、なにか意図があるんだろう。だがそれは優しさじゃない。お前をエテルニタのために利用しているだけだ。甘く弄んだ後は切り捨てる」

　マネージャーとして真剣にアドバイスしてくれる小野寺さんには悪いが、慧さんはそんな時間がかかる面倒くさいことはしないだろうと思った。

　慧さんが本当に切り捨てるのなら、きっと一瞬だ。それに、捨てるもなにも、慧さんと私の間には既になにも残っていない。

「小野寺さん、大丈夫です。本当に、常盤社長とはなにもないですから。事務所の規約には違反してませんよ？」

　おかしくなってきて、クスクスと笑う。

　小野寺さんは切なげに目をつむると、「そうじゃないんだ」と苦しそうな声音で言った。

　その後、私の『熱くて目が回ってきたので、帰りましょう』という言葉によって散歩は中断され、ホテルへ引き返すことになった。

　部屋に戻り、再びテラスでリクライニングチェアに寝そべり青空を仰いでいたものの、なんだか気分が落ち込んでいる。

　社長と小野寺さんに夕食に誘われたが、レストランに行くほどの食欲が湧かなかったので参加せずに、ひとり、ホテルのカフェでサンドイッチを食べて過ごした。




　翌日からは、エテルニタ・ワイキキビーチ・リゾート内に新しく建設されたチャペルを使用しての撮影が始まった。

　チャペル横に併設されているお支度部屋で、もうすっかり仲よくなった富田さんによる、メイクやヘアセットが始まる。

　ギュッとコルセットを締め上げられると、気合が入った。富田さんに手伝ってもらいながら、ワイヤー入りのパニエなどを手際よく着付けてもらう。

　本日着用したドレスは、以前ドレスのデザイナーが撮影時に使用していたデザイン画が完成したものだった。

　ストレートビスチェのエレガントなウェディングドレスは、ロングトレーンの裾に広がる繊細な刺繍が施されたレースが美しい。同じく花の刺繍がされたロングベールが、裾をさらに豪ごう奢しゃに彩った。

　最後にエテルニタのジュエリーを、富田さんがそっと私につけてくれた。純白のドレスに映えるようにデザインされた、ダイヤモンドとプラチナのネックレスやイヤリング、そしてティアラが贅沢に輝く。

　ウェディングドレスやブライダルジュエリーをまとうだけで、ドキドキする。私は鏡に映る自分のあまりの変貌ぶりに、思わず胸に手を当てて深呼吸してしまった。

　エテルニタがデザインしたチャペルは、白で統一された重厚でクラシカルな外観をしており、花嫁なら誰でも憧れてしまうような美しい建築物だった。

　外にはロマンティックに整えられたガーデン。内部は高く開放的な折り上げ天井に、パイプオルガンの生演奏が荘厳に響く。

　永遠の幸せを約束する道として作られたガラスのバージンロードの下には、磨き上げられたダイヤモンドが壮麗に敷き詰められている。足元で煌めく様子を見つめながら、ダイヤモンドだけで何億円してしまうんだろうと真剣に考えてしまった。

　正面には祭壇があり、その奥にはどんな絵画よりも優美なハワイの海を一望できる窓が一面に広がる。早朝から昼間にかけては太陽と海の煌めきがチャペル内にキラキラと乱反射し、夕焼けの時間が来れば、薄紫色と橙だいだい色いろの空が織りなす美しいグラデーションが見られた。

　撮影一日目の早朝からスタートした、挙式シーンの要である新郎新婦の指輪交換のスチールやムービーでは、慧さんがくれた婚約指輪の思い出のおかげでとてもいい表情ができたと思う。

　チャペルの外では退場時をイメージし、現地の外国人エキストラたちが投げたフラワーシャワーの下を新郎新婦が通るスチールを撮り、午前中の撮影は終了した。




　午後から行われたバンケットルームでの撮影時には、濃いエメラルドグリーンのカラードレスに着替える。最高級のサテン生地が織り成すドレープが、とても上品だ。

　白を基調としたバンケットルームでは、テーブルの上に淡いエメラルドグリーンのテーブルランナーが敷かれている。その上には華やかな食器やゴールドのカトラリーがコーディネートされ、鮮やかなマゼンダでまとめられた装花が飾りつけられていた。

　ここでは外国人エキストラが着席して、新郎新婦との食事や歓談の様子を再現した。

　撮影が中断されると、ハニーブロンドの髪に青い瞳の小さな女の子たちが駆け寄ってくる。機材や映像チェックの待ち時間がとにかく長いので、私はつたない英語をしゃべりながら彼女たちと一緒に過ごした。




　日本の梅雨とは反対に、六月のハワイは最も降水量が少ない時期だそうで、二日目も天候にも恵まれ、ホテル内のプライベートビーチでの撮影も順調に進めることができた。

　ふんわりとしたレースが風に舞い上がる、くるぶし丈のエンパイアラインドレス。ティアラの代わりに花冠を被り撮影したビーチフォトは、ナチュラルな印象に仕上がっているだろう。

　パンフレットでは観光名所を背景にしたスチールも使用されるため、午後からは小野寺さんはアロハシャツを、私はエメラルドグリーンのムームーを着用して、ハワイらしいデート写真も撮影した。

　ハワイでの日々は毎日がとても忙しく、賑やかに過ぎ去っていった。




　四日間にも及ぶ撮影も今日で三日目。予備日が二日あるものの、実質的には明日がいよいよ撮影最終日となる。十四時頃から支度をして、夕方からナイトウェディング撮影。絵コンテにキスシーンのある、私にとっての最終難関である。

「本日もお疲れ様でした」と挨拶をして撮影チームの方々との夕食の席をあとにする。ホテルの自室に戻ると早速バスタブにお湯を張って、ゆったりと疲れをとった。

　最後の撮影に備えて念入りにスキンケアをしていると、いつの間にか二十二時を回っていた。

「これで、よし！　今日も早く寝なくちゃ」

　アラームをセットしているスマホを手に、メインベッドルームへ向かいドアを開く。

　すると、部屋いっぱいに薔ば薇らの香りが漂っていた。

　昨日まではこんなサービスはなかったのに、どうしてだろう？

　疑問に思いつつ室内を進むと、キングサイズのベッドに敷かれた純白のシーツの上に、真っ赤な薔薇の花束が置いてあった。

「どうして薔薇の花束が!?」

　慌ててベッドへ駆け寄る。

　日中のベッドメイキングの際に届けられたのだろうか。部屋に帰ってきてから今夜は一度もメインベッドルームに入っていなかったので、急な事態に驚いた。

　私は手にしていたスマホをベッドの上に投げ出し、花束を抱える。

　百本ほどある薔薇の中心には、メッセージカードが刺さっていた。

【僕のお姫様へ、愛をこめて】

　……慧さん。

　とっくに失恋しているくせに、胸がギューッと切なく締めつけられる。いてもたってもいられない気持ちになり、腕いっぱいに咲き誇る赤い薔薇を抱きしめた。

　ここまで気を使わせちゃって、ごめんなさい。でも……すごく嬉しいです。

　甘く芳しい優雅な香りが、私を包む。

　まるで慧さんに愛されているかのような幸せな感覚に、ひと筋の涙がつぅっと頬を伝った。それを皮切りに、はらはらと止めどなくあふれる涙がメッセージカードへ滲んでいく。

「慧さん……、慧さん……」

　大好きです……！

　ヒクッ、ヒクッと嗚咽がもれる。

　私はこらえていた感情を吐き出すように声を出して泣いた。




　ようやく涙が止まった頃、唐突にベッドの上に投げ出していたスマホの着信音が鳴った。

　ビクリと肩を揺らし、指先で涙をぬぐう。

　こんな時間に誰だろう？　明日の予定に関する電話かな？

　清水社長か小野寺さんあたりかと思いながらスマホの画面を見ると、【常盤社長】と表示されていた。

　けっ、慧さん……!?

　慌ててスマホを握る。

「もしもし」と呟くように応答すると、《よかった、まだ寝てなかったね》と慧さんの優しい声が耳に響いた。

《そろそろ見てくれたかなって、思ったんだ》

「はい、あの……ありがとうございました。薔薇の花束なんてもらったことがなかったから、すごく嬉しかったです」

　電話では私の泣き腫らした顔がバレる心配もないのに、つい顔を伏せてしまう。

《そうなんだ。よかった》

　彼の声音から、少しはにかむような笑顔が目に浮かぶ。私はトクリと鳴る胸を手のひらで押さえた。

《いよいよ、明日は撮影最終日だね。君は最初に比べると本当に……随分、成長したよ。君の表現力に誰も文句は言えない。もちろん、僕もね》

　悪戯っぽく言った彼は、《だから、安心して撮影に臨んで》と背中を押してくれた。

《僕は……世界で一番、君を信頼しているから》

　じわじわと、胸に温かいものが広がる。鼓膜に甘く響いた言葉に、また泣いてしまいそうだと思った。

　唇を噛みしめて、泣きだしそうな声を我慢して頷く。喉にせり上がってきた感情をコクリと飲み込むと、「はい、ありがとうございます」なんて聞き分けのいい返事をした。

　本当はずっと、慧さんから電話がかかってきた瞬間から、失恋した事実を忘れて、彼への恋心に溺れるこの夢のような時間が覚めないでいてほしいと願っている。

「……あの、ひとつだけ、お願いがあります」

　彼に迷惑はかけられない。そう思っているのに、これが本当に最後の会話になるだろうと思うと、ぽろりと本音がこぼれた。

《いいよ。なんでも言ってごらん？》

　慧さんの優しい声音に、はらはらと静かに涙がこぼれ始める。

「迷惑を承知で……、あっ、もちろん、聞き流してもらって構いません！　ただ、これを伝えたら、明日はもっと頑張れそうな気がするんです。ひとつだけ、慧さんに伝えてもいいですか……？」

《……うん》

　涙声をごまかすようにわざと明るく取り繕って告げると、慧さんから神妙な声音が返ってきた。

　ついに、本当の終わりを迎えるんだな。

　涙がボロボロとあふれるまま、私は薔薇の花束を抱きしめた。

「会いたいです、慧さん」

《……ッ！》

　彼が息を呑むような音がした。

　あの時のように、『僕は君のことなんて好きじゃない。だから、僕が君を大切にしているなんて勘違いしないようにね？』と言われるのが怖くて、間を置かずに「ありがとう、ございました。……おやすみなさい！」と逃げるようにまくし立てる。

《……わかった。おやすみ、結衣》

　静寂に包まれた部屋の中、彼の感情をこらえるような声が、甘く痺れるように鼓膜を揺らした。




　早朝。空には曇がかかっていた。

　この調子ではナイトウェディングの撮影は中止だろうか？

　明日に延期になるかもしれないと思いながら、集合時間の二十分前にメイクルームを訪れる。

　富田さんに疑問を投げかけると、「今日のような天気の時ほど、夕方のマジックアワーが美しいみたいなんです。なので撮影は予定通りですよ」という答えが返ってきた。どうやら私の心配は杞き憂ゆうだったらしい。

　メイクやヘアスタイルのセットを終えると、ナイトウェディングシーンの撮影のために用意された、新しいドレスへ着替えた。

　空の色が美しく映るように用意された純白のプリンセスラインのウェディングドレスは、透け感のあるレースに刺繍が施されたハイネックタイプで、クラシカルな印象のシルエットになった。

　機材チェックなどが行われている間に、自主的にバージンロードから祭壇までの歩数をチェックし、小野寺さんと歩調のリズムを確認し合う。

　ナイトウェディングのシーンでは、ハワイの美しいサンセットからマジックアワーの空を背景に、誓いのキスをするシーンを撮影することになる。

　太陽が出てくるまで三十分ほど待つと、チャペルの窓の外に鮮やかな海の色が現れる。それからは早朝の曇りが嘘のように晴天となった。

　太陽を背に、立ち位置などを注意深く確認しながらリハーサルを念入りに行っているうちに、いよいよサンセットタイムが近づいてきた。

　スタッフたちが映像をチェックしている間、祭壇の前にスタンバイしたまま、首だけ窓の外に向けて移りゆく景色をジッと眺める。

「緊張、してるのか？」

　一緒に祭壇の前に立っていた小野寺さんが言った。新郎姿の彼のほうが、どう見ても緊張している。

　私はクスクスと笑いながら、微笑んだ。

「緊張はいつもしてますよ。ただ、このシーンでエテルニタのウェディング広告の撮影も終わるんだな……と思うと、感慨深くて」

「そうだな。短いような、長いような、不思議な時間だった」

　空は次第にネイビーに染まる。太陽が燃えるように紅く染まり、とろけるように揺らいだ。

　いよいよだ。

「チェックオーケーです」

「それでは、本番いきまーす！」

　互いの立ち位置を確認する。貴重なサンセットの時間に失敗は許されない。

　真剣な表情を消すように、一度軽く目を閉じる。次に目を開けた時には、全身からあふれ出るように、花嫁として最高の気持ちを乗せた。

　祭壇の向こう側にある窓には、最高のサンセットが輝いている。

「本番まで五秒前ー、四、三――」

　その合図で、本番の撮影が始まった。互いを見つめ合うようにして、数秒間停止する。

　真剣な表情をした小野寺さんが、フッと口元を緩めた。絵コンテの通りに、私はこのタイミングでゆっくりと目を閉じる。

「結衣。俺は、お前のことが――」

　……え？

　囁かれた言葉の内容に、思わず目を見開きそうになるのをグッと耐えた。

　小野寺さんの唇が、ふわりと私の唇に重なる。

　演技だと割り切っていたのに、その瞬間、頭が真っ白になった。耳に入っていた周囲の音が消える。

　慧さんとのキスは、あんなにも甘く幸せな気持ちになれたのに。今はただ、冷水を突然頭からかけられたみたいに寒くて、苦しくて、押し寄せてきた罪の意識に苛まれている。

　数秒唇を重ねた後、そっと離れた。私は動揺を隠すように再びゆっくりとまぶたを開き、互いに真正面から見つめ合って幸せそうに微笑む。

　しかし順調に演技を続けながらも、頭はひどく混乱していた。

「カット！　オーケーです！」

　ディレクターの声がかかった瞬間……。

　コツ、コツと、チャペルのドア付近からバージンロードを通って、ゆっくりとこちらに歩みを進めるような革靴の音が聞こえ始める。けれど目の前に立つ小野寺さんの返事を促すような真剣な視線に、その場から身動きすることができない。

「結衣」

「ごめん、なさい、私……」

　小野寺さんの気持ちには応えられない。

　困惑したまま、やっとのことで声を絞り出す。

　未だ妙な空気に包まれたままのこの場を、どう乗り切ったらいいのかわからず、私が狼ろう狽ばいしだしたところに、「――ねえ」と聞き覚えのある声がかかった。

「僕だけだよ。彼女を、結衣って呼んでいいのは」

　荘厳な静寂に包まれていたチャペルに、人を挑発するような艶やかで高圧的な声が響いた。

　私は目を見開いて、声の聞こえた方へ体ごと向ける。

「慧さん!?」

　ダイヤモンドが煌めくバージンロードを、ここにいないはずの慧さんが歩いていた。

　驚くと同時に、心が淡く色めき立つ。

　ブリティッシュスタイルのスーツを華やかに着こなした王子様は、優雅な佇まいで蠱惑的に微笑んだ。

「残念だけど、彼女は君のお姫様じゃない。僕のだ」

　彼は小野寺さんに向かって宣言すると、誰もを虜にする淫靡な悪魔のようにうっとりと双眸を細め、ウェディングドレス姿の私を軽々と抱き上げた。

「きゃあ！」

　慌てて慧さんの首に腕を回すと、彼は琥珀色の瞳を柔らかく細めた。

「常盤社長……ッ!!」

「ごめんね？　横からさらっちゃって」

　慧さんは、愕然とした表情の小野寺さんへクスクスと愉快そうに微笑むと、まるで結婚式で花嫁をさらう王子様のようにバージンロードを走りだす。

　重くないの？　慧さんの腕は大丈夫？　じゃなくて撮影は!?

　激しく混乱している頭の中にはたくさんの言葉が浮かんだけれど、心の中を占めているのは、慧さんへのあふれんばかりの愛だった。

　心臓がドキドキと鼓動を刻み、胸をきゅうっと締めつけるようなトキメキが止まらない。嬉しさや期待、羞恥心がごちゃ混ぜになって頬を赤く染めながら、近くにある慧さんの顔を見上げた。

　彼は楽しそうに笑いながら、「そこ開けて！」とホテル・エテルニタの制服を着たチャペルスタッフへ指示を出す。

　その男性はひとつ頷くと、うやうやしく扉を開いた。

　風圧で、繊細な刺繍が施されたベールや純白のウェディングドレスの裾が舞う。

「け、慧さん、どこに行くんですかっ」

「ここじゃない、ふたりっきりになれるところかな！」

　幻想的に染まる空の下、慧さんは一度も足を止めることなくチャペルの外へ駆け出した。




　チャペルのガーデンを下り、エテルニタ・ワイキキビーチ・リゾートの敷地内であるプライベートビーチへ出た慧さんは、「はははっ」と悪戯が成功した少年のように無邪気な笑い声をあげた。

「ああ、楽しかった」

　白砂の浜辺へ私を下ろした彼は、唐突に私を引き寄せるとギュッと抱きしめた。

「あんなことして、撮影は!?」

「キスの流れは完璧だったし、映像も美しかった。リテイクはないよ」

　慧さんは私の後頭部を撫でると、その手を広く開いた背中へ滑らせた。

　私は赤面する顔を隠すように慧さんの腕に顔を埋める。

「ど、どこから見てたんですか……」

「君が集中して景色を見ていたあたりかな。僕は映像機器の周辺で、ムービーやスチールデータのチェックをしてたんだけど」

「え!?　まったく気がつかなかったです」

「だろうね」

　もしかして、何度もキス寸前でストップするリハーサルも見られていたんだろうか。それどころか、お仕事といえど、本番で小野寺さんとキスするところまで見られてるってことだよね？　ひどい、恥ずかしい。それになぜか罪悪感がすごい。

「それにしても、なんで慧さんがハワイに？　台湾でお仕事があったんじゃ」

「結衣の声を聞いたら、いてもたってもいられなくて。すぐに空港へ向かったんだ。仕事は引き継いでるから、問題ないよ」

　昨夜の電話した時刻は、台湾では夕方になるそうだ。二十一時に出発する飛行機を使い、台北とホノルルを結ぶ直行便で約九時間半かけて、ここに来てくれたらしい。

　私が『会いたい』なんて言ってしまったから……。

「ごめんなさい、私、慧さんのお仕事の邪魔を……」

「ははっ、全然邪魔なんかされていないよ。君の小さなお願いくらいで僕が忙しくなったり、手が回らなくなったりするわけがない。どんな無茶なお願いだって、叶えてみせる自信があるよ？」

　彼は抱きしめていた腕を解き、しなやかな手のひらを私の左肩から腕に滑らせると、そのまま左手を握った。

　風が吹き、慧さんの亜麻色の髪がサラサラと流れるように煽られる。ふわりと、ウェディングドレスの繊細なレースが舞い上がった。

　周囲には、白浜に寄せては返す波の音だけが響いている。

「……一度は、諦めようと思ったけど。やっぱり君を手放せそうにないんだ」

　彼はまるで『降参』と言うように、フッと口元を緩めた。

「僕は……君にだけは、誠実な男でありたい。だから――今この瞬間をもって、僕たちの間にあった独占契約を終了しようと思う」

「え……？」

　地平線の向こうに太陽が沈み、マジックアワーを迎えたビーチには、ハワイの女神ペレの愛を具現化したような淡いピンク色のロマンティックな空が広がっている。空のてっぺんには薄く夜の帳とばりがかかり、ダイヤモンドのように白く煌めく星が、幻想的に浮かび上がっていた。

「実は昨年の冬にあったエテルニタのオーディションで、君のことは知っていたんだ。君に誓約書へサインを迫ったあの時、僕は既に君が欲しかった」

　その言葉に、私は驚き目を見開いた。

「それってつまり、慧さんは私が会議室に飛び込んだあの時より前から、ずっと私を知っていたってこと、ですか？」

「うん、そうなるね」

　慧さんは静かに、昨年の冬の話を始める。

　エテルニタでは広報宣伝部のアートディレクターを中心としたプロジェクトチームが、企画内容やシーズンに合わせて広告代理店と共にプロモーションを行っているらしい。

　ジュエリー単体の広告もモデルを起用した広告も、どちらもクリエイティブで素晴らしく、顧客からの評判は常にいい。しかし慧さんにとって、それは常に〝物足りない〟作品に感じられていたそうだ。

　翌年からは新規事業も始まり、エテルニタが世界へその名を轟かせる年になる。普段は部下を信頼して彼らが決定したモデルを最終チェックする程度だったが、その時ばかりは彼自らオーディション会場へ足を運ぶことにした。

「そして、君を見つけた」

　慧さんはどこか楽しそうに口元を緩め、私の頬へ手のひらを滑らせる。

「穢けがれを知らぬような、眩しいほどの透明感。その純真な表情が一瞬で凛とした表情に変わる瞬間に、僕は釘付けになった。君のその、甘美な背徳感さえ漂わせる匂いたつような美しさは、僕の手でもっと輝かせることができると思ったんだ」

　それから後日会社で行われた審査会にまで出席して、彼自身が私を推薦し、私のキャスティングが決まったそうだ。

　あの時は本当に緊張していたし、オーディションに集中していて、目の前にいる審査員以外のなにもかもが目に入っていなかった。まさか、あの会場のどこかに慧さんがいて、私を見つけてくれていたなんて……。

　身にあまるほどの多幸感に震え、口元を両手で覆う。

「君がペルラの打ち合わせに飛び込んできた時は、本当に驚いたよ。もともと君を選びに来たのに、『私にできること、なんでもします』なんて言われたら嬉しくて。つい口元が緩みそうになるのを抑えるのは大変だった」

　慧さんは「ふふっ」と思い出すように吹き出して、軽く握った指先で口元を隠した。

「結衣の正直で変に真面目なところとか、背水の陣で後先考えずに突っ込んでいくところとか……僕の加虐心をそそるんだよね。独占契約を結んだあの時から、僕は君の頭の中を僕でいっぱいにしてやりたくて、必死だったんだ」

　彼は苦笑するように微笑むと、真摯な顔つきで視線を交えた。

「今まで、欲しいものはどんな手を使ってでも手に入れるタイプだったし、今回もどうやって僕のものにしようかと策略を巡らせた。だけど君があまりに眩しくて、手に入らないんじゃと思ったら急に怖くなった。強引に迫った挙句、好きじゃないなんて……君を傷つけるような嘘を言って、ごめん」

　海と空の境目が、鮮やかなゴールドに染まる。

　彼は王子様のように美しくひざまずくと、私の左手から撮影用のマリッジリングを抜き去った。そして、まるで眩しい光を見つめるように私を見上げる。続けて、スーツジャケットのポケットからそっと、エメラルドグリーンのリングケースを取り出した。

　ぱかりとリングケースが開かれる。その中には、大粒のダイヤモンドとエメラルドが輝く、神聖なエンゲージリングが鎮座していた。

『〝永遠〟を誓うエテルニタカラー』というフレーズで有名なそれは、一月の撮影で私が一度だけ使用した指輪だった。その時は確か、『デザイナーが琴石さんのために新しくデザインしたエンゲージリングなんですよ』と説明を受けて……。それって、つまり――！

「これは、僕が君だけのためにデザインした指輪なんだ」

「……っ！」

　あまりの出来事に私は右手で口元を押さえ、息を呑んだ。

「あの広告に使うエンゲージリングをデザインする代表デザイナーも、本当は別にいたんだ。彼にとって誇らしいその権利は、全部僕がもらうことにした。君にふさわしいブライダルジュエリーを考えられるのは、僕しかいないからね」

　彼は自信に満ちた様子で言い切った。

「ひとめぼれなんて、僕の人生には存在しないと思ってたんだけど。……言い訳のしようもない、僕の〝完敗〟だよ」

　そして、とろけるほどの慈愛を瞳に浮かべた慧さんは、「結衣」と改めて私の名前を呼んだ。

「僕たちが一緒に過ごした時間は短いかもしれない。だけど、君のことが……たまらなく愛おしい」

　その言葉にぎゅうっと胸の奥が掴まれる。静寂を溶かすような柔らかく誠実な声音は、私の耳元だけでなくすべてを痺れさせた。

　感極まった双眸がじわじわと熱くなり、目の前の幻想的な景色がゆらゆらと揺れ動く。

　慧さんは、まるで繊細で壊れやすいものに触れるかのように、私の左手を優しく包み込んだ。

「僕と、結婚してほしい。僕を本気にさせる人は君しかいないんだ。一生、君を守り抜くと誓うから……僕だけの、君になって」

　想像もしていなかったお伽話のようなプロポーズの言葉に、全身が喜びに打ち震えた。

「……はいっ、……もちろんです！」

　涙ぐみながら、精一杯返事をする。

　慧さんは今まで見せたことのないほどくしゃりと美しく破顔すると、エンゲージリングを取り出し、そっと私の薬指へ滑らせた。

　その後、おもむろに立ち上がった彼は、私を性急に引き寄せて抱きしめる。

「やっと捕まえた。どうしよう、嬉しくて死にそうだ」

　耳元で言われたくすぐったいほどの愛の囁きに、胸がきゅうっと締めつけられる。

　慧さんは、「はあ……っ」と熱いため息をつく。

　赤く眩しく燃える太陽が海の向こうに完全に溶ける瞬間――彼は私の瞳をのぞき込み、愛を誓うように唇を重ねた。

　柔らかく、重ねるだけのキスを幾度も交わした後。

　撮影現場のチャペルには戻らず、慧さんはスイートルームへと私を連れ去った。

「け、慧さん……撮影終了の挨拶、とか……」

「もう終わってるよ」

「借りたものを、返さないと……っ」

「僕が全部管理すると言えばいい」

　キングサイズのベッドの上に、ウェディングドレスを着たまま押し倒される。

「んんっ」

　慧さんは私の唇を貪るみたいに性急なキスをした。

　肩から腰にそっと手のひらを這わされて、体が甘く痺れる。

「誰かの花嫁みたいなそのドレスを見てると、今すぐ抱きたくなる」

　彼はまるで悪戯を企てるように、うっとりと蠱惑的に口角を上げた。

「な、なに言ってるんですか。衣装ですっ」

「そうだけど、少しくらい味見させてよ」

　慧さんは官能的に微笑むと、再び強引に唇を覆った。熱い舌で唇をこじ開け、柔らかく舐めるように私の舌を食む。

　息をするのも忘れてしまいそうな激しいキスに、「んんっ」と声がもれた。

「け、慧さん、もう……っ」

「たくさん消毒しておかないとね……。誰があんなキス、許すと思う？」

「だって、あれは撮影で！」

　不可抗力、いや、仕事上必要なことだったしっ。

　私が勢いよく反論すると、慧さんは不服そうに眉を寄せる。

「そうだけど。あんな顔する必要あった？　小野寺くんを誘ってるのかと思った」

「誘っ……!?　私はただ、慧さんのことを思い出して――！」

　言葉を塞ぐように、また情熱的なキスをされる。

　激しくも甘いキスに、全身がとろけるようにくたりと力が抜けてしまう。締め上げられているコルセットが苦しすぎて、できれば一刻も早く外してほしい。

　唇を優しく離し、慧さんが意地悪な笑みを深めた。

「思い出して、なに？」

「その……」

「君の照れてる顔を見ると、本当にたまらなくなるんだよね……。君がいいって言うまで、もう待てそうにない」

　琥珀色の瞳の奥には甘い熱が揺らめいている。

「愛してる、結衣」

　窓の外には群青の夜空が広がり、満天の星が輝き始めていた。
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　チャペルから慧さんに連れ去られた、その夜。

　私が渾こん身しんの力で「撮影チームに挨拶もせず、撮影最終日が終わるのは嫌です！」と叫んだおかげで、慧さんの暴走を止めることに成功した。

　ウェディングドレスから部屋に置いていた私服に着替えて、両手いっぱいにドレスを抱えながら来た道を戻る。

　完全に夜を迎えたチャペルは、撤収作業が行われていた。

「お疲れ様です！　先ほどは、大変申し訳ありませんでした」

　チャペル内に入ってすぐに私が大声で叫びながら腰を折ると、大勢のスタッフから拍手が巻き起こる。

「おめでとう！」

「おめでとうございます」

　ヒューッと誰かが口笛を吹いた。撮影期間中で最もワイワイ、ガヤガヤとなったチャペル内に、伏せていた顔を上げた私はぽかんとする。

「えっ、えっと」

　祝福ムードに、咄嗟に「ありがとうございます」と頭を下げる。

　どうしてこうなっているのかわからずうろたえていると、後ろから悠長に歩いてきた慧さんが、私の肩を抱き寄せた。

「僕からもお礼を言わせてほしい。このたびはエテルニタのプロモーションに関して、尽力してくれてありがとう。スタッフ全員の弛たゆまぬ努力と技術があったからこそ、今回のような素晴らしい作品ができた。今日まで本当にありがとう。お疲れ様」

　慧さんの挨拶に、スタッフ全体から拍手が起こる。

「そして。さっきは突然彼女をさらってごめんね。理由は――」

　彼が言葉を区切ると、スタッフが「みんな知ってます」と笑った。

「映像はちゃんとチェックしてるんで、大丈夫です」

　ディレクターが囃はやし立てるような語調で明るく言うと、他のスタッフたちがおどけて両手で大きく丸を作った。あちらこちらでオーケーというサインが笑顔と共に生まれるのを見て、私は急に恥ずかしくなる。

「皆様、本日まで誠にお世話になりました。お疲れ様でした」

　耳まで真っ赤になりながら、私はもう一度丁寧に頭を下げた。




　翌朝。慧さんの提案で、当初の帰国予定日より三日ほど長くハワイに滞在することになり、私は飛行機のチケットを変更することになった。

　もともと撮影チームとは一緒に来ておらず現地集合だったため、彼らに対して慧さんとふたりだけでハワイに残ることは伝えなくても済んだ。

　だけど昨夜現場から既に上がっていた清水社長と小野寺さんには、慧さんがチャペルから連れ去ったことについても改めて謝罪し、一緒に帰国しないことに関しても、赤面しながら平謝りを繰り返した。

　慧さんと婚約したことを報告すると、清水社長は「やっぱりね。あなた随分印象が変わったから」なんて言いながら、肩をすくめてフッと笑みをこぼす。

　慧さんとお付き合いをするのは事務所の規約違反にあたるんじゃ……と、内心ビクビクしていたが、彼女は意外にも「楽しんできなさい」と快く送り出してくれた。

　最も顔を合わせにくかったのは小野寺さんだ。あんなふうに彼の前を去ってしまったから、どう謝ったらいいのかわからなかった。

　けれどいくら考えても名案なんて浮かばずじまい。彼を目の前にして、私は結局「あの、小野寺さん。本当に申し訳ありませんでした」としか言えなかった。

「いや、俺こそ……悪かった」

　小野寺さんにひどく悲しげに微笑まれ、気まずすぎる空気が漂う。小野寺さんとは顔を合わせにくいと思っていたけれど、彼も同じ気持ちだったのかもしれない。しかし……。

「常盤社長」

　その居心地の悪すぎる静寂を破ったのは、他の誰でもなく彼自身だった。

「琴石を幸せにできなかったら、恨みますから」

　小野寺さんは慧さんに一歩詰め寄り、いつもより低いトーンで唸るように言う。

「じゃあ僕は一生、君から恨まれずにすみそうだ」

　王子様然とした慧さんは、口元を軽く握った指先で隠しながら優雅に答えた。

　挑発された小野寺さんが奥歯を噛みしめる。その様子を見て、慧さんはとても満足そうに彼を見下ろした。




　その後の数日間は、エテルニタ・ワイキキビーチ・リゾートのスイートルームで慧さんと一緒に過ごした。現地に詳しい慧さんの案内で観光に出かけたり、美味しいものを食べたり、マリンスポーツに挑戦したり。楽しい時間はあっという間に終わった。

　日本に帰国すると、まずは私の両親に挨拶へ行くことになった。

　この前までお見合いでもしたらどうかと話していた両親は、突然の婚約報告に鳩が豆鉄砲を食ったような顔になる。

　以前、母には一応『好きな人ができたかもしれない』と報告していたため、「彼が噂の王子様ね。結衣ちゃん、すごくおめでたいじゃない！　花嫁修行、早く始めないとっ」と、すぐにテンション高めに喜んでくれた。

　なにも知らされていなかった父は、熱くなったらしい目頭を押さえて、「おめでとう」とひと言を絞り出すまでにけっこうな時間を要した。それからゆっくりと慧さんに向き直ると、「娘をよろしくお願いします」と真剣な表情で伝える。

　慧さんは「もちろんです」と、幸福そうな表情で頷いた。

　問題は慧さんのご両親だ。

　何者でもない私と慧さんが婚約するなんて言ったら、反対されるかもしれない。

　しかし蓋を開けてみれば、慧さんのお父様は、まるでわかっていたとでも言うような態度だった。

「今年は慧の会社の業績がかなり伸びているから、なにか調子がよくなる要因があったことは察していた。今回も新規事業のプロモーションに随分力を入れているらしいじゃないか。これも、結衣さんへの愛が勝った結果だな」

　厳格そうなお父様はそう言って低い声音で頷く。それから、「よき家庭を作りなさい」と慧さんの肩を叩いた。

　慧さんによく似たお母様も、「結衣さんみたいなまっすぐで透明な女性を待っていたの。これから、私とも仲よくしてちょうだいね」と快く私を迎えてくれた。

　それまでは彼と本物の婚約者になれたことにまだ少し実感が湧かずにいたのだが、両家へ挨拶を終えると、いよいよ婚約に現実味が帯びてくる。

　つい数日前までは、〝婚約している女性〟になりきるための〝婚約者〟という役だったのに。本当の婚約者として慧さんと過ごすことができるなんて、夢みたいだった。




　今まで住んでいたワンルームマンションを解約し、七月からは慧さんの家に住むことになる。結婚式の大まかな日取りも決まりつつあったことから、モデル業も辞めることになった。

『結衣が仕事を続けたいのであれば、好きに決めていい』と慧さんは言ってくれたものの、彼との関係が公になった時にモデルを続けていたら、どんな理由で彼の足を引っ張ってしまうかわからない。

　今はエテルニタから関係者各位に箝かん口こう令れいが出ていて、七月から開始されるプロモーションへの影響はない。が、二クール目にはきっと注目を浴びてしまうはずだ。女性誌などになにか書かれてしまうのではないか、と想像するだけで小心者の私は震え上がった。

　私がその漠然とした不安を吐露すれば、慧さんは余裕たっぷりに微笑んで、私の頭を撫でた。

『僕たちの秘密を誰が知っていると思う？　安心して。君が心配するようなことはなにも起きないよ。僕が保証する』

　彼が言うと、本当にすべてが大丈夫な気がしてくるから不思議だ。




　私は引越しの準備に追われながら、その合間を縫ってペルラへ退所の手続きへ行くことになった。

　さすがに同居していたことや独占契約を結んでいたことは話していないようだったけど、慧さんが清水社長にフォローを入れてくれていたおかげで、事務所へ最後の挨拶に行った時に改めて恋愛に関する規約違反で怒られる、なんてことにはならなかった。

　それどころか、「あの規約の意味は恋愛禁止じゃなくて、本気の相手以外はダメって意味よ」と笑われてしまった。

「片想いはどんどんしたらいいけど、お付き合いはね。有名になった時に写真をネットにばら撒まかれたりすることもあるから」

　そう言って清水社長は、慧さんと初めて出会ったあの時のように私へ契約書を見せた。通常、契約の更新や相談に乗るのはマネージャーの担当だが、今この会議室には私と清水社長のふたりしかいない。

「小野寺さんは……？」

　もう会うこともないだろう。だからこそ、感謝の気持ちを伝えたかった。

「小野寺は今日他の仕事があるから、そっちに付きっきりなの。『最後なのにすまない』って言ってたわ」

「そう、ですか」

　就職先が見つからなかった私に、『お前の内定先は、ここだ』とペルラという居場所をくれたのは小野寺さんだった。それなのに恩を仇あだで返すような結果になってしまい、大変申し訳なく思う。

「琴石とはエテルニタの案件から濃い時間を過ごしたから、なんだか寂しくなるわね」

　テーブルの上で指を組んでいた清水社長は、しんみりとした様子で目尻を下げた。

　私も眉を八の字にして頷く。

「本当に、お世話になりました」

　それから捺印した書類を提出し、頭を深々と下げた。

　これをもって、私はペルラのモデルとしての活動を休止することになる。エテルニタの広告掲載期間中はペルラ所属ということにはなるが、新規オファーは受け付けない。契約期間が終了すれば名簿からも削除され、正式に退所となる。

「またモデルの仕事をしたくなったら、いつでも戻ってきなさい。次はミセスクラスが待ってるわよ？　まあ、その時は私の息子が社長かもね」

「息子さんですか？」

　私は瞬きをして首を傾げる。

　この事務所はもともと若い時にモデルをしていた清水社長が、三十代で立ち上げたと聞いている。生涯現役という言葉がぴったりな彼女が、ずっと社長を務めるものだと勝手に思っていたけど……。

「ええ。あなたもよく知ってる、小野寺薫」

　清水社長は赤い眼鏡のフレームを指先で押し上げながら、茶目っ気たっぷりに言った。思わぬ人物の名前が飛び出し、私は「ええっ！」と驚きの声をあげる。

　清水社長と小野寺さんが、親子!?

　知らなかったふたりの関係と、小野寺さんがペルラの次期社長という事実に驚きが隠せない。

「だけど、清水社長と苗字が違いますよね……？」

「そうよ。私の苗字は旧姓なの」

　一緒にハワイまで旅したのに、ふたりがあまりにもサバサバしていたものだから、まったく気がつかなかった。でも言われてみれば、確かに親子ととれるような会話や気安さもあったかも？

　道中でのいろいろなことを脳裏に駆け巡らせながら、驚嘆の思いでしきりに頷く。

「息子には場数を踏んでもらおうと思って、たくさんのモデルを担当させてたのよ。私の秘書もやらせてたから、『琴石のマネジメントをする時間がない！』って、よくボヤかれたわ」

　清水社長はテーブルの上でトントンと書類を揃えると、八の字に眉を下げた。

「息子となにかあったんでしょう？　ごめんなさいね」

「あ、いえ、そんな……謝られるようなことは……」

　小野寺さんからの告白はちょっと想定外だったものの、キスは必要なシーンだったし、清水社長からも小野寺さんからも謝られるようなことはなにもない。

　恋心が厄介なことは、私が一番よく知っている。私はきっと、彼を傷つけるようなことを知らぬうちにたくさんしてしまっていたのだろう。

　だから小野寺さんに謝るのは、私のほうだ。しかし、ここでまた『ごめんなさい』と伝言を頼むのは、とても失礼な気がした。

「『ありがとうございました。大変お世話になりました』とお伝えください」

「ええ。必ず伝えておくわ」

　清水社長は慈愛に満ちた母の顔で、優しく微笑んだ。




　七月初旬の土曜日。私はまた、慧さんの家に帰ってきた。

『ただいま』と言ってもいいのか、それとも『お邪魔します』と言うべきなのかわからずに、バッグを持ったまま豪邸を見上げる。

　微妙な顔をして玄関に立ち尽くしていたら、「こういう時は『ただいま』だよ」と柔らかな微笑みを浮かべた慧さんが、私の頭を優しく撫でた。

「た、ただいま……」

「うん。お帰り」

　青々とした緑が美しいガーデンを、夏の風が吹き抜ける。ここを出る時はあんなに寂しい気持ちでいっぱいだったのに、今はそれが嘘のように清々しい。

　約一ヶ月ぶりに足を踏み入れる慧さんの家はとても新鮮で、キラキラとした幸せに満ちているように感じた。




　慧さんが準備してくれたゲストルームには必要な物がほとんど揃えられていたため、家電や家具はリサイクル業者に引き渡し、私がここに送った荷物は、実質ダンボール箱一個分だった。

　簡単な引っ越し作業を終え、キッチンでのんびりと昼食の後片付けをしていると、慧さんが突然「今日は十七時に出発だから」と声をかけてきた。

「えっ？　どこにですか？」

「ホテル業界のパーティーだよ。彼女が僕の婚約者ですって、みんなに自慢しないと」

　皿洗いをしている私の後ろに立った慧さんは、クスクスと楽しそうに微笑みながら、私の腰に腕を回した。

　首筋に猫のように顔を埋めたり、擦り寄せたりする慧さんの鼻先がくすぐったい。

「ひゃっ、もう。お皿洗えないですよ」

　こんな高級なお皿、手を滑らせて割りでもしたら大変だ。

　慧さんは「うーん、もう少し」なんて言いながら、薄着の私の肩を柔らかく食む。

「やっ、慧さん！」

「だって幸せなんだ。君がここにいることが」

　背後からギュッと抱きしめられ、私は洗剤の付いたスポンジを持ったまま赤面してうつむいた。




　パーティーだからと気合を入れてウォークインクローゼットの中をウロウロしていたら、「今日はこれを着てよ」と慧さんは高級ブランドのドレスを取り出した。

　シルク生地の滑らかな艶が美しい、アイスブルーのカクテルドレス。胸元から裾までふんわりとしたレースが重ねられており、シルバーのビーズ刺繍がとても優美だ。

　あまりの上品さに、受け取りながら「わぁ」と感嘆の声をあげてしまった。

「ネックレスはこれ、ヘアアクセサリーはこれでどうかな？　指輪はもちろん、エンゲージリングで」

　慧さんは次々にジュエリーを選んでいく。

　それを見て、私は双眸を見開いた。

　エテルニタの、しかもダイヤモンドとエメラルドを使ったハイジュエリーが、このウォークインクローゼットの中にあるなんて。

「君がいない間に、今までの僕の作品を買い取ったんだ」

　慧さんは選んだジュエリーを私の頭や首にあて、「完璧だね」と至極満足そうに頷いた。

　撮影の貸し出しでしか身にまとえないそれを見て、お値段を知っているだけに素直に喜ぶことができない。むしろ、『これを付けて外出!?』と心臓がばくばくしてしまう。パーティー会場で紛失したりしたら大変だ。

「あ、ありがとうございます。細心の注意を払いながら、が、頑張ります……！」

　私が緊張した面持ちで告げると、慧さんは「失くした時はその時だよ」とあっけらかんと言いのけた。

「ブレスレットは、仕方ないけど翡ひ翠すいにしよう。先日、台北貴賓ジュエリーショーで会った『貴賓翡翠』の御曹司が、君にって」

　貴賓翡翠といえば、翡翠を専門とした有名なハイジュエリーブランドだ。今にもとろけそうな光沢が美しい薄紫色の翡翠のブレスレットは、翡翠に詳しくない私でも希少なものだとわかる。アイスブルーのカクテルドレスにもとても似合っていた。

「わあ！　『ありがとうございます』と伝えてくださいね」

「うーん。そうだね、いつか」

　慧さんは口元をへの字に曲げて拗ねたような表情でそっぽを向いた。

　エテルニタに関してはエベレスト級にプライドの高い王様に、こんな表情をさせるなんて。貴賓翡翠の御曹司とはいったいどんな人物なのだろうか。慧さんもどうやら彼には一目置いているようだし、もしかするとジュエリーブランド同士、仲よしなのかもしれない。

　慧さんの子どもっぽい仕草が可愛くて、私はついクスクスと笑ってしまった。




　十四時頃、玄関のチャイムが鳴った。

　玄関へ向かうと、慧さんが予約していたらしいヘアメイクのプロが、メイク道具の詰まったトランクを持ってやってきた。

「どちらでメイクいたしましょうか？」

　ブラックスーツ姿の女性に問いかけられ、はたと立ち止まる。

「ええと……二階でお願いします。足元にお気をつけください」

　メイクしている間中、ずっと慧さんから観察されるのは恥ずかしいので、少し考えてから二階へ続く階段の方へ案内した。

「それではよろしくお願いいたします。ケープをおかけしますね」

　私の部屋のドレッサーを使い、綺麗にメイクやヘアセットを施してもらう。

　透明感のあるリキッドファンデーションに、肌の内側から色づくようなパウダーと淡いチーク。グラデーションの美しいアイシャドウは夏らしさがある。最後にみずみずしいコーラルのグロスをオンして、メイクは完成した。ヘアはギブソンタックにアレンジされ、慧さんが用意していたエテルニタの髪飾りがサイドに刺される。

　みるみるうちに、慧さんとパーティーに行くのにふさわしい女性になれる魔法をかけてもらった。

　予定していた時刻までに準備を終え玄関先へ出ると、慧さんの愛車が既に車庫の前に出ている。運転席には、秘書の藤堂さんが乗っていた。

　慧さんが「どうぞ」とエスコートするように、後部座席のドアを開いてくれる。

　いつものように「ありがとうございます」と答えて、もはや私の定位置となった運転席の真後ろに乗り込んだ。

「藤堂、休日なのにごめんね。タクシーでよかったのに」

　車が滑るように走りだし、大きな道路に出る。

　渋滞しつつある車外を眺めていると、慧さんが藤堂さんを労うように声をかけた。私はついと車窓から慧さんの横顔へ視線を移動させる。

　足を組んで座っていた彼は、心底申し訳なさそうな表情で眉を下げ、バックミラーに写る藤堂さんを見上げていた。

　慧さんの言う通り、今日は土曜日だ。秘書である彼にとって、慧さんの出勤しない土曜日は、彼にとっても完全な休日である。いくらホテル業界のパーティーといえど、秘書の彼が送迎する義務はない。

「藤堂さん、私からもお礼を言わせてください。いつもいつも、お世話になっちゃって……」

「いえ。『西さい園おん寺じホテル』のパーティーへの送迎でしたら業務内に含まれますから。帰りも私に送らせてください」

　バックミラーに写る精悍な顔立ちをした青年は、真面目な声音でキッパリと言った。

「ええっ。藤堂さんのお休みは、いったいいつになるんですか」

　彼が慧さんに振り回されているのはよく知っている。

「ちゃんとお休みしてくださいね」

　慧さんには藤堂さんがいてくれないと困るのだ。彼の健康を気遣ってそう言えば。

「はい。これが私の休日の過ごし方ですので、問題ありません」

　藤堂さんは顔色ひとつ変えずに答えた。

　私の隣で慧さんが肩をすくめる。

「今日の藤堂は頑ななんだ。あの土地は、昔うちがコンペで競り負けた因縁の場所だからね。ああ、藤堂は土地の他にもなにか競り負けたんだっけ？」

　え、それってなにかデリケートな話なんじゃ？と居心地悪くシートベルトを握っていると……。

「お気になさらないでください。慧様のお力になれなかったことが悔しかっただけですから」

　藤堂さんは王子様に仕える騎士のごとく応える。

　慧さんはそれを聞くと、くくくっと悪戯な少年のように笑った。




　西園寺ホテルといえば日本で最も歴史あるホテルで、日本のホテル御三家のひとつ。もちろんそのトップに君臨するのは世界一のホテル――ホテル・エテルニタだ。

　都市部にシティホテルやビジネスホテルが立ち並ぶ中、西園寺ホテルは日本の伝統を感じさせる和のホテル『SAIONJIサイオンジサンクチュアリ・リゾート』のオープンを発表している。今夜のパーティーはそのレセプションパーティーらしい。

　地上二十階建ての黒を基調としたシックなシティホテルの外には、和モダンな庭園が広がっている。

　東京にこんな広大な敷地が残っていたなんて……。

　今まで商業施設や高層ビルが建たなかったことが不思議なくらい、便利な場所。ここには、今までなにがあったのだろう。

　慧さんのエスコートでホテルのロビーへ入る。案内されたパーティー会場は、既に招待客でいっぱいだった。

　主催者挨拶の後、私は慧さんが関係者の方々に挨拶をする傍らについて回った。

　華やかな装いをした人々ばかりで、気後れしてしまう。

「慧もようやく、〝世界で唯一の人〟を見つけたんだって？　こちらが噂の婚約者さんか」

　初めまして、と声をかけてきたのは、このホテルの副社長である西園寺さんだった。慧さんとは少年時代からの友人らしい。私も「初めまして」と会釈を返す。

　ニンマリと笑みを深めた慧さんは、私の腰に腕を回した。

「僕だけのお姫様を、今日は特別に見せびらかせに来たんだ。可愛いでしょう」

「そこで俺が『ああ、可愛い』って言えば、お前はどうせ怒るだろう。知ってるよ」

　慧さんは家で宣言していた通り、その後も堂々と私のことを自慢していたので、羞恥に悶えつつ赤面しながら顔を伏せてしまった。

　挨拶回りも落ち着き、慧さんとふたりで立食パーティーを楽しんでいると、背後から「ゆーいちゃん」と可愛らしい声が響いた。

「ひっ、媛乃ちゃん!?　どうして、ここに……っ」

　悲鳴じみた声で彼女の名前を呼ぶと、彼女はクスクスと笑った。相変わらず美人さんな彼女は、普段の様子とは正反対にセクシーなドレスを身にまとっている。

「四月にあったアパレル広告のお仕事で、そこの社長さんと仲よくなって。連れてきてもらったの」

　媛乃ちゃんは慧さんに駆け寄ると、「結衣ちゃんだけズルイよ。私も常盤社長とお近づきになりたいですっ」と彼を上目遣いで見上げる。

　彼女が頬を赤らめながら慧さんの端麗な美貌に舞い上がっているのに、思わずムッとしてしまった。

「嬉しいことを言ってくれるね。君はモデルさんかな？」

　慧さんは彼女のことなんてまるで覚えていないような素振りで、王子様然とした佇まいのまま美しく微笑んでいる。

「ペルラ所属の媛乃と申します！　五月に、エテルニタの花嫁役でコンペをしていただきました。私も結衣ちゃんみたいに、常盤社長からお仕事をいただきたいです。ブックも持ってきているので、今からお話できたり……しませんか？」

　彼女が誘惑するような態度で慧さんへ迫るので、嫉妬心がむくむくと湧き上がる。

　しかし彼は私をチラリと見下ろすとなにかを企むような顔をした。

「うーん、僕の貴重な時間は結衣だけのものなんだ。ごめんね」

　そう言うと私の腰を引き寄せ、ちゅっとリップ音を立てて頬にキスを落とした。

　人前での唐突なキスに、私は「ひゃっ」と驚きながら彼を仰ぐ。

　慧さんは『してやったり』という表情で、甘やかに私へ微笑んだ。

「えっ。結衣ちゃん、これって、どういうこと!?」

　眉を吊り上げてひどく憤慨している媛乃ちゃんに「ごめんなさい、お疲れ様です！」と挨拶をすると、私は慌てて慧さんの腕を引っ張りながら急いで会場の外へ出た。

「もう、慧さん！　あんなことして、変な噂になったらどうするんですかっ」

　まったく！と、慧さんの不意打ちにキュンとしている自分を隠しながら、真っ赤になった顔をパタパタと扇ぐ。

「だって。結衣があまりにも可愛かったから、つい」

　人ひと気けのない廊下には、パーティー会場の喧けん騒そうがもれ聞こえている。慧さんは私を壁際へ追いやるようにして前に立つと、うっとりと目を細めて私の髪を撫でた。

「ねえ。さっき、彼女に妬いてたよね？」

　顎に右手の指先を絡められ、クイッと持ち上げられる。私の瞳をのぞき込みながら、慧さんは口角に弧を描いた。

「や、妬いてなんかっ」

「嘘」

　まるで獲物を狙う獣のように、彼の瞳の奥には熱が揺らいでいる。その蠱惑的な色香にあてられて、思考が淡く霞かすむようにクラクラする。

　いつの間にか背中に壁がぴったりと付くまで追いやられ、完全に身動きが取れなくなってしまった。

　慧さんは左腕を壁に付けると、高い位置から私を見下ろした。

　……こんなところ、誰かに見られたら困るのに。

　そんな思いとは正反対に、きゅんと高鳴る胸。彼の情欲の浮かぶ視線に、体がじわじわと熱を帯び始めた。

「慧さん、離して……」

「そのお願いは聞けそうにないな」

　慧さんは、私の唇にしーっと指を押し当てて、私の願いを制した。

　ここ、廊下だよ？　いつスタッフの方やパーティー会場から出る方がいるかわからないのに。

　うっすらと涙が浮かぶ瞳で、彼を止めるように見上げる。しかし慧さんは私の考えとは真逆に、琥珀色の双眸をとろけさせた。

「今、君がどんな顔してるかわかる？　……困惑と羞恥で耳まで真っ赤だ。その顔がたまらなく可愛いんだよね、君は」

　顔を逸らして慧さんの視線から逃げようとすれば、強引に唇を塞がれる。舌先で唇を開けられ、柔らかな舌が押し込まれた。

「んん……っ」

　激しく求めるようなキスに、背徳感や緊張感がごちゃ混ぜになって、体が甘く疼きだす。

「いっぱい、しないで……っ」

　視界が溶けるように揺れる。困惑と羞恥心で、睫毛がふるりと震えた。

「そんなに煽らないでよ。めちゃくちゃにしたくなる」

　彼は誰もが陥落してしまうような官能的な美しさを伴いながら、低くて甘い声音でゆっくりと囁く。舐めるようなそれに鼓膜が痺れ、耳が溶けそうだと思った。

「もう帰る？　挨拶も済んだし、なにより僕が我慢できそうにないんだ」

　私をまっすぐ射抜く彼の瞳は、煮詰められた蜂蜜のように熱が揺らめいている。

　欲されるがまま、私は悪魔のような慧さんに陥落した。




　翌朝、朝日に包まれながら目が覚めた。ぼーっとしながらまぶたを開く。

　すると、ベッドの上で裸のままシーツを被った慧さんが穏やかな表情でこちらを見つめていた。私が起きたことに気がつくと、瞳を瞬かせて眩しいばかりの優しい微笑みを浮かべた。

「おはよう」

「おはよう、ございます」

　素肌を隠すようにシーツを肩まで引き上げながら、昨夜のことを思い出して、身悶える。朝はこんなに優しげな王子様みたいなのに、夜の彼は本当に意地悪だ。体中にキスの雨を降らされて、身も心もとろけてしまった。

「その顔、誘ってるの？　もう一回する？」

　徐々に口元までシーツで隠していく私を見ながら、慧さんはクスクスと幸せそうに笑う。

「い、いえ！」

　私が慌てふためくと、彼は楽しそうに肩を揺らした。

「……こんなふうにおはようの挨拶ができることが幸せだってこと、君と過ごしてからようやく気がついたんだ」

　慧さんのサラサラと流れる亜麻色の髪が、レースのカーテンから差し込む淡い朝の光を受けてキラキラと輝いている。

　彼はまるで眩しいものを見るかのように目を細め、この上なく甘い瞳で私を見つめた。

「ねえ。おはようのキス、してくれる？」

　その魅惑的な美しさに、時間が止まった。

　私は自然と花に吸い寄せられる蝶ちょうのように、彼の唇にキスをする。

　リップ音もない、ただ唇同士が触れるだけの、つたない口づけ。

「……へたくそなキス」

　王子様は甘く穏やかな表情を、恋心に悶えるように歪めた。

「こんな婚約者様には、キスの特別授業が必要かな？」

　本当に幸せそうに、けれど甘く低い蠱惑的な声音で囁きながら、慧さんは私の髪に指先を絡める。骨ばった大きな手のひらでそっと私の指先を手に取ると、意地悪な笑顔を浮かべて私の薬指にキスを落とした。
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　日本では紅葉が色付き、秋が深まる頃。

　新チャペルのグランドオープンに先駆け、慧さんと私は第一組目としてハワイで挙式することになった。

　デザイナーと打ち合わせをしながら慧さんと私でオーダーをした、世界に一着だけのウェディングドレスは、気品のあるプリンセスライン。純白の生地に、淡いシャンパンゴールドの花の刺繍が贅沢に施されている美しいドレスだ。

　慧さんがデザインを手がけたダイヤモンドの煌めくネックレスが、胸元から首元までをホルターネックのように覆っている。繊細なレースのように編まれたそのネックレスの神聖なシルエットには、誰もが感嘆のため息をあふれさせずにはいられない。

　耳元には、小さな涙型のエメラルドが揺れる。

　慧さんが私のためにと用意したブライダルジュエリーは、撮影で着用したどんなものよりも美しく、豪華で、愛情に満ちあふれていた。

　純白のチャペルにはワイキキの青い海が一面に広がりキラキラと反射している。

　もしもあの時、怖気づいてあの会議室に飛び込んでいなかったら……。初めての撮影で、降ろされる運命を受け入れていたら……。もしかしたら、こんな素敵な結末にはなっていなかったかもしれない。

　父と一緒に一歩、また一歩と、ゆっくりとバージンロードを歩み、最愛の人が待っている祭壇へ向かう。

　非日常的な美しさを醸し出している慧さんに、私は思わず息を呑む。シャンパンゴールドのタキシードを身にまとった彼は、まさに本物の王子様だった。

　私はふと、エテルニタの掲げるブライダルテーマを思い出す。〝世界で唯一の人と過ごす特別な時間〟――それは、今ここにある。

　慧さんは祭壇の向こうにいる牧師から、繊細な純金のティアラを受け取る。ダイヤモンドとエメラルドが輝く〝永遠を誓う〟エテルニタカラーのそれは、この日のために慧さんがデザインしたものだ。

「永久不変の幸せと最愛を、君に」

　慧さんはそう言うと、そっと私の頭にそれを乗せる。

　私は膝を折って、戴冠した。

「これで、本物のエテルニタの花嫁だね」

　クスリと微笑み、彼は愛情に満ちた瞳で唇を柔らかく緩める。

「愛してる。これから未来永えい劫ごう、僕が君を独占するから。世界一幸せになる覚悟をしておいてね、僕だけのお姫様？」

「はいっ！」

　くすぐったい愛の言葉にはにかみながら、私は花が綻ぶように笑顔を咲かせた。
















特別書き下ろし番外編　新婚三ヶ月目の××事件













　季節は立春を迎えた。慧さんと私の新婚生活も早三ヶ月目に突入したものの、とっても甘やかな毎日には未だ慣れない。

　そんな私は本日、先輩奥様である一いち花かさんとショッピングを楽しんでいた。

　昨年の暮れからハネムーンと慧さんの出張を兼ねてフランスに長期滞在した際もホテル・エテルニタに宿泊したのだが、慧さんの休暇が終わると私はひとり退屈なスイートルーム生活を過ごすことになった。

　そんな時、同じくスイートルームに宿泊していたお隣さんと仲よくなった。それが彼女、一花さんだ。

　一花さんの旦那様である劉りゅう伯はく睿えいさんは、翡翠を専門とする台湾のハイジュエリーブランド『貴賓翡翠』の副社長。以前、ラベンダー翡翠のブレスレットをプレゼントしてくれた慧さんの友人で、夫婦揃って結婚式にも出席してくれていた。

　結婚式の時はあまり話す時間がなかったので、奥様の一花さんとも挨拶程度で終わってしまったのだが、旦那様から異国のスイートルームに置いていかれた者同士、似たような境遇ということもあって急接近した。

　彼女たちは、一月中旬にパリで貴賓翡翠が新作ジュエリーを発表する春夏コレクションが開催されるため、その出展準備で来ていたらしい。十二月から滞在していた私たちとは最後の数日間しか一緒に過ごせなかったけれど、ふたりでお茶を楽しんだり観光に出かけてみたりと旧知の仲のように楽しんだ。

　今日の気温は十度を下回り、窓の外には雪がちらついている。

　慧さんが購入してくれたハイネックワンピースは布地同士の切り替えでできたシルエットが美しいレトロなデザインで、クラシカルな雰囲気がとっても可愛い。お気に入りの服を着てブーツを履き、グレーのノーカラーコートを着込んだ私は、台湾の春しゅん節せつ休暇で日本に帰ってきていた一花さんと銀座の街を歩いていた。

　ぱっちりとした黒目がちな瞳と桜色の唇が印象的な彼女は、胸の辺りまである艶やかなダークブラウンの髪をふんわりと巻いている。現在二十七歳で、国際結婚をしてから二年目を迎えたそう。

　エレガントなチェスターコートを着込み、ファーのついた手袋をした彼女は、「寒いね。そろそろカフェでも入ろっか」と手を擦り合わせながら提案した。

　一花さんが以前働いていたという貴賓翡翠の本店前を通って、温かい飲み物が待つカフェを目指す。

「そうだ。今年は『ホテル・エテルニタ台北』で年越しするのはどうかな？　年末年始は台湾で過ごしてるんだけど、台北一〇一の花火が盛大でとっても綺麗なの。一度見に来てほしいな」

　次はいつ会える？　なんて話題になった時、一花さんがそう提案して微笑んだ。

「台湾は年越しで打ち上げ花火が主流なんですか？」

　私にとって日本の年越しは、やはり厳かな除夜の鐘で静かに迎えるのが一般的で、カウントダウンをしてから花火が打ち上がる場所といえばテーマパークのイメージが強い。

「うん、そうみたい。最初に聞いた時はちょっとビックリしちゃった。台北郊外に行ったら、夜空に三百六十度の遠花火が見える場所もあるくらい。本当にいろいろな場所から打ち上がってて」

　彼女は目を見開いて、その驚きを伝える。

「春節は爆竹の音がすごいよ」と付け加えた彼女に、なるほど、台湾は花火や爆竹でお祝いや邪気払いをする文化なのだろうと納得した。

　今年の年末年始は、両親も誘って台湾旅行をしてもいいかもしれない。

　モデル時代にもらった報酬で父と母に親孝行をする夢は、結婚式やハネムーンでバタバタしていた私と両親との予定が合わず、なかなか実行できないでいる。

　台湾なら近場だし、海外旅行にはあまり行かない両親にとっても負担にならないだろう。親孝行の予定を早めに押さえておくのは名案だと思った。

「両親も誘ってぜひ行ってみたいです。そしたら、また今年みたいにホテル・エテルニタで会えますね」

　ふたりしてきゃっきゃと約一年先のことに盛り上がる。

　ふと、進行方向にあったエテルニタ銀座本店ビルを目に移せば、近くの道路に見覚えのある白い外国製の高級車が停車しているのを発見した。

　もしかして、慧さんかな？

　わっと心が浮き立つ。外出している時に偶然彼に会えるなんて、なんだか非日常的な感じがして嬉しい。

　むずむずするような照れくさい気持ちを抑えつつ、慧さんになんて声をかけようか考えながら歩いていると、エテルニタの店舗からひとりの女性が足早に出てきた。つばが広いキャメルの女優帽を目深に被り、冬なのに大きなサングラスをしている。

　明らかに芸能人のお忍び風スタイルの女性は私の視線に気がついたのか、チラリとこちらを見た。

「……あっ」

　その風貌と記憶の中の女性が一致する。

　ぽろりと私の唇からこぼれた言葉に、一花さんが「どうしたの？」と首を傾げて、私の視線の先を追った。

「あれ、もしかして女優さんじゃない？」

　まさか彩香さんじゃないよね、と思っていた私は、一花さんの言葉に心臓が跳ねる。

　もしも女性が彩香さんだったとしても、あの白い車は彼女のもので、慧さんが乗っているわけじゃないかもしれない。だって、エテルニタは人気のブライダルジュエリーブランドなのだから、女優さんがひとりやふたり、たまたま来ていてもおかしくはない。

　それに、慧さんが今さら彼女と会う理由なんてない。……でも、彩香さんの方はどうだろう？

　可能性を否定したくて、自分を納得させるような希望的観測を必死にあれこれ考える。しかし、運転席から降りてきたのは無情にも藤堂さんだった。

　彼が後部座席のドアを開くと、女優帽を被ったその女性がサングラスを外して座席へ乗り込む。

　その一瞬で、希望が大きく崩れ去った。

「末永、彩香さん」

「うん」

　暗いトーンで呟いた私に、一花さんがこくりと頷く。

　藤堂さんが車のドアを丁寧に閉めて、いつものように運転席に乗り込む。車にエンジンがかかり、私たちが向かっているのと同じ方向に走りだした。

　でもまだ、慧さんが一緒だとは決まってない。落ち込むのも疑うのも早すぎるよ。

　そう心の中で自分を慰めるように叱咤した時、ビルの角を左折する車の助手席に慧さんが乗っているのが見えてしまった。




　カフェに到着し、注文したコーヒーとチョコレートケーキを目の前にしても、私は先ほどの衝撃を忘れられず、どんよりと肩を落としていた。

　人気女優、末永彩香は数ヶ月前に芸能界を電撃引退している。驚くことに、彼女は食事会をした夜とまったく同じ真紅の振袖を着て引退会見を行った。

『私はこれから、私のために自由に生きたいと思います』

　引退会見で晴れ着をまとった彼女に対して、ワイドショーではさまざまな意見が飛び交い、ネットニュースを賑わせていたのは記憶に新しい。

　記者からは特に結婚の予定について騒がれていたが、彼女は『とにかく今はいろいろな世界を見て、私のために自由に生きたい』と答えるにとどめた。

　あの夜、慧さんが彼女へ放った言葉を引用して、彼女が凛とした表情で宣言した内容を受け、これが慧さんに向けての彼女なりの謝罪や感謝のメッセージだと私は感じていた。

　だけど、もしかしたらその認識は誤りだったのかもしれない。

　彼女は確か食事会で、『許嫁も、将来の家庭に対する夢もなくした私は、これからどうしたらいいんですか』と言っていた。そこに、引退会見で引用していた『私のために自由に生きたい』という言葉だ。もしかして、彼女はまだ慧さんのこと……。

　頭の中で、未完成だったパズルのピースがカチリとはまる。

　まさかあの引退会見に隠されていたメッセージは、自分の意思で慧さんにアタックします、という恋愛宣言？　じゃあさっきのは、れっきとしたデート？

　慧さんが私に内緒でこうして彼女と会っているということは……つまり、そういうことだよね!?

　結婚生活三ヶ月目にして、事件勃発である。

　私は慌てふためきながら、彩香さんが慧さんの幼馴染で、幼い頃から許嫁になるべく末永議員に育てられていたことを一花さんに告げた。

「――ということなんです」

　さっき彩香さんが乗ったのは慧さんの車だったこと、慧さん自身も助手席に乗っていたことを話すと、一花さんは心配そうに眉根を寄せる。

「……もう、どうしよう。まだ三ヶ月なのに」

　暗雲が立ち込め始めた未来に、うなだれずにはいられない。

「と、とりあえず落ち着こう。甘い物食べたら落ち着くかもしれないし、まずはひと口食べよう？」

　目の前に座る一花さんが、チョコレートケーキが乗ったお皿をずいっと私の目の前に押す。普段であれば美味しそうに見える濃厚なチョコレートケーキも、今は土の塊のようだ。

「大丈夫だよ。慧さん、結衣ちゃんのこと大好きだし」

　うんうん、と彼女はまるで自分を納得させるように首を縦に振る。

「あの慧さんが、女優さんなんかに誘惑されるわけないよ」

「慧さんだからこそ、なにか企んでそうで……」

　結婚したってあの悪戯っぽい性格は健在だ。彼は毎日のように、大なり小なりイジワルを仕掛けてくる。それにいつも私はドキドキしていたけれど……。

　こんな……う、浮気なんて……っ。

　少しでも心を温めようと、コーヒーのカップを両手で持った。けれどその表面は、既に冷え始めている。

「去年だって」

　私は思い出したように吐き出す。

　コーヒーカップの中で揺れる黒い液体は、まるで私の感情のようで居心地が悪い。それから目を逸らすように、一花さんを仰いだ。

「慧さんったら、エテルニタのブランド力を底上げするために、わざとパパラッチの前でアマンダ・オールドリッチとふたりっきりになったりしてたんです。彼女に誘惑されるフリをしながら！　一花さん、これでも『女優さんなんかに誘惑されるわけない』って言い切れますか？」

「う、わあ。世界的大女優と……。でもそれって逆に、世界的大女優の誘惑にも勝てるという証拠でもあるような……」

　一花さんは、「うーん」と唸りながら視線を逸らす。

　その後、昨年あった出来事を詳しく話しているうちに、一時間ほどが経過していた。

　ふと店内の女性客がざわついているのに気がついて、ふたりで顔を見合わせる。女性客の視線を辿れば、入り口周辺で店員さんと話している、百八十センチはあるだろうスラリとした体躯の男性に行きついた。

　それからすぐに「あちらのお席になります」と声が聞こえて、店員さんが彼を連れてやってきた。

「伯睿、お疲れ様」

　一花さんがパッと笑顔を咲かせて、男性に軽く手を振る。

　彼は艶のある黒髪をかき上げると、照れ笑いを含んだような表情でふわりと微笑んだ。お洒落なブリティッシュスタイルのスーツに身を包んだ彼は、爽やかなだけでなく華やかさも兼ね備えており、誰もが振り返るような存在感がある。

　一花さんの隣の椅子を引いて腰かけた彼に、私は丁寧に頭を下げた。

「お久しぶりです、伯睿さん。お疲れ様です」

「お久しぶりです。結衣さんもお元気そうでなにより」

　長い睫毛に、慧さんとは対照的な濃灰色の瞳。二十九歳の男性に使うのは申し訳ないが、『儚はかなげな美青年』という言葉がぴったりな整った顔立ちをしている。しかしそれとは対照的に、どこか騎士のごとく意志の強そうな雰囲気が印象的だ。

　一花さんは、『仕事が終わったら迎えに行くので、落ち着いたら連絡をください』と言われていたらしく、カフェに着いてすぐに【貴賓翡翠の近くにあるカフェに入りました。また移動したら連絡します】と彼にメッセージを送っていた。

　彼は仕事が思ったよりも早く終わったので、その連絡を見てここを訪れたらしい。

　愛する旦那様のお迎えに顔を綻ばせる一花さんが幸せそうで、『いいなぁ』とうらやましく思った。




「それは怪しいですね。なんて」

　コーヒーを頼み、私と一花さんから慧さんの話を聞いていた伯睿さんは、茶目っ気たっぷりに笑った。

「えええっ」

「ちょ、ちょっと伯睿。今は冗談を言っていいところじゃないのっ」

　驚愕する私の様子に、「ほらっ、謝って」と一花さんが伯睿さんの腕を揺さぶる。

「すみません、つい。そんなに深刻だとは思わなくて」

「謝らないでください。こちらこそ、おふたりの休暇を邪魔するような話題で申し訳ないです」

　慌てたように謝罪した伯睿さんに、私は両手をぶんぶんと振った。それから、力なく笑みを作る。

「もう、伯睿が変な冗談言うから。ごめんね、結衣ちゃん。伯睿と慧さんって昔から笑顔のまま〝つい〟言い合うところがあるというか、仲よしをこじらせてるところがあるみたいで」

　一花さんはそう言うと困ったように眉を下げた。

　伯睿さんは虚を突かれたような顔をして、彼女を見つめる。

「仲よしを、こじらせてる」

　言葉を区切りながらそう発すると、唇をへの字に曲げて不服そうな顔をする。

　二人は同世代のジュエリーブランド経営者同士。互いを認め合ってるからこそ強いライバル心が見え隠れしていることは、以前からなんとなく察していた。好敵手と書いて友と読む、そんな関係は確かに仲よしをこじらせている感じがして微笑ましい。

「まあ、仲よしかどうかはさておき。結衣さん、考えるよりもまずは彼に真偽を確認してみては？」

　伯睿さんにアドバイスをされて、確かにその通りだと思った。

　くよくよ悩んでいてもしょうがない。私の薬指には、慧さんがデザインしてくれた世界で唯一の結婚指輪というお守りがあるんだから。

「彼が家に帰ってきたら、聞いてみようと思います」

　決意を込めて真剣な表情で頷くと、一花さんが「そうだよ、質問大事！」と声を弾ませて明るくつとめる。

「もともと彼の幼馴染ということなら、偶然車で送るようなこともあるでしょうしね。過去には俺の恋人を、うちまで送ってくれたこともありましたから」

　友人には優しいんですよ、彼。

　爽やかな笑みを浮かべてフォローする伯睿さんの肩を、一花さんが先ほどより強く揺さぶった。

「はーくーえーいっ。今は余計なこと言わないの！」

「はははっ」

　一花さんが可愛らしい様子で叱ると、伯睿さんが無邪気な笑顔を見せる。

　フランスでおふたりと少しの時間を共にした時も、こうして兄と姉のように私を可愛がってくれた。私も、ずっと慧さんと仲のいい夫婦でいたい。

「とにかく、俺と一花はいつでも結衣さんの相談に乗りますから。もしも家を飛び出すようなことがあれば、遠慮せずホテル・エテルニタ東京のスイートに来てください。ベッドルームもひとつ余っているので」

　伯睿さんの言葉に一花さんが同意する。

「そうだよ。いつでも連絡ちょうだいね」

「俺たちは、結衣さんの味方です」

　私はふたりの温かい言葉に泣きそうになりながら、「ありがとうございます」と頭を下げた。




　家に帰って夕飯を用意していると、十九時を過ぎたところで慧さんが帰ってきた。

「ただいま、結衣」

「お、お帰りなさい」

　いつものように玄関まで出迎えに行き、少し身構えながら鞄を預かる。彼の後ろに藤堂さんの姿は見えないことから、今夜は既に帰ったらしいことがわかった。

　ロングノーズの革靴を脱ぐ慧さんの様子を、思わず疑いの眼差しで見てしまう。なにかを企んでるようなおかしな様子はないけれど、それが逆に怪しい。

「どうしたの？　そんなにジッと見て」

「えーっと、ちょっと見てただけです」

「そう？」

　彼は玄関に上がると私の腰へ両腕を回す。

「はあ……。今日は疲れた。まずは結衣補給。それから動くよ」

　そう言いながらぎゅうぎゅうとハグをされると、懐疑心が少し萎んでしまう。思わずよしよしとその背を撫でながら、「そういえば今日」と早速問題の話題を切り出そうとした。

「ああ、今日は劉夫妻と遊びに行く日だったっけ。どうだった？　楽しかった？」

「はい、楽しかったですよ」

　一花さんたちの話になったので、まずはそちらの話をすることにする。『慧さんと彩香さんを見かけるまでは』という言葉が喉まで出かかっていたが、すんでのところで飲み込むことにした。

「年末年始は台湾で過ごさないかって話になって。せっかくだから、両親を連れていってみたいと思ってるんです」

「いいね。今から藤堂に連絡して、年末から年始にかけてスイートをふたつ確保してもらおう。あそこは意外と年末年始にも人気があるから早く予約しておかないと。ホテル・エテルニタ東京の日本料理店から出向した料理長が作る御お節せちも元旦からあって、日本人観光客受けがいいんだ」

　そう言いだした慧さんに、慌てて「ダメですっ」と静止をかける。

「私が稼いだお金で両親に親孝行をするのが私の夢なんです。ホテル・エテルニタのスイートルームに連泊したら、一回だけの旅行で終わっちゃいます」

　それどころか、私の全財産が消えてしまう。フレンチレストランで食事したり、国内旅行をしたり、温泉に行ったり、両親にしたい親孝行はいっぱいあるんだから。

「それならいつか、僕にも結衣のご両親に親孝行させて。僕の番が回ってくるまで、しばらく待ってるよ」

　彼は抱き寄せていた私を解放すると、フッと口角を緩めた。

　それからいつもだったら『お帰りなさいのキス』なんて言いながら、ちゅっと唇を合わせに来る彼は、今日はなにもせず、そのままダイニングルームへ向かってしまう。

　その後ろ姿に、思わず「へ？」と間抜けな声をあげてしまった。




　今夜もダイニングテーブルには手作りの和食が並ぶ。

　洋食派だったはずの慧さんは、結婚してからは『家では結衣の作る和食が食べたい』と要望し、いつの間にか夕飯は和食が定番になっていた。

『今まではあえて洋食を食べることで、世界各国どこへ行っても変わらないパフォーマンスを保てると思ってたんだけどね。君の作るご飯を食べたら、そうじゃないことがわかったんだ』

　慧さんが困った様子で、亜麻色の髪をくしゃりとかき上げて話した時のことを思い出す。

　カフェで習ったメニュー以外の料理はあまり得意なほうではなかった私だけれど、モデルの仕事を辞めた分、母から料理を習う時間ができた。地方に住む母とは、スマホのアプリでビデオ通話を使って会話しながら一緒に夕飯を作ったりしている。

　その他の空いた時間は、この広い家の家事に費やしていた。

　最近は慧さんのカッターシャツを綺麗に仕上げるため、今もまだ手伝いに来てくれているハウスキーパーにアイロンがけの極意を習っているところだ。

　私は鰤ぶりの照り焼きに箸の先を入れながら、目の前に座る慧さんの様子をこっそりとうかがう。彼はいつもと変わらぬ幸せそうな表情で、野菜がたくさん入ったお味噌汁を飲んでいた。

　慧さんがお味噌汁を飲む様子っていつ見ても似合わない、というかちょっと幼く見えて可愛いかも？

　なんて失礼なことを考えながら、『いけない、いけない』と慌てて頭かぶりを振る。

　雰囲気にほだされてちゃダメだ。今度こそ、私は彩香さんのことを聞かないと。

「慧さん、お話があります」

　気合を入れて改めて伝えると、慧さんは「ん？」と首を傾げた。

　すると、リビングルームにあるソファ前のテーブルに置いてあったスマホのバイブ音が鳴りだす。実は先ほどからずっと気になっていた。

　夕食の最中に何度も鳴り続けるスマホに、慧さんは一度マナーモードにしたものの、電話の相手は懲りずに何度も着信を入れている。

　慧さんは眉根を寄せると、「ああもう」と不機嫌そうに鳴り続けるスマホを無視して食事を続ける。

「あの、電話に出なくていいんですか？」

「いいよ。電源を切りたいくらいだけど、そうもいかないから。そのままでごめんね」

「あ、いえ。気にしないでください」

　気にならないと言ったら嘘になるが、彼が多忙を極める身だということは重々承知している。

　それにしても……藤堂さんからの電話だったら構わず出るはずだから、誰か別の人からの着信だよね？　こんな時間に何度も電話を鳴らすということは、よっぽど重要な案件に違いない。

　……まさか、彩香さんじゃないよね？

　脳裏によぎった彼女の女優帽姿に、『そんなまさか』と内心で呟いてひやっとした。

　慧さんが乗る車に、確かに乗っていった彼女。あれから……何時まで一緒にいたの？　まさか、さっきまでずっと？

　そうやって今日あったことを順に思い出しているうちに、『質問大事』という一花さんの言葉を思い出す。そうだ。仲よし夫婦の極意は、『考えるよりも、まずは真偽を確認する』に違いない。

　ふたりは十年越しの初恋を叶えた夫婦。そんないろいろな困難を乗り越えてきた一花さんと伯睿さんが言うのだから、きっと幸せへの近道で王道なのだろう。

「ずっと同じ人からの着信なんですか？」

　私は何気ない様子を装って、慧さんに問いかけた。

「うん。そうみたいだね。どうして？」

　慧さんはチラリとスマホの方を見て、首を傾げる。

「いえ、ただちょっと気になって。仕事の電話ですか？」

「うーん、仕事のうちに入るかな」

　曖昧な回答に煮え切らない思いをする。しかし『結衣を可愛がる時間は、僕の癒しの時間だから』と、どんな時でも仕事に関することは家へ持ち込みたくない彼のこと。いくら聞いたところで、こんな返事しかもらえないかもしれない。

　それならば道はひとつ。彩香さんのことは、直接問いただすしかない。

　私は今度こそ、意を決して口を開いた。

「そういえば今日、彩香さんと――」

「ああ、そうだった」

　食事を終えた慧さんは私の言葉を遮ると、「ご馳走様でした」と手を合わせながら顔を上げた。

「明日は夕飯いらないよ。今その彩香さんと、いろいろあって大変なんだ」

　彼はいい笑顔で、やれやれと肩をすくめる。

　ええええっ!?

　彼は食べ終えた食器をテーブルの上で重ねながら立ち上がると、その長い足をさばいて食器をシンクへ運んでくれる。それからすぐにリビングルームへ向かい、放置され続けていても着信が鳴りっぱなしだったスマホを手に取った。

　ま、待って慧さん。夕飯はいらないって……。

　今日みたいに彩香さんとデートって、こと？　なんで笑顔なのっ。ううう浮気って、こんなに堂々と行われるものだった!?

　ぐるぐると目が回る。私はあまりの驚きとショックで、言葉をなくした。




　慧さんの爆弾発言以降、戦意を喪失してしまった私は、しょんぼりしながら食器を洗った後、こぼれそうになる涙をこらえながらお風呂に入った。

　あの電話以降もひっきりなしに着信が来ていた彼は、仕事部屋である書斎で、なにやらまくし立てている様子だった。

　彼の仕事が終わるのを待っていても仕方がなさそうだったので、控えめに部屋をノックする。

『僕が忙しい時でも、寝る前には必ず教えて』と以前お願いされていた通りに、「おやすみなさい」と小さく声をかけると、真剣な表情のまま片手だけ上げて返事をされた。

　私は、失意のままメインベッドルームのベッドに潜り込む。

　慧さんが今、緊急事態に見舞われていることはわかる。できる限り、そんな彼を支えたいと思う。これ以上余計なことを言って、邪魔はしたくない。

　でも、そんなに仕事が忙しい時期に、今日だけでなく明日も彩香さんと会うだなんて……。無駄なものに時間を割さかれるのを極端に嫌う彼が、そんな非効率なことをするだろうか？

　そう慧さんの持論を思い返せば、答えは自ずと見えてきてしまった。

　彩香さんと会うのは彼にとって無駄じゃないということになる。つまり、慧さんも彩香さんに本気ってこと……？

　知ってしまった事実に戸惑う。

　ううん、まだ事実って決まったわけじゃない。

　そんなことを悶々と考えていたら、眠りたいのになかなか寝つけなかった。

　すると、私がベッドに入ってから一時間以上経ったところで、慧さんが真っ暗な部屋に入ってきた。

　ベッドに横になった途端、いつもはすぐに抱きしめてくれるのに、今夜はそれがない。彼はただ、目をつむる私の前髪をそっと払うと、壊れ物でも扱うような手つきで優しく額を撫でた。

　何度かそうした後、スプリングが揺れる。彼がこちらに背を向けている気配を感じて、私はまぶたを開いた。

　私を拒絶しているようなその背中に、どう声をかけたらいいのかわからない。ショックとか、迷惑をかけたくないとか、いろいろな感情が心の中を渦巻いている。けれど一番大きかったのは、〝寂しい〟という気持ちだった。

　私はいてもたってもいられなくなって、後ろから彼を抱きしめた。

「……慧さん」

　体をぴったり寄せて静かに呟くと、彼の体が強張ったのがわかった。私とは逆に、体を遠ざけるようにスッと背中を浮かせる。

「どうしたの、結衣。眠れない？」

「……キス、してくれないんですか」

　いつもは『ダメ』って言ってもあんなにたくさんキスするくせに。

　募る寂しさに、彼が迷惑に思うだろうことを口にしてしまう。

　慧さんは振り向きもせず、「……っ」と息を詰めると、体を震えさせた。

「珍しいね。君からおねだりするなんて」

「だ、だって」

　それ以上言葉が出てこず、言い淀む。

　すると、彼は羽毛の掛け布団をかぶり直しながら、ベッドの中で体をもぞもぞと動かし、ゆっくりと時間をかけてこちらを向いた。

　彼の双眸には、甘い熱がこもっているようだった。その熱に浮かされて、私は唇をそっと開く。

「キス、してください」

　慧さんは苦しそうに眉根を寄せると、急くように唇を重ねた。

　何度も何度も角度を変えながら与えられるキスに、自然と声がもれる。

　彼はたまらなくなった様子で、私の肩を強引に抱き寄せると肩を落としながら息を深く吐いた。

「はぁーっ。もうダメだ、我慢できそうにない」

　暗がりの中で私を見つめながら、慧さんは困ったように微笑む。

「おやすみ」

　そして、私を抱きしめて目を閉じた。

　……え？

　私は冴さえた目をパチパチとしながら、慧さんの言葉に耳を疑う。

『もうダメだ』ってどういう意味？

　そういえば、背中から抱きしめた時は体を離されたし、キスの後も大きなため息をついて、困ったような顔をしていた。　……それって、私は慧さんにもう甘えさせてもらえないってこと？　まさか飽きられちゃった、とか？

　脳裏にちらつく女優の影に戦慄する。

　やっぱり、本当に浮気なのかも！




　翌朝。あれからまったく眠ることができなかった私は虚ろだった。ぼーっとしながら朝の支度をして食事を用意し、いつの間にか食べ終わり、玄関先まで慧さんを見送りに出る。

「どうしたの？　寂しそうな顔して。そんなに僕が出ていくのが不安？」

　彼はなぜかニンマリとして、楽しそうな口調でからかう。

「私が『そうです』って言ったら、どうするんですか？　慧さんだって困るくせに」

「くくっ。うん、今日だけは。今夜はできるだけ早く帰ってくるから、いい子で待っててね。行ってきます」

　鼻歌でも歌いだしそうなくらい上機嫌の慧さんは、「約束のキス」と言って、私の唇にちゅっと口づけを落とした。




　ハウスキーパーという来客を断り、必要最低限の家事だけをこなした私は、リビングのソファで死んだように横になっていた。

　言いようのない不安に駆られて、なにもする気が起きない。

　今夜、慧さんは彩香さんとデートか……。そう思うと、食欲もまったく湧かない。

『できるだけ早く帰るから待ってて』って言われたけど、いったい何時に帰ってくるんだろう。ディナーデートが終わったら？　それとも深夜？　『待ってて』って言葉も、よくドラマであるような、『浮気はしてるけど、帰る家はここだよ』みたいな意味にも考えられるし……。ううん、もう無理。なにも考えられない。

　結婚生活の崩壊という新たな崖っぷちに立たされて、再びお先真っ暗状態だ。

　私は気だるげに目線だけを動かして、窓枠によって絵画のように切り取られた庭をただただ眺める。この季節は茶色い枝葉が多いせいか清閑な世界が広がるそこは、今は癒しというよりも寂しい気持ちを増長させるだけだった。

「はあぁ。なにが足りなかったんだろう」

　手の甲を額に当てて、今日何度目になるかもわからぬため息をこぼす。

　慧さんに釣り合う女性になれるよう、できることから努力を始めた。夫婦で招待されるパーティーでも慧さんにふさわしい凛とした女性でいられるよう、マナー教室にも通って勉強中だ。でも……。

『僕を本気にさせる人は君しかいないんだ。一生、君を守り抜くと誓うから……僕だけの、君になって』

　不意に、慧さんのプロポーズの言葉を思い出して気がつく。……そういえば私、いつだって慧さんに与えてもらってばかりだ――。




　がちゃりと扉が開いた音がする。

　重たいまぶたを微かに持ち上げると、部屋の中は真っ暗だった。庭のライトアップだけが、タイマーで自動点灯している。ということは、既に十九時以降なのだろう。

　睡眠不足だったせいか、ソファで沈んだまま長時間眠っていたらしい。ぼーっとしていて重い体は、まだうまく動かせない。

　リビングルームの電気がパチリと点いて、カーテンを閉める音が聞こえた。

　慧さん、帰ってきたんだ。起きなくちゃ。

「ただいま、僕だけのお姫様」

　柔らかい声が頭上から降ってくる。重たいまぶたを緩ゆる々ゆると開けようとしたところ、慧さんが近づいてきたのがわかった。

「……お帰りなさい、慧さん。お仕事、お疲れ様です」

　私は寝ぼけたような声で答えて体を起こす。

　ソファの前に立っていた慧さんは、拗ねたように唇をとがらせながら、私の隣に座った。

「今夜は僕のこと、待っててって言ったのに」

「ま、待ってましたっ」

　本当に、彼の帰りを待っていた。

「でも……」

「ん？」

　私はゴクリと固唾を呑む。

　もしここで彩香さんのことを問いただして、彼の口から肯定されたら……。今でも満まん身しん創そう痍いなのに、今度こそ絶対に立ち直れそうにない。だけど、崖っぷちに立たされ再びお先真っ暗状態だからこそ、意を決して飛び出す必要があるのだ。

　緊張で鼓動が早くなる。私は隣に座る慧さんに向き合うと、彼の双眸を見据えた。

「慧さん、昨日も彩香さんといましたよね」

「くくくっ。うん、そうだね」

　彼は指先を軽く握った拳で口元を隠しながら、こらえきれない笑い声をもらす。

　その様子にムッとした私は鼻から大きく息を吸うと、勢いよく「浮気してるんですか？」と問いかけた。

　慧さんは片眉を跳ね上げて、不服そうな表情をする。

「ふぅん？　そっか。なるほどね。疑ってたんだ」

　彼は琥珀色の目を不満気に細める。

　まるでこちらが悪いみたいな言い草に、私は「ええっと」とうろたえてしまう。

「ち、違いま……せん」

『違います』と言おうとして、視線に負けた。

「へぇえ？　僕ってそんなに信頼されてないんだ？」

　彼はジャケットの胸元に入れていたスマホを取り出すと、ネットニュースのページを開く。そこには、【元女優・末永彩香、一般男性と入籍】と掲載されていた。

「この記者会見はさっき、ホテル・エテルニタ東京であったんだ」

「……ごめんなさい。完全に疑っていました」

　慧さんの行動に対して、否定的で疑わしい分析を繰り返していたことを思い出し、私は彼に深く頭を下げた。「彩香さんも、疑ってしまいごめんなさい」と深々と手を合わせる。

「素直でよろしい。で、この一般人男性というのは、君もよく知る藤堂だ」

「えええっ!?　と、藤堂さんと彩香さんが、結婚っ」

　彼とはよく顔を合わせるが、ひと言もそんな話を聞いたことがなかったので、まさかの報告に目を丸めて飛び上がってしまう。いつもお世話になっている彼のおめでたいニュースに、今すぐ『おめでとうございます』と伝えたいくらいだ。

　慧さんの説明によると、女優を辞めた彩香さんは、『私はこれから、私のために自由に生きたいと思います』という引退宣言通り、変装までして婚活パーティーに参加したらしい。そこで彼と知り合い、彼こそが自分にとって〝世界で唯一の人〟だと思ったそうだ。

　彩香さんの婚約発表は、ふたりの結婚を破談にしようとしている末永議員の無茶な行動を阻止するために急きゅう遽きょ行われることになった。

　そのため記者会見で使用するエンゲージリングが至急必要になったものの、藤堂さんが内密にオーダーしていたものは予定通り月末にしか出来上がらないので、慧さんが藤堂さんのためにひと肌脱ぐことにしたらしい。

　エンゲージリングは、取り急ぎエテルニタの店舗にあったジュエリーをサイズ直しすることで、今日の記者会見に無事間に合うことができたんだとか。

　そんなわけで、昨日は末永議員の秘書を撒くために、藤堂さんが運転する慧さんの車に彩香さんを乗せていたんだそう。

「他の仕事も重なってて、ずっとその対応に追われててね。それで昨夜は電話が鳴りっぱなしだったんだ。無視していた着信は、末永議員の秘書からのだよ」

　慧さんは、「それがまさか最愛の奥様に浮気を疑われる原因になるなんて」とわざとらしく優雅なため息をつく。

　私はそれに、「うっ」と言葉を詰まらせることしかできなかった。

「なんで教えておいてくれなかったんですか。ちゃんと伝えてくれていれば、一ミリたりとも疑ったりしませんでした」

「僕も最初は言おうと思ってたんだけど……」

　慧さんはまた、おかしそうにクスクスと笑いだす。

「昨日、帰宅途中に劉夫妻から電話が来てね」

「えっ。一花さんたちから、電話？」

「結衣ちゃんを不安にさせないでって。特に一花さんの怒りの剣幕はすごかったな」

　どうやら、私が問いただすよりも先に彼女たちから真相を全部聞いていたようだ。

　そういえば、昨日は帰宅してからスマホをまったく見ていなかったことを思い出す。もしかしたら、一花さんからメッセージが入っていたかもしれない。

　せっかく気を回してもらったのに、悪いことをしてしまった。

「それで、連絡を受けた上でどうなったんですか？」

　慧さんの言い分を聞きます、と胸を張る。

　もちろん全面的に私が彼を疑ったことが悪いことには変わりないけれど、こちらが勘違いしていることを知っていて、ひと言も伝えてくれなかった慧さんにだって、その原因の一端はあるのだ。

　慧さんは「うーん」と困ったような顔をして、頬をかく。

「帰ってきたら、寂しそうな顔でヤキモチを焼く君がいて……。つい意地悪したい欲求に負けちゃった、というわけ」

　彼は口角を緩めてそう言うと、私の顎に指先をかけた。

　真正面から私の顔を見据えながら、彼は長い睫毛の影が落ちる目をうっとりとした様子で細める。

「後ろから僕を抱きしめてきたり、おねだりしたりする君があまりにも愛おしかったから、ベッドで君を襲わないように我慢するのが大変だったよ」

　あの反応は、そういう意味だったのか。

　私は恥ずかしくなって、急激に顔を赤くする。

「もう！　さすがにこんな種類の意地悪したら、これから怒りますからねっ」

「怒った顔も可愛いから困る」

「慧さんのばかっ」

　口ではそう言ってそっぽを向きながら、本当は、なにより大好きな人のことをこんなに疑ってしまった自分が恥ずかしかった。

「さて。僕のことを疑って、ちゃんといい子で待っていられなかった君には、おしおきが必要だよね」

　慧さんは改めるようにそう切り出すと、どさり、と私を急にソファへ押し倒す。手のひらが縫い止められて、自由が利かなくなった。

「なっ、だってそれはっ」

「今夜の僕は君不足だから、覚悟して」

　彼は甘い牙を剥かんとする獣のように、恍こう惚こつとした表情で私を見下ろす。

「僕が君をどれだけ愛しているか、嫌っていうほどその体に直接教えてあげる」

　しっとりとした蠱惑的な声に鼓膜を揺さぶられ、きゅうっと胸がときめいてしまった。

　慧さんは、ちゅっとリップ音をたてながらわざとらしく何度も食むようにキスをする。唇を割って舌先を侵入させると、柔らかな動きで私の舌を絡め取った。

　キスに夢中になっている間に、彼の温かい手のひらが洋服の中に差し入れられる。骨ばった手のひらに胸を持ち上げるように揉もまれて、「あっ」と声がもれた。

「……可愛い声、もっと聞かせて」

　慧さんは熱に染まった瞳を優しげに細め、手のひらをスルリと太腿へ伸ばした。




　彼に翻弄された後。胸に広がる温かい気持ちのまま、私は隣に横たわる彼を見つめていた。毎日彼に与えてもらってばかりだった言葉を、今日こそは伝えたい。

「慧さん、慧さん」

「なぁに？」

　呼びかけると、彼は私の髪を柔らかく梳いていた手を止めた。長い睫毛に隠された伏し目がちの瞳は、多幸感にまどろんでいる。

「愛してます」

　私の告白に、彼は一度大きく目を見開くと、満足そうに口元を緩める。

「うん、知ってる」

　そうして至極嬉しそうに、これ以上ないほど美しく破顔した。

　私は彼に腕を伸ばし、ギューッと抱きしめる。

「今日は、私がいいって言うまで離しませんから」

「ふふっ、一生離さないでいいよ。だって、僕は君だけの王子様なんだから」

　慧さんは王子様のように優雅に私の手を取ると、指先に唇を落とした。そうして眩しそうに目を細めると、大切なものを愛でるように口元を緩める。

　きっと、これからもずっと。このイジワルな王子様に、私は翻弄されてしまうのだ。





ＥＮＤ












あとがき




　こんにちは、初めまして。雪永千冬と申します。

　このたびは、『仮初めマリッジ～イジワル社長が逃してくれません～』をお手にとってくださり、誠にありがとうございました。好きな子に意地悪したくなる御曹司・慧と内気で小心者な崖っぷち女子・結衣のラブストーリー、いかがでしたでしょうか？　皆様に少しでもお楽しみいただけていたら嬉しいです。

　この作品は、小説投稿サイト『Berry's Cafe』で開催されていました『恋するベリーズウェディング小説コンテスト』へ応募するために書いたお話です。

　イラストレーターの蔦森えん先生が描かれた三人の異なるキャラクターからヒーローをひとりを選んで、〝結婚〟をテーマに小説を書くという内容のコンテスト。【権力・実力・容姿を兼ね備えた超一流。穏やかで優雅な立ち居振る舞いのプリンスという噂もあれば、エゴイスティックで高圧的な態度のキングという噂も】という設定の彼にひとめぼれで応募させていただき、大変ありがたいことに【キングorプリンス賞】を頂戴することができました。このような素晴らしいチャンスをいただけて、本当に光栄です。至らない点も多々あるかと存じますが、これからも初心を忘れず、より一層精進して参りますので、温かく見守っていただけましたら幸いです。

　番外編は〝結婚生活〟をテーマに、恋愛初心者な結衣の「勘違い」から巻き起こるハラハラ・ドキドキな二日間を書き下ろしました。その中で、『御曹司のとろ甘な独占愛（マカロン文庫）』の伯睿と一花の「その後」も、一緒にお届けさせていただきました。（そちらは本作の約二年前設定のお話で、少し若い慧も登場しています。）

　慧と結衣、伯睿と一花の仲良し夫婦エピソードをいつか書けたら……と密かに夢見ておりましたので、今回このように叶えていただけてとっても嬉しいです。ありがとうございました！

　最後になってしまいましたが、丁寧なご指導と細やかなアドバイスをくださいました担当の丸井様、ヨダ様。美麗すぎる表紙イラストを描いてくださいました蔦森えん先生。この作品を形にするためにご尽力くださいました関係者の皆様。そして、この作品に出会ってくださいました皆様へ、この場を借りて心からの感謝とお礼を申し上げます。

　それでは、またいつか皆様にお会いできる日が訪れますように。


雪ゆき永なが千ち冬ふゆ


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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仮初めマリッジ


～イジワル社長が逃してくれません～
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